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昭和 63 年度

日野市教育委員会の教育目標と重点

教育目標

教育基本法に基づき、生涯教育をふまえ、社会の変化に対し主体的に判断し、行動できる市民の育成

を目指し、次の乙とを目標lとして日野市の教育・文化の向上を図る。

1. 豊かな心、いきいきとした知識、健やかな体をやしなうとともに、社会人としての徳性を培い、広

く国際社会に生きる市民の育成に努める。

2. 各自のもつ個性と創造性を伸ばし、人間尊重の精神を身につけ、互いに励まし協力する態度を育て

る。

3. 家庭教育、学校教育、社会教育の緊密な連携のもと、 青少年の健全な育成を進めるとともに、地域

の自然、文化を大切lとする郷土愛を育てる。

重 点

教育目標を達成するために、次の乙とを重点とする。

1. 学校教育の内容・指導の充実に努め、幼児・児童・生徒に自ら学ぶ力をつけ、 一人一人の個性や能

力の伸長を図り、保護者の期待に応える教育を推進する。

2. 教育施設・設備の充実に努め、その有効な活用・保全を図り、市民への開放を推進する。

3. 家庭教育及び公民館活動の充実・スポーツ活動における指導体制の充実に努め、生涯に立脚した社

会教育を推進する。

4. 図書館における資料の充実に努め、市民の多様な要求に応じられる図書館活動を推進する。



昭和63年度学校教育指導の重点

日野市教育委員会の教育目標を達成するため、次のことを重点、にし、学校教育の充実 ・向上を図る。

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するためには、学校の教育活動全体を

通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底することが重要である。

また、国際的視野をもち、わが国と諸外国との生活や文化の違いを理解させ、これを尊重する態度の

育成に努め、世界の平和に貢献できる市民を育成することが重要である。

さらに、地域の自然や文化を積極的に学校教育に取り入れることによ って地域の理解と地域社会の一

員としての連帯感を養い、家庭・地域・関係諸機関との連携を一層際め、地域に根ざした学校教育の推

進に努めることが大切である。

(指導の重点)

O 学習指導の改善・充実

児童・生徒が、ゆとりある充実した学校生活を送るためには、一人一人の偶性や能力に応じた桁導

を徹底することが重要である。

各学校においては、次の点に重点をおいて各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせ

るとともに、柔軟な思考力と豊かな創造力を育て、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必

要がある。

(1) 学校の創意を生かした教育課程の編成と実施に努める。

(2) 児童・生徒の学習過程に視点をおいた授業研究を行う。

(3) 学習指導の改善を図るため、教育評価についての実践的な研究を行う。

(4) 全教育活動を通じて自主性を養うとともに、好ましい人間関係の育成に努める。

(5) 地域に根ざした教育活動を創意工夫し、実践するように努める。

。生活指導・進路指導の充実
人間性豊かな児童・生徒を育成するためには、個性を伸長し、社会の一員としての自覚と徳性を培

い、自己実現を図る能力と態度を身につけさせることが重要である。

各学校においては、次の点に重点をおいて一人一人の児童・生徒の理解を深め、全校的な指導体制

を一層充実して、組織的・計画的に生活指導・進路指導を行う必要がある。

(1) 児童・生徒理解を深め、基本的生活習慣の確立を図る。

(2) 家庭・地域・関係諸機関との連携を株めるとともに、全教職員の共通理解に基づき、児童・生徒
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の実態や発達段階に応じた生活指導を行う。

(3) 学級経営の充実に努め、好ましい学級集団の形成を図るとともに、一人一人に応じた指導の徹底

を図る。

(4) 教育相談活動の充実を図り、積極的に児童・生徒を援助し、問題行動の未然防止に努める口

(5) 一人一人の能力や適性を正しく把握、し、それぞれが将来に対する目的意識を確立し、意欲的に学

校生活を送れるように進路指導に努める。

0 健康・安全指導の充実

児童・生徒が、生命を尊び健康で明るく学校生活を送るためには、児童・生徒の心と体の健康づく

りが大切である。

各学校においては、次の点に重点をおいて教育活動全体を通して健康・安全の指導と管理の徹底を

図ることが大切である。

(1) 自ら進んで偉康の増進や体力の向上を図る態度や能力を養う。

(2) 自ら自己の生命・安全を守る態度を養う。

(3) 安全指導や安全管理を徹底し、学校内外の事故防止に努めるo

。心身障害教育の充実
心身に障害をもっ児童・生徒一人一人の能力・適性を十分伸長するためには、教育環境の整備""tI"':;:)-;

を図るとともに、教育内容・方法の改善・充実に努めることが重要であるo

各学校においては、次の点に重点をおいて心身障害教育の充実を図るとともに、心身障害者への理

解を深めることが大切である。

(1) 心身障害教育について、全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と教育内容・方法について創意工夫すると ともに、児

童・生徒の実態に応じた交流教育の推進に努める口

(3) 家庭・医療機関及び、関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層充実

させる。

※ 学校を、園・学校に、児童・生徒を、幼児・児童・生徒に読み代える

0 幼児教育の充実

幼児期は心身の発達が著しく、人格を形成する上で重要な時期であるD 各幼稚園においては、幼児

の発達課題を適切にとらえ、次の点に重点をおいて教育活動の充実に努めることが大切である。
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(1) 幼児の生活実態や心身の発達に基づき、指導計画と指導法の改善に努めるo

(2) 基本的生活習慣を身につけ、正しい社会的態度を育成し、豊かな情操を養うように努める。

(3) 地域の特性を生かし、教育活動を充実する。

(4) 小学校や関係諸機関、保護者との連携を図り、幼児の健全な育成に努める。

-4一



昭和 63年度東京都教育委員会の教育目標

東京都教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、知性と感性iζ富み、人間性豊

かな都民の育性を目指し、都民が生涯を通じて主体的に学ぶことのできる学習社会の実現を図り、もっ

て、普遍的で個性豊かな文化の創造・発展と豊かな社会の形成K貢献する乙とを期して、次のことを基

本的な視点に置き教育を推進する。

1. 高齢化、情報化、国際化など社会の変化iζ伴う学習需要の増大に対応し、家庭教育、学校教育、社

会教育を充実し、相互の緊密な連携を図り、都民の生涯にわたる教育を推進する。

2. 学校教育においては、自他の生命を尊び、勤労と責任を重んじ、 自主性と創造性に富み、社会連帯

意識をもち、広く国際社会において信頼と尊敬の得られる都民の育成を目指し、 生涯にわたる学習の

基礎を培う教育を推進する。 I

3. 社会教育においては、多様な教育機関と連携し、都民が、生涯を通じ、自らの課題に即して、あら
ゆる機会、あらゆる場を利用し、生活上、職業上の資質を高め、文化的教養を深め、スポーツに親し

む乙とのできる生涯教育を推進する。

学校教育の課題と指導の重点

東京都教育委員会は、先の教育目標を達成するため、学校教育において推進すべき課題を明らかにし、

そのために必要な、日常の教育における指導の重点を設定する。

各学校においては、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指導体制を整備し、学校経営iζ創意工

夫をこらして、 学校教育の一層の充実、向上に努める乙とが大切である。

(学校教育の課題 〉

O 人権尊重の教育の推進

日本国憲法の精神に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するためには、学校の教育活

動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底する乙とが重要である。

特に、各学校においては、人権尊重の精神を培い、 一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現

の達成を図る同和教育の推進に努める必要がある。

心身に障害をもっ児童 ・生徒については、その障害の種類や程度に応じて、一人一人の能力、適性

が十分伸長されるような教育活動を行う必要がある。また、障害をもっ人に対する理解を深めるとと

もに連帯感の育成に努める乙とが大切である。

さらに、人種、民族、性別等を異にする乙とによって、児童 ・生徒の人権が損なわれる乙とのない

よう十分配慮する乙とが大切である。

0 地域iζ根ざした教育の推進
児童・生徒を健全な社会人として育成するためには、地域の人々や自然、文化との接触の機会を通

して、地域社会の一員としての自覚を促し、郷土を愛する心を培い、地域社会の形成者としての資質

を養うよう努める乙とが重要である。

特に、各学校においては、地域の自然や文化を積極的に学校教育に取り入れる乙とにより、自然や

文化を愛し、地域から学ぼう とする心情や人々との連帯感、地域への帰属意識を培う必要がある。

また、学校のもつ教育機能や施設・設備を開放するとともに、家庭や地域社会の期待に適切に応え

て学校経営の充実に努め、児童 ・生徒の社会活動への参加を一層促進することが大切である。

。国際理解教育の推進
常に国際的な視野をもち世界の平和と人類の幸福に貢献することのできる国民を育成するためには、
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我が国の文化や伝統についての理解を一層深めJ進んで国際社会に参加、協力できる能力と態度を養

う乙とが重要である

特に、各学校においては、国際都市東京の実態に即し、国際的な交流の機会等を生かし、教育活動

全体を通して、世界の人々の生活や個有の文化を理解さぜ、国際協力に果たす個人や国家の役割を正

しく認識させる必要がある。

その際、我が国と諸外国との生活や文化などの違いを正しく把握させるとともに、乙れらを尊重す

る態度を育成するよう、創意工夫に努める乙とが大切である。

(指導の重点〉

0 学習指導の改善・充実

児童・生徒が、ゆとりのある充実した学校生活を送る乙とができるようにするためには、 一人一人

の個性や能力に応じた指導の徹底を図ることが重要である。

各学校においては、各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに、新しい時

代の進展に対応できるよう教育内容・方法の改善を図り、柔軟な思考力と豊かな創造力を育成し、生

涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必要がある。

特に、学習が遅れがちな児童・生徒や心身に障害をもっ児童・生徒に対しては、 一人一人の実態に

応じて能力、適性が十分伸長されるよう、指導の徹底に努める乙とが大切である。

0 生活指導・進路指導の充実

人間性豊かな児童・生徒を育成するためには、個性を伸長し、社会の一員としての自覚を高め、自

己実現を図る能力と態度を身に付けさせる乙とが重要である。

各学校においては、児童・生徒がいきいきと意欲的に学校生活を送る乙とができるよう、 一人一人

の児童・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把握するとともに、教育相談を重視するなど

全校的な指導体制を一層充実して、組織的・計画的に生活指導・進路指導を行う必要がある。

その際、家庭、地域及び関係諸機関との連携を密lとして、問題行動の要因を把握し、これを未然lζ

防止する指導の徹底に努め、児童・生徒の健全な育成を図ることが大切である。また、児童 ・生徒が

自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と望ましい勤労観・職業

観を身に付ける乙とができるよう、進路指導の改善・充実に努めることが大切である。

0 健康・安全指導の充実

児童・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある生活を送ることができるようにするためには、

児童・生徒の健康っくりに努める乙とが重要である。

各学校においては、教育活動全体を通して生命の大切さを十分指導し、健康・安全についての理解

を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や体力の向上を図る能力や態度を育てることが必要である。

特に、性にかかわる指導においては、人間の性に関しての理解を十分深めさせ、成長過程における

課題に適切に対応できるよう援助・指導する乙とが大切である。

また、体育活動や日常生活における事故の防止に努めるとともに、交通や地震等による事故 ・災害

に対して、児童・生徒の安全を確保する乙とが大切である。

(注) i児童・生徒」とは、幼児・児童・生徒・学生をしづ。
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日野市教育委員会の学校訪問Kついて

1. 趣 ヒー
目

学校訪問は教育委員会の教育長・教育次長及び指導室長・各課の課長・指導主事が学校を必!日!し、

学校の教育活動の実態に直接触れることを通して、①学校の当面する教育指導上の諸問題への対応

②学校の施設・設備上の諸条件の整備、活用状況の把握、③日野市の全般的な教育活動を把握して、

教育行政の参考にするとともに、各校の教職員との協議懇談を行い相互の理解を深め、日野市の教一同

内容・方法の充実・発展に資する。

(1) 市教委訪問A

2年聞に一度、教育長、教育次長、指導室長、各課長及び指導主事が訪問し、学校経営全般にわ

たって実態を把握し、教育内容充実のため協議する。

①概況説明 ②授業参観 ③施設・設備の活用状況 ④諸帳簿閲覧 ⑤協議・懇談等も含む。

尚、教育委員も時間のゆるす範囲で、教職員との協議に出席し懇談する。

(2) 市教委訪問B

年聞にA訪問のない学校に、指導主事が訪問する。

①学級経営 ②教科 ・道徳・特活の指導 ③授業研究 ④生活指導等を含む。

(3) 要請訪問

各学校(園〉の要請に応じ、指導主事が訪問し指導 ・助言する。

2. 昭和 63年度市教委訪問日程

No. 幼稚園名 市教委訪問 A 市教委訪問 B

第 一 幼稚園 6月15日(水) (一般訪問〉

2 第二幼稚園 11月 8日(火)

3 第 = 幼稚園 9月14日(水)

4 第四幼稚園 10月20日(水)

5 第五幼稚園 12月12日(月)

6 第六幼稚園 11月22日(火)

7 第七幼稚園 10月19日(水) (一般訪問)
'---
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No. 小学校名 市教委訪問 A 市教委訪問 B

日野第一小学校 10月 5日(水)(一般訪問)

2 日野第二小学校 5月24日(火)

3 日野第=小学校 1月25日(水)(一般訪問)

4 日野第四小学校 6月 1日(水)

5 日野第五小学校 10月24日(水)

6 日野第六小学校 6月29日(水)(一般訪問〉

7 潤徳小 学校 11月 2日(水)(一般訪問)

8 平山小学校 10月17日(月)

9 日野第七小学校 11月30日(水)(一般訪問)

10 日野第八小学校 12月 6日(火)

11 百草台小学校 10月12日(水)

12 滝合小学校 2月 3日(金)

13 高幡台小学校 11月29日(火)

14 南平小学校 1月31日(火)

15 程久保小学校 12月 9日(金)

16 旭が丘小学校 2月 1日(水)(一般訪問)

17 平山台小学校 6月28日(火)

18 東光寺小学校 10月 5日(水)(一般訪問〉

19 =沢台小学校 l月23日(月)

20 仲田小学校 7月13日(水)

No. 中学校名 市教委訪問 A 市教委訪問 B

日野第一中学校 5月31日(火)

2 日野第二中学校 10月 3日(月)

3 七生中学校 6月29日(水) (一般訪問〉

4 日野第=中学校 10月 7日(金)
一

5 日野第四中学校 2月10日(金)

6 =沢中学校 6月22日(水)(一般訪問 )

7 大坂上中学校 11月16日 (水)

8 平山中学校 6月23日(木)

-8-



昭和62年度日野市教育委員会指導室年間活動計

一般研修A 

法

-新教育課程の動向

.学校経営

(乙れからの教育と管理職のあ

方容内ねらい・方針

市立幼稚園、小・中学

校の運営に当たる教職員

を対象に学校(園)の管理

.運営のあり方を求め、

学校経営や教育課題につ

いて研修する。

校
長
・
教
頭
・
教
諭

り方)

・教育目標の具現化を図る工夫

.国際理解教育

学

校

経

営

研

修

-学校教育の課題とその対応
(原因・奈尾)

教
務
主
任
・
担
当
教
諭

-特別活動の理念と方法(1)

.特別活動の理念と方法(2)

.道徳的実践力の育成

.学校裁量の時間の運営(1)

.学校裁量の時間の運営(2)

教育課程の充実・改善、

学習指導の計画立案のポ

イント等について研修し

学校の教育計画の参考に

供する。

(原田・奈尾)

教

育

課

程

研

修

-新しい教育の理念

.学習指導法の改善(1)

.学習指導法の改善(2)

児童-生徒理解にたっ

た個性・能力の伸長をめ

ざす学習の個別化のはか

教

"命

-学習指導法の改善(3)

.性教育の方法(1)

-心身障害教育(1)

.性教育の方法(2)

.心身障害教育(2)

・道徳的実践力の育成

.学習指導法の改善

-9-

り方、学習活動の多様化

をはかる指導法のあり方

等について研修し、授業

を通して実証をはかる。

(原田・奈尾)

中
堅
教
諭
・
六
年
次
教
諭
研
修



I~ 称| ねらい・方針 !回|

ハU
4
E
'
A
 

ト一一一一一

1 1 

ト一一一一一一

1 2 

内容・方法 |対象|

教

三A
a目リ

教

教育の本質と現代の教

育的課題をとらえ、未来

への展望にたった教育活

動をすすめるために、当

面する教育課題について

の理解をふかめ、指導法

について研修する。

(原田-奈尾)

ート
2

I 

I 

I 

I 

「一一

ト一一一一一

ト一一一一

「一

-東京都の教育課題

.男女平等教育(1)

・消費者教育(1)

-人権尊重教育 (1)

.国際理解教育(1)

.男女平等教育(2)

.消費者教育(2)

-人権尊重教育(2)

.国際理解教育(2)

.生涯教育

8 

9 

教

壬.，0、
面目U

』ー

三孟可

同

課

題

研

修

教

育

相

談

研

修

教育相談の理念につい

て研修し、問題行動をお

乙す子どもの理解、事例

研究を通し児童・生徒理

解の方法・その対応の方

法について研修する。

(奈尾・原田)

ト一一一一一

ト一一一一一

ト一一一一一

4 

ト一一一一一一

5 

ト一一一一一→

-カウンセリングマインド

-問題行動をお乙す子どもの理解

「学校ぎらい」と教育相談

・教育相談の技法

・事例研究

-事例研究

2 

3 

-10-
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諭



幼
稚
園
教
諭

法

-幼児と遊び

-教職員の服務

・地域理解

・学級経営 と生活指導

.個性を生かす学習

事庁-指導計画の作成

・教育機器の活用

規
-評価 -評定

・実践報告
採

-現地研修

用

教

諭

-現地研修

-年度末の学級事務

.指導要録の作成

万

-基本的生活習慣の形成

.環境と子どもの生活

-生活指導の方法

-教育課題

(国際理解教育の推進 )

.授業研究

・実践報告

，τ4・ζマ
モチ内方針

幼児の心理発達を的確

にとらえるとともに 、望

ま しい幼児教育の充実を

図る。

(原田 -奈尾)

ねら い

幼

児

教

育

教員の職責の重要性を

認識した上で各学校の教

育目標Kそって一人一人

の児童生徒の能力 ・特性

そ十分lζ伸ばす学習指導

.生活指導 ・学級経営が

来庁

できる ように講義 ・授業

研究を行い教職の専門性

規

採

を高める。
用

(奈尾-原田)教

研

三島、

面目リ

修

11 

-低、中学年の指導

.救急法
導技実河く水

-陶芸の基礎技法

-実習

-表現 ・模倣の指導

.運動会表現指導

-運筆の指導法

・かな文字の指導法

技

技

実

ス

実

ン

士
宮

古
円
、
々
/

陶

{本

導tじ日技実写重主Eヨ

実

技



B宿泊研修会(一日研修を含む)

名称 ねらい・方斜 内容 方法 メヨミ〉、 場 対 象

児童・生徒の実態と地域iと即 o教育課程の趣旨を生かし主体

教宿 した教育課程の編成と実施をめ 的学習を促す学習指導・学級 教

務泊
ざし、他地域を参観したり、情 指導を実践している学校を参

務

研 報交換等をとおしての資質を高 観し、自校の教育課程編成に 未 疋rム乙ー?

主修 める。 生かす。 主

任会 (原因) o研究協議 任

児童・生徒の実態を把握し生 o他校訪問一参観校の生活指導

空生活指宿泊田法
活指導の確立を図るため他地域 組織とその実践を見学し自校

導生活指主を参観し情報交換をとおして生 の指導iと生かす。
未 定

活指導主任の資質を高める。 。研究協議

任会 (奈尾) 任

学校保健の組織的活動を行い o学校教育の中における保健委

保ー 積極的に成果をあげている学校 員会の有機的な機能の実際を 保

健 日 を参観し自校の実践化K役立て 参観、協議する。 健
研 未 定
主修 る。 。保健主任と養護教諭の職務分 主

任会 (奈尾・原因) 掌の具体的事例を中心lζ意見 任

交換

全校的な指導体制の強化・充 o他校訪問

腎進昌L宿修泊研
実を図るため、他地域を参観し 参観校の進路指導の指導計画

導進路指主情報交換をとおして進路指導主 並びに組織とその実践を見学
未 定

任の資質を高める。 し自校の指導iと生かす。

任会 (原田) o研究協議 任

一学期の教職経験を話し合し可 o講話「児童・生徒理解の方法

新宿 指導上の課題を協力して解決し と生活指導」
規採新任泊 教職の専門性を高める。 o研究討議「一学期の反省と指

教 研
(奈尾・原田) 導上の問題点」

未 定

用教諭修
ミ面A目。、メz合z、 o自然観察の指導

「動物・植物・星・ J11 J 
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C 主任会・委員会等

名称 ねらい ・方針 内容 方法 ムヱミ 場 対 象

教務主任の立場から円滑な学 。教務主任の職務について研修

教
校運営のあり方を研修すると共 する。 教

務
に当面する教育課題について研 o円滑な学校運営を図る教務主

市役所
務

主
究協議し自校の教育活動の改善 任のあり方について。

又は

任
-充実に役立てる。 o当面する教育課題について情

点ミ主子-4 校
主

メ:Lλz 
(原田・奈尾) 報を交換し、 実践に役立てる。

任

生活指導についての共通理解 o生活指導上の臨床的対策iζと

生 を深め、それぞれの学校におけ どまらず学校生活に喜びを感じ、

活 る生活指導上の問題を解決する 自身の能力を十分に伸ばせるよ
生

指
市役所 活

導
ため情報交換と研修を進める。 うな生活指導のあり方をめざし

又 は

主 (奈尾 ・原田) て、研究を進める。
学 校 導

任 主
メZ三己Z、

任

中学校の生活指導及び学校間 o先生と生徒、生徒間の人間関

の協力体制を推進し、 生活指導 係のあり方を研究し学校生活
中

の充実を図る。 lと生きがいを感ずるような生
r~子lJ 

市役所 校

(奈尾 ・原田) 活指導の確立をはかる。 生
又は 活

指
A子M二， 校 導

任メヱ玄〉、
主
任

つd



名称 ねら い・ 方斜 内容 . 方法 |会 同 |対 象

心身ともに健全な児童 ・生徒 o学校保健のあり方について研

の育成を図るための保健教育の 修を深める。
保

o学校における保健指導の実態
保

健 育の推進について研修を進める。 のもとに情報を交換し、望ま 市役所 | 健

主 (奈尾 ・原田) しいあり方について研究する。 又は

任 o分科会研究 戸でー主F: 校 | 主

メヱミ盗、
。研究発表

任

中学校の進路指導の基本的な o全校的な指導体制を確立し、

あり方について研修するととも 進路指導の充実をはかる方法

進 iと、進路情報を交換する。 を研究する。 進

路
(原因 ・奈尾) o各校の進路指導上の問題点の 路

指 整理と検討。 指

導
-進路指導の全体計画

市役所
導

主

任 -各学年の指導の重点 主

よτ区』 -進路指導を推進するための 任
， 

組織運営

-指導資料

小学校社会科副読本 「わたし o学習指導要領の改訂にそって

社 改 たちの日野」、中学校社会科副 日野市小中学校社会科副読本| 委

会訂
読本 「のびゆく日野」の改訂を の部分改訂を行う。

キヰ
副委 イTつ。

|市役所

読員
(原田 ・奈尾)

本会 員

心身共に健康で=明るい児童 ・ o保健業務iと係る連絡調整

学連 生徒の育成のため、健康・安全 o健康 ・安全に関する情報交換 養

校 絡
市役所

iと係る諸業務の運営について連 o健康 ・安全のための教育指導
又は

護

協

保 i議
絡協議する。 に関する研修

公中民央館 I 
教

健会
(奈尾 ・原田) 。研究発表

ま面持目リ品、
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名称 ねらい・方針 内容・方法 会場|対象

就
学
相
談
委
員
会

心身lζ障害のある幼児・児童

・生徒の障害及び発達iと応じて

適切な教育措置を行う。

(奈尾・原田)

o東京都教育委員会、教育相談

所及び児童相談所等と連絡を

とりながら就学iと関する継続

相談を行う。

o障害児の立場に立って適切な

教育を行うため、各種専門家

による就学相談を行う。

第三

幼稚園

教

育

相

談

員

就

学

指

導

委

員

授
業
研
究
委
託

幼児・児童 ・生徒の実態lζ応

じて個々の能力を伸ばす指導法

の改善のため授業研究を行う。

(奈尾 ・原田)

。各小・中学校iζ授業研究委託

費 15万円支給。

0年度末に授業記録(3事例)

を提出する。

o研究授業を日野市内校に公開

する。

小

・

中

学

校

ケ
ー
ス
会
議

教

育

相

談

事例研究を通して、望ましい

教育相談技術等を探る。

(奈尾・原田)

事例研究

市役所

教
育
相
談
員

体

育

委

員

児童の健康 ・運動能力の実態

を把握し、その増進を図るため

の具体的方策を考え、学校教育

活動全体を通した体育指導の実

践化と生活化を図る。

(奈尾 ・原田)

。体位 ・体力向上のための学校

教育活動全体の検討に関する

乙と。

o体育科の教科指道充実のため

の研究 ・研修iζ関する乙と。

。「体力づく りの日」の効果的

実践のための検討に関する乙

と。

市役所

又は

学校

体

育

主

任

料

作

成

委

員

会

教
育
課
程
編
成
資

ム
ヱ:;:

道徳、教育の推進iとかかわる資 | 道徳教育を推進するための資 EI .. ~:.- -~.._- ------ --I市役所
料の編成及び教育内容の充実を |料を作成する。 I

I 又は
図るための資料を作成する。 I

I I学 校
(原田・奈尾) I I 

作

成

委

員

「編| 教育委員会と学校とを結ぶ機
ま集|
ど委|関紙を発行する。

ご塁 I (奈尾 ・原因)
Z三

「まどべ」の企画 ・原稿依頼、

編集、校正を行う。 I学 校

編
集
委
員

. 、 -15-



名称 ねらい・方針 内容 . 方法 メヱミ〉、 場 対 象

音楽鑑賞教室で優れた音楽を 音楽鑑賞教室の企画、連絡、

音運 運
鑑賞させる乙とにより、情操を 調整を行い、運営する。 市役所

楽営
養い、正しい鑑賞マナーを身lζ

主邑邑'-

鑑委 及び

賞 つけさせる。 現 地
委

教員
(奈尾・原田) 員

室会

水泳記録会で、児童・生徒が 水泳記録会の企画、連絡、調

水運 運
日ごろの学習の成果を競い、体 整を行い、運営する。 市役所

河く営
力の向上を図るとともに、学校

ー邑孟'-

記委
及び

聞の交流を図る。 現 地
委

録員

メヱ〉ミ、メヱミ』 (奈尾・原田)
貝仁コ

日光移動教室を連合で行うに 日光移動教室の企画、実地踏
運日運

光営
際し、円滑な運営が行われるよ 査、連絡、調整にあたり、運営 市役所

う連絡、調整にあたる。 する。
戸呂込ゐ

移 委 及び

動 (奈尾・原田) 現 地
委

教員

室会
員

人権尊重教育の推進の方法に 人権尊重教育の推進の方法に

人推
ついて検討し、学校における人 ついて協議し、研修会の開催及

推

権進
市役所 進

尊委
権尊重教育のあり方について連 び人権尊重教育推進校の成果の 及び 委

重 絡協議する。 活用を図る。 企ヲ込£与， 校 員
教貝

(原田・奈尾)
よ3三』三. 

ざFヨヨFメヱミ〉、

国際理解教育の推進の方法に 帰国子女教育の推進の方法lと

国推
ついて研究、協議し、日野市の ついて協議し、本教育のあり方

推

際進 進

理委
実態度に応じた国際理解教育の について、研究する。 市役所 委

解 あり方について連絡協議する。 員
教貝 メZ3ム..，
育会

-16-



昭和62年度 日野市教育委員会
指導室関係及び、幼小中学校行事予定表

4月

日
間
全
訪
口
B
後
B
午
、
問

。
問
訪

肱
一細
川噌

ケ

T

一一一-

A
A
⑮
 

日 曜 市 都

金 辞令伝達式

2 土 ム校長会 (505・501)

3 ⑪ 

4 月 口新規採用教諭研修会 (501) 

5 火 春季休業日終

6 水 ム始業式 ム小学校入学式

7 木 ム中学校入学式 0都市指導主事会二地区会(稲〉

8 金

9 土

10 ⑪ 

11 月 0生活指導主任会 (101) ム幼稚闘入国式

12 火 0体育委員会 (101) 

13 水 ム学校訪問-協

14 木 口都市指導主事会

15 金 0保健主任会 (505) 0進路指導主任会 (505)

16 土 ム教頭会 (505)

17 ⑪ 

18 月 。授業改善委員会 (504)

19 火 0教育相談ケース会議 ム体育保健給食担当指導主事連協

20 水 ム指導主事連絡協議会

2] 木 0教務主任会 (505) ム園長会

22 金 。学校経営研修会 O新規採用教諭研修会

23 土

24 ⑪ 

25 月 0中学校生活指導主任会(501) 0教育課程編成委員会(504) ム生活指導担当指導主事連 ・協

26 火 合合獲量離韓首雲員会>(5ω 0学校保健研修会 (5ω

27 水 ム多摩地区指導主事連絡協議会

28 木 0就学相談委員会 (504) ム都市指導主事会

29 @ (天皇誕生日)

30 土

13日市教研

18日 教育研究員総会 ( 2)日)
」一一

ヴ

i
4
E
4
 



5月
日 曜 市 都

1 ⑪ 

2 月 ム消費者教育推進委員会

3 @ (憲国記念日)

4 @ (国民の休日)

5 @ (子どもの臼)

6 金

7 土 ム都市指導主事会 ・二地区会(ハ)

8 ⑪ 

9 月 0O生教活育課指導題主研任究会会((550054)) ム同和教育指導推進委

10 火 ム校長会 (505・502) 0体育委員会 (505)

11 7}く 0市教研総会

12 木1日光移動教室実踏 ム都市指導主事会

13 金 0進路指導主任会 (502)

14 土

15 ⑪ 

16 月 ムO授人権業尊改重善推委進員会委員(5会04)(502) ム生活指導・世話人会

17 火 ム園長会 F指導主任宿泊研 0男女平等教育推進委

18 水 口A訪問(平山台)

]9 木 0教務主任会 (504) 口区市指導主事研究会

20 金 ム教頭会 (505) 0保健主任会 (505) 口区市指導主事研究会

21 土

22 ⑪ 

23 月 0教育課題研修会 (504)0教育課程研修会(505) ム心障担当指導主事連・協

24 火 口A訪問(二小) 0健全育成行政連絡会

25 水 0学校経営研 (504)

26 木 ム都市指導主事会

27 金 0新規採用教諭研修会 (504) 。多摩地区生活指導世話人会

28 土

29 ⑮ 

30 月 0O教中学育校課生程編活成指導委主員任会会((550042)) 

31 火 口A訪問(ー中 )

]}日 小・中教研総会

( 23 ~ I ) 

口。
1
i
 



6月
日 曜 市 都

水 口A訪問(四小)

2 木 合電器襲警警重苦警研究会

3 金 A校長会 (505.502) →ム都市指導主事会二地区会(町)

4 土

5 ⑪ 

6 月 0生活指導主任会(505)0教育課題研修会 (504)

7 火 0体育委員会 (101) 

8 水 口一般訪問

9 木 0教務主任会(101)

10 金 0教育課程研修会(101) ム幼稚園担当指導主事連・協

11 土 ム都市指導主事会

12 ⑪ 

13 月

14 火 0道徳教育指導助言者研究会

15 水 口B訪問(ー幼) 中 口一般訪問(ー幼)

16 木 過程解鵠皇室翠貧会 修 ム生活指導担当指導主事連 協

17 金 0進路指導主任会 (101) 0新規採用教諭研修会

18 土

19 ⑪ 

20 月 日教務主任宿泊研修 ム教頭会

21 火 口 /1 

22 水 口B訪問(三沢中) 口一般訪問 (三沢中 )

23 木 口B訪問(平山中)

24 金 0学校経営研修会 (504) 0保健主任会 (505)

25 土

26 ⑪ 

27 月 。O教中査学校課生程編活成指導委主員任会会(50(350)2) 
28 火 。道徳教育指導助言者研究会

29 水 口B訪問(六小七生中) 口一般訪問(六小七生中)

30 木 ム都市指導主事会

8日 小中教研

22日 市教研バレー大会(24日…一中教研バレー大会)

( 26日)

n同
U

'
E
i
 



7月

日 曜 市 都

金 ム校長会 (505.502) ム指導主事連絡協議会 O男女平等教育推進委員会

2 土 ム都市指導主事会・ 二地区会(日)

3 ⑪ 

4 月 8語講義援会jiljj
5 火 0多摩地区健全育成推進協議会

6 71< 

7 木 ム園長会

8 金 0教育課程研修会 ム同和教育指導推進委

9 土

10 ⑪ 

11 月 8Z謀議設重量芸能?2)
12 火 C体育委員会(姉)0授業改善委員会(刷7出平
13 水 鐸轄韻会(502)

14 木 0学校経営研修会 (504)

15 金 0進路指導主任会 (502) 0保健主任会 (505)

16 土 ム都市指導主事会

17 ⑪ 

18 月

19 火

20 水

21 木
壁童茎技研修会

22 金

23 土

24 ⑪ 

25 月

26 火

27 水 新採研宿泊研修会

28 木 /1 

29 金 〆'/

30 土 、"

31 ⑪ 

6日 市教研

13日 中教研 ( 17日)

ハUつ心



8月

日 曜 市 都

月

2 火 ム人権尊重推進委員会 (502)

3 水

4 木
台首融顕著書主主官会 (5ω

5 金 ム教育相談研修会 (504)0授業改善委員会(504)

6 土

7 ⑪ 

8 月 ム幼児教育研修会 (504)

9 火 ム幼児教育研修会 (504)

10 71<. ム幼児教育研修会 (504)

11 木

12 金

13 土

14 ⑪ 

15 月

16 火

17 水

18 木 宿

19 金

20 土
育研究員宿泊研(中)

21 ⑪ 

22 月 0体育実技(ダンス)研修会 " 

23 火 0体育実技 (ダンス)研修会

24 水

25 木

26 金 ム教育相談研修会 (504)

27 土 ム教育相談研修会 (504)

28 ⑪ 

29 月 口都小体研

30 火

31 71<. 

( 0 ) 

4
E
A
 

つ
白



9月

日 曜 市 都

木 第二学期始業式 防災の日

2 金 ム校長会 (505・507) ム学校訪問協議会

3 土 ム都市指導主事会

4 ⑪ 

5 月 0中学校水泳記録会(中) ム都市指導主事会・二地区会(稲)

6 火 0小学校水泳記録会(川北) 0多摩地区指導主事連絡協議会

7 水 0小学校水泳記録会(川南)

8 木 モ予備日)

9 金 (予備日)

10 土

11 ⑪ 

12 月 00生教活育指課導!研主任修会会((5新05採)研併)(101) 会福童書望書星雲雲書室会(小)

13 火

14 水 口B訪問(三幼)

15 @ (敬老の日)

16 金 0進路指導主任会 (503) ム生活指導担当指導主事連絡協

17 土 ム都市指導主事会

18 ⑪ 

19 月 増8額望謀書主管議長員会望活j印2字主任会(切5) ム同和教育指導推進委員会

20 火
園長会

21 水

22 木 0教務主任会 (505) ム男女平等教育推進委員会

23 ⑧ (秋分の日)

24 土

25 ⑪ 

26 月 8謀議議思議制??3) ム心障担当指導主事連絡会

27 火 0音楽鑑賞教室(中) 0学校経営研修会 (504)

28 水 口音楽鑑賞教室(中・小)

29 木 口音楽鑑賞教室(小) ム幼稚園担当指導主事連絡会

30 金 ム指導要領趣旨徹底連絡会(中〉

小中教研

指導要領趣旨徹底連絡会小 12 中 30

( 24日)

指
・
管

I

T
I
l
l
-
-
1
1
1
E
L
 

指

管

外

研

H

T
E
E
P
E
E
E
E
t
s
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10月

日 曜 市 都

l 土 (都民の日) ム都市指導主事会二地区会(多)

2 ⑮ 

3 月 口A訪問 (二中)

4 火 ムO校生活長会指導(5主05任・5会03()505O7教育課題研修会(504)

5 水 口B訪問 (ー小・ 東光寺小 ) 口一般訪問 (ー小・東光寺小 )

6 木 合国籍襲警髄控室雲自主

7 金 口A訪問(三中) 思指導要品趣旨徹底説明会 (幼)

8 土

9 ⑮ 

10 ⑪ G体育の日)

11 火 0体育委員会 (505) 議事星通量読書蓄積塁手議)

12 水 口B訪問 (百草台小)

13 木 0教務主任会 (505) 合髄童書語審底暴露さ宇新政連絡会

14 金 O0保進健路指主任導会主任(5会05()503ム)園長会 ム生活指導担当・世話人会

15 土 0就学栢談委員会(504)

16 ⑪ 

17 月 口A訪問(平山小) 0国際理解教育シンポジウム

18 火 (体力っくりの日)

19 水 口B訪問(七幼) 口一般訪問 (七幼 )

20 木 口A訪問 (四幼 ) 0指導要領趣旨徹底説明会(小 )

21 金 ム教頭会 (505) (体力っくりの日予備日) 0指導要領趣旨徹底説明会(小 )

22 土 0就学相談委員会

23 ⑪ 

24 月 口A訪問 (五小)

25 火 会議襲撃夏雲 ~ (503) 0多摩地区生活指導研究会(504) 

26 71< 0総合体育実技研

27 木 (予備日) 0教育相談ケース会議 ム都市指導主事会

28 金 0新規採用教諭研修会(504)

29 土

30 ⑪ 

31 月 8教中学育校課程生編活指成導委主員任会会(臼50ω(ω54ω) 
26日

総指導合体要預育実趣技旨研徹底説明会 (幼)7・11. 13 (小)20・21 ( 24日)

qu 
つ山



11月

日 曜 市 都

1 火 ム校長会 (505・503) 0教育課程研修会 (504)

2 水 口B訪問(潤徳小) 口一般訪問(潤徳小)

3 ⑧ (文化の日)

4 金

5 土

6 ⑪ 

7 月 0生活指導主任会 (505)0教育課題研修会 (504)

8 火 口A訪問(二幼〉 ム都市指導主事会二地区会(八)

917}<. (市教研)

10 木 ムO保指導健要・給領趣食担旨徹当底指導説主明事会連(絡小会) 

11 金 0進路指導主任会 (503) 0指導要領趣旨徹底説明会(小)

12 土 ム都市指導主事会

13 ⑪ 

8聖護器産鰐聖子語会 (5ω ムO心健障全担育成当指シ導ン主ポ事ジ連ウ絡ム会14 月

15 火 0体育委員会 (505) 0授業改善委員会 (5似)

16 水 口A訪問(大坂上中)

17 木 0教務主任会 (505) ム園長会 0指導要領趣旨徹底説明会(小・中)

18 金 ム教頭会 (505) 0多摩地区生活指導主任世話人会

19 土

20 ⑪ 

21 月 0男女平等教育推進委員会

22 火 口A訪問(六幼)

23 ⑮ (勤労感謝の日)

24 木 ム都市指導主事会

25 金 0新規採用教諭研修会 (504)0保健主任会 (505)

26 土 0就学相談委員会

27 ⑪ 

28 月 0O教中学育校課程生鍾活盛指委導主員会任会(50(540)7) 

29 火 口A訪問(高幡台小)

30 水 口B訪問(七小) 口都一般訪問(七小)

9日 小中教研

指導要領趣旨徹底説明会(小)10・11・17 (中)17 

(24日)

A
生っ白



12月

日 曜 市 都

木 ム校長会(505・507) 0教育相談研修会(504)

2 金 ム指導主事連絡協議会

3 土 0就学相談委員仕(回4) ム都市指導主事会・二地区会(町)

4 ⑪ 

5 月 0生活指導主任会 (505)0教育課題研修会 (504)

6 火 口B訪問(八小)

7 水

8 木 8護費警委員会令ゑ) ム都市指導主事会

9 金 口B訪問(程久保小)

10 土 0科学教育セ ンタ ー閉講式

11 ⑪ 

12 月 口B訪問 (五幼)

13 火 合会警望書軒53委号室長室主研修会 (5ω
14 水

15 木 8; 
!tE霊頭健長会主信任5義会O!i縦図的長0進?路星指野噂会主任会 (503)

0指導要領趣旨徹底説明会(中)

16 金 。ム
17 土

18 ⑪ 

19 月 8器禁語講農芸員去をi??3) ム生活指導担当指導主事連絡会

20 火

21 水

22 木 0都市指導主事会 (日野)505'501・502(全日)

23 金

24 土 第二学期終業式

25 ⑪ 

26 月 冬季休業日始

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

7日 小教研

14日 中教研 ( 21日)

戸

L
n
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1月

日 曜 市 都

1 ⑪ (元日)

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金 0都市指道主事会二地区会(多)

7 土 冬季休業日終

8 ⑪ 

9 月 第三学期始業式

10 火 ム校長会 (505・502) 0体育委員会 (505)

11 水 ム教育課程届出説明会

12 木

13 金 0生活指導主任会(505)0教育課題研修会(504) ム消費者教育推進委員会

14 土 ム都市指導主事会

15 ⑪ (成人の日)

16 ⑪ (振替休日 〉

17 火

18 水

19 木 0教務主任会 O保健主任会 ム都市指導主事会

20 金 ム教頭会 (505) 0進路指導主任会 (507) 合員去費望書襲撃言F蚕
21 土

22 ⑪ 

23 月 口A訪問 (三沢台小)

24 火 0授業改善委員会 (507) ム多摩地区指導主事連絡会

25 水 口B訪問(三小) 口一般訪問(三小)

26 木 0国際理解教育推進委員会 (507) ム園長会 ム心障担当指導王事連絡会

27 金 :千規採ー研修会川宿泊) る理麓望書鶴霧島会

28 土

29 ⑪ 

30 月 8Z芸能義援重量鳥羽3)
31 火 口A訪問(南平小〉

18日 市教研

( 19日)

円

h
u

円〆ハ】



2月

日 曜 市 都

水 口百訪問(旭が丘小) 口一般訪問(旭が丘小)

2 木 0教育課程研修会 (101) ム都市指導主事会

3 金 口A訪問(滝合小)

4 土 ム都市指導主事会二地区会(日)

5 ⑪ ー 一-一 一一一

6 月 0生活指導主任会(505)0教育課題研修会 (101)

7 火 ム校長会 (505・501) 0体育委員会 (505) ム体育・ 保健・給食担当指導主事連絡会

8 水 0中教研発表会

9 木 0学校保健研修会 (505) ム園長会 ム国際理解教育推進委員会

10 金 口‘A訪問(四中)

11 @ (建国記念日)

12 ⑪ 

13 月 ム人権尊重教育推進委員会 (501)

14 火

15 71< 0市教研発表会 ム生活指導担当指導主事連絡会

16 木 0教務主任会(505)(教育課程届出説明会) 移

17 金 Oム教進頭路会指導(5主05任)会O(5保01健)主任会 (505)

18 土

19 ⑪ 

20 月

21 火

22 水 ム学校訪問協議会

23 木 0授業改善委員会 ム都市指導主事会

24 金 0新規採用教諭研修会

25 土

26 ⑪ 

27 月 8器禁鵠農童謡色紙4)
28 火

( 23日〉
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3月

日 曜 市 都

水 校長会 (505・501)

2 木 ム園長会 O教育課程研修会 ム同和教育指導推進委員会

3 金

4 土 ム都市指導主事会

5 ⑪ 

6 月 8生国活際理指導解主教任育会推進(臼5委閃員会(句50ω7) ム都市指導主事会二地区会(稲)

7 火 0体育委員会 (505) 0学校経営研修会 (505)

8 水 ム生活指導担当世話人会

9 木 0教務主任会 (505) 0授業改善委員会(507)

10 金 Oム教進頭路会指導(5主05任)会O(5保01健)主任会 (505) ム指導主事連絡協議会

11 土

12 ⑪ 

13 月 O0教中学育課校生程活編成指導委主員任会会(50(570)1) 

14 火

15 水

16 木 ム都市指導主事会

17 金 ム幼・修了式

18 土

19 ⑪ 

20 月 ム中・卒業式

21 @ (春分の日)

22 水

23 木

24 金 ム小-修了式

.25 土 ム小・卒業式 ム中・修了式

26 ⑪ 春季休業日始

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

1日 市教研
計(221日)) 

8日 中教研 ( ~t 243日

Q
O
 

円

L



日野、市教育相談室

設置の趣旨

日野市に在住する幼児 ・児童 ・生徒 (高校生を含む)及びその保護者を対象とする教育相談に応ずる。

また、 学校の行う教育相談への協力 ・援助を行い、教育相談活動の促進と充実を図る。

o 一般教育相談

幼児 ・児童 ・生徒の学習、性格、行動、性癖、進路適性等についての相談に応じ、治療や助言 ・援

助を行う。

o 心身障害教育相談

心身に障害をもっ幼児 ・児童 ・生徒についての相談に応じ、障害の種類や程度及び発達の状況の把

握K努め、一人一人の能力を十分に伸長させるために就学相談及び教育措置に関する相談を行う。

o 生活指導相談

幼児 ・児童 ・生徒の問題行動、非行等についての相談に応じ保護者、学校、関係者機関と協力し、

指導、助言 ・援助を行う。

。電話相談

電話による相談に非常勤専任相談員が応じ、指導、助言、援助を行う。

構成

相談室長 井津祐 一 (日野市教育委員会指導室

非常勤教育相談室 兼任教育相談員

河井英子(教育委員会) 佐藤ヒサ子 (日野 一 小)

石黒優子(教育委 員会) 斉藤 弥生(日野五 小)

御子柴万里子(教育委員会) 川原田和子(日野七 小)

渡辺満子(教育委員会) 西村正裕(日野八小)

大島昭子(教育委員会) 吉沢佐久子(南 平 /j¥) 

石原八重子 (旭が 丘 小)
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東 昌久(三 沢台小)

土方久枝({tIJ 田 小)

宮尾文子(日野 一 中)

平向邦江(凹幼園長)



担当指導主事 原田修一、 奈尾 力

担当課長補佐 青山 武

顧 間 石島徳太郎(精神医)

福島惰美(東京学芸大学教授)

石川尚子(日本女子体育大学教授)

運 件邑:!. 

保護者、又は幼稚園・小中学校を通じての申込により、下記日時に無料で相談に応じる。

。場 所 教育委員会内 日野市教育相談室

。 申 込 み 先 教育委員会指導室内 日野市教育相談室

(TEL 0425-92-0505) 

o 教育相談事務担当 大日向 均 (月土~金 9:00 '"" 12:15 

o 一般教育相談主任 河井英子 (相火談・木は
10:00~16:oo) 
13:00 '"" 16:00 

担当 石黒優子 (相火談・木は 1010~16:oo) 13:00 '"" 16:00 

o 心身障害教育相談主任 御子柴万里子 (月・金 9:00 '"" 16:00) 

担当 渡辺満子 (月・水 9:00'"" 16:00) 

o 生活指導相談担当 大島昭子 (月・水 9 : 00 '"" 16: 00 ) 

o 電 3古 相 吾~ 各相談員 (月~金 9:00 '"" 16:00) 
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教育相談概要

主訴別件数

種

〉〈と
小学生

幼児 中学生 高校生 その{也

}jIJ 1"-'3 4"-'6 

登校拒否 3 9 2 15 

集団不適応A (内気いじめ) 3 

格'性
集団不適応B(数寄寝室). 

イ動T 落着きなし 2 3 

iと

す関 反 抗的 2 

る
も 無 気力 3 
の

家庭内暴力 3 

情緒不安定 2 4 

精神

ことば(吃音)

. 繊 黙

体身

神経症同疑

知能 精神発達遅滞 2 3 7 

学業 学業不振 2 3 6 

進路 転 校

適'性 進路・進学 2 3 

そ しつけ方

の

他

計 5 1 1 10 20 6 3 55 
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日野市心身障害教育推進協議会

目的

この協議会は、日野市から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図るために、心身に障害のある

児童・生徒に適切な教育を保障するための教育措置のあり方、教育条件の整備、指導内容・方法の改善

に関する研究及び、一般職員の心身障害教育に対する意識・理解を深めるための研修等の諸事業を企画

し実践することを目的とする。

事業の内容

この目的を達成するため、協議会会長校に事務局を置き協議会の運営にあたるo 主な事業として、次

のことを行う。

(1) 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想の検討

ω 心身障害児童及び心身障害教育の正しい理解に関する資料の作成
ω 就学相談の充実と相談活動への協力と援助
は) 教育措置者の学校への適応状況及び、発達状況の追跡調査

(5) 学校における相談組織と機能の充実

組織

(1) この会は、次に掲げる者をもって組織する。

日野市教育委員会教育長、指導室長、指導主事、課長補佐 日野市立心身障害学級設置校長、

心身障害学級担任、幼小中学校(闘)の各校1名以上の教員、教育相談宅専任相談員、顧問医

包) この会には、次の専門部を置き、それぞれの活動を行 う。

ア 研究部 教育措置者の学校への適応状況と発達状況の追跡調査

学校における相談組織と機能の充実を図る研究

イ 研修部 心身障害児及び心身障害教育の正しい理解に関する資料の作成に関する研究

ウ 相談部 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

研究委託

今年度は、日野市教育委員会から別紙の内容についての研究を委託されている。
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日教指発第 号

|昭和63年月日

日野市心身障害教育推進協議会

会長 内藤 康様

日野市教育委員会

教育長 長沢三郎

(公印)

昭和63年度日野市心身障害教育推進協議会への事業委託について

日野市教育委員会は、心身障害教育の充実を期すために、心身障害教育に関する教育条件の整備、 指

導内容 ・方法の検討、教育措置のありかた等の調査研究および実践活動の諸事業を日野市心身障害教H

推進協議会へ委託する。

「己壬-ロ

1. 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想の検討

日野市には、精神薄弱学級(小・中) 情緒障害学級(小〉 病弱学級(小〉 訪問学級(中)が

設置されている。

各学校は、学校間及び都立養護学校と緊密に連携を保ちながら心身障害児の教育措置を行っている。

現状をふまえ心身障害教育における課題や改善の方策を検討し、日野市としての心身障害教育をどの

ようにしていく乙とが望ましいか、難聴言語障害学級等の設置についての基本構想について調査研究

を願し、たい。

2. 心身障害教育の理解に関する啓蒙資料の作成及び交流教育の推進

日野市では、国際障害者年の行動計画として、昭和57年2月「日野市の心身障害教育Jを作成し、

心身障害教育の啓蒙に努めてきた。

心身障害児の教育には、障害の状況を医学及び教育の分野から詳細に把握し障害をのり超えていく

手だてをきめ細かく講ずる乙とが大切である。心身障害教育を推進していくための具体的な活動を研

究するとともに、障害の有無を超えてともに生き、社会参加のできる地域造りをすすめることがたい

せつである。

そのためには、全ての児童・生徒及び保護者に対して、心身障害児及び心身障害教育に対する理解

を深めていくことである。そ乙で、啓蒙資料を人権尊重の視点に立って作成する乙と及び特殊学級併
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設校以外との交流教育の推進についてど検討願いたい。

3. 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

就学相談委員会の組織は、医師、心理学者、心身障害教育関係者、心身障害学級設置校校長及び教

諭、教育相談員等の委員lとより組織されている。

そこで、就学相談活動の望ましい方法及び相談者の専門的力量を高めるための研修を推進するとと

もに、きめ細かな相談活動が継続的に行わ・れるように相談活動への協力と援助を願いたい。

4. 教育措置者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

就学相談の結果に基づいて教育措置を決定した後、その児童・生徒が学校や学級にどのように適応

しているか。また、期待する教育効果が得られているか。学校及び学級担任に悩みや問題がないか等、

継続的に追跡調査することが大切である。

そこで、日野市公立学校及び都立養護学校等の義務教育機関に在学している心身障害児の適応状況

や発達状況を追跡調査し、その実態を十分捉えたうえで、今後の教育問題に関する相談の充実に資す

る資料を作成願いたい。

5. 学校における相談組織と機能の充実

各学校では、心身障害児への相談や心身障害児を担任している教師への援助や協力の体制を整えて

おく乙とが大切である。

そこで、各学校における心身障害児の教育相談のありかた、担任教師への協力のありかた等につい

て調査・研究するとともに、校内での教育相談充実のための資料の作成をする乙とや、教職員の研修

のありかた等の研究について協力を願いたい。
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日野市立小学校科学教育センター

1. 名称・所在

日野市立小学校科学教育センターと称し、昭和63年度は、北部センターは日野市立仲田小学校に、

南部センタ ーは日野市立平山小学校の校内に設置する。

2.設立の趣旨

日野市立小学校における科学教育の振興をはかるために設置し、日野市の教員の理科指導の充実向

上のための研修と児童の科学的態度・能力・技術の向上に役立つ諸事業を行う。

3.センタ一長・センタ一次長・指導員

南部センター 学校名 電 5古 北部センター 学校名 電 5舌

センター長 蓮池守一 平 山小 91-4123 センタ一長 岩下 和夫 仲田小 81-8511 

次 長 土方邦男 11 11 次 長 小林繁人 11 11 

主 任 溢谷義一 11 11 主 任 松田楽敬治 11 11 

指 導 員 中村 大 潤徳小 91-0409 指導員 秋山 憲一 一 81-0073 

11 山 口恵久 11 11 11 鈴 木則子 11 11 

〆ノ 平良 格 平山 小 91-4123 〆〆 植谷 一彦 一 81-0076 一

11 加藤和俊 〆〆 〆ノ 〆〆 山口正夫 11 11 

11 長 沼正幸 八 91-2411 11 矢野百合子 一一 81-0101 一

11 星野正治 百草台小 91-0997 11 白石きよみ 11 〆'1

11 石川 成子 滝合 小 83-5172 〆ノ 豊田 光 四 81-00381 

11 塚本純子 高幡台小 91-7011 11 茅野とめ子 五 81-0407 

11 吉川郁子 南平 小 92-2021 11 武守保幸 I¥ 81-036(; 

11 太田由紀夫 1，〆 1，〆 11 落合幸子 七 83-3907 

11 近藤硲治 程久保小 92-5014 11 荒川 知 旭が丘小 83-37:D 

11 加藤タイ 平山台小 92-6381 〆ノ 小林むつみ 東光寺小 84-(-;200 

" 森田弘文 // 11 11 雨宮 充 仲田 小 日1-8511 

11 鶴間純子 三沢台IJ¥ 93-2351 11 小俣三佳子 〆J 11 

11 青山真紀子 11 ノ/ 11 土方 久枝 〆'1 11 

〆ノ 吉田 健 11 11 
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4.センタ一員

南部セ ン
校

タ 一 北部セ ン タ 一
メ仁1弘、

潤 平 八 百 滝 幡同1 南 程久
平L山EA 3 

一 一 一 一 四 五 ー/-L¥A 七旭
東光寺
仲

徳 山 草
1E3 K 平

沢 が 田
名

i口入 保
計 小 1 丘小 言十

男 3 2 。3 6 3 3 。。21 2 2 3 2 2 3 2 4 。21 42 
女 。5 2 。。。'2 12 。。。 2 2 。。4 10 22 
計 3 6 3 2 3 7 3 4 。2 33 、3 2 3 2 3 5 3 2 4 4 31 64 

5.年間指導計画

南部科学センタ

回数 月日(曜〉時 指 導 内 容 指導員 |

5.14 (土)14: 00 開講式
-センタ一生の心構え

全員
-新しい友だちとの交流をすすめる。

2 5.21 (土)14:00 第 1の単自一 地高層めや植物のようすを調べ、自然への関心を

女森石鶴青川間田山
日野 7然E る。

3 5.23 (土)14: 00 
平を山調城付祉べ近る

4 6. 4 (土)14: 00 

5 6.18 (土)14: 00 第 2単元 富士山をや箱根山の噴出物である赤土を調べ、
す塚吉太川本田鉱物知る。

6 6.25 (土)14: 00 赤土を
調べる

7 7. 2 (土)14: 00 

8 9. 3 (土)14: 00 第 3単元 砂見糖分水け方、塩を知水、る。アルコールなど透明な液体の
女加1藤藤11 タ近

9 9. 10 (土)14・00 水溶液の 石
性質

10 9.17 (土)14: 00 

11 10. 15 (土)14: 00 第 4単元 電気の利用法を知る。
育長沼良藤

12 10.22 (土)14: 00 電流と発熱 加平 和

13 10.29 (土)14: 00 

14 11. 5 (土)14: 00 第 5単元 モーターを作喜り、知回るしくみを考える。 古山口
(製作するびをる。〉

星中村野
15 11.12(土)14: 00 モーター

作り
16 11.19(土)14・。。
17 12. 10 (土)14:00 閉講式 修感想了証発表をもらう 全員

平山小当番:植谷・平良(毎回〉 大印:指導責任者
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北部科学センタ

回数 月日(曜)時 指 導 内 容 指導員

5.14 (土)14: 00 開講式 活新動内容を理ち解とし研交究流への意欲を高める。
しい友だ の をすすめる。

全員

2 5.21 (土)14: 00 第 l単元 よく見ばれば乙んなと乙ろにも、生命あるもの

大土松雄茅谷野方日楽
のす らしいしくみがある。

3 5.28 (土)14: 00 花粉調べ

4 6. 4 (土)14: 00 

5 6. 11 (土)14: 00 第 2単元 自然もの広がり新も果てし無いが、 ミクロの世界

会松落小小山林合俣口日楽
iと 限りなく しい発見が見られる。

6 6.18 (土)14: 00 水中の
微生物

7 6.25 (土)14: 00 

8 9. 3 (土)14: 00 第 3単元 ものがとけると見えなくなる。でもなくなっ 女豊田
たわけではない。水はどう変わるのだろうか。

松荒吉川田9 9. 10 (土)14: 00 水溶液の
性質 日楽

10 9. 17 (土)14: 00 

11 10. 15 (土)14: 00 第 4単 元 お医者さんは、 さわった挑をり知戦たたいたり音を未聞 女矢白石野俣いたフりして体の中の病気 る。あなたも
12 10.22 (土)14:00 ブラック 知の ラックボックスlと して下さい。

ボックス 松田楽
13 10.29 (土)14: 00 

14 11. 5(土)14: 00 第 5単元 自分が苦労して育上てたり調時べたり、作味ったり

女秋鈴雨松木宮山田楽
したものが出来がった の喜びをわって

15 11.19(土)14: 00 
電(気モのー工タ作ー

下さい。

16 11. 26 (土)14: 00 作り)

修了証をもらう
17 1 2. 10 (土)14: 0。開講式 ひとつの乙とをやり遂げた成就感は、 更に自 全員

信と意欲を持たせてくれるでし ょう。

合印指導責任者

6.連絡協議会

委 員 長 長津=郎 日野市教育委員会教育長 TEL 81-8511 

南部センター長 蓮池守 日野市立平山小学校長 TEL 91-4123 

次長 土方邦男 教頭

主任 櫨谷義 1/ 嘱託

北部センター長 岩下和夫 日野市立仲田小学校長 TEL 81-8511 

次長 小林繁人 教頭

主任 松田楽敬治 嘱託

顧 問 井津祐 日野市教育委員会指導室長

原田修 指導主事

奈尾 力 1/ 指導主事
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昭和 63年度

指導主事分担表

日野市教育委員会

指導主事 原田修

奈尾 力

1.校種別分担

。幼稚園教育一奈尾 0小学校教育一原田 0中学校教育一一奈尾

2.教科・領域別分担

。国 語(書写)一奈尾 0社 会 一原田 0算数・数学 一 奈尾

。理 科一原田 。音 楽 一奈尾 0図工 ・美術 一 奈尾

0体育・保健体育 一 奈尾 0家庭・技術家庭 一 奈尾 。外 国 語 一 奈尾

。道 徳一原因 o生活指導 一 奈尾 0特 別活動 一 奈尾

0学校行事等一奈尾 0学校経営一原因 0教育相談一原田

0心障教育 一 奈尾 0視聴覚 教育一奈尾 0図書館教育一奈尾

0学校給食一一奈尾 。保健教育一奈尾 0安全教育 一一原田

。同 和教育一原田 0公害教育一原因 C進路指導一原田

0幼児教育一奈尾 。学校事務ー奈尾 0心障 相談 一奈尾

0帰 国子女教育 一一原田 0男女平等教育一原田 o消貴 者教育 一 奈尾

3.施設・行事等分担

0教育相談室 一 原田 0心障学級 一奈尾 。科学センタ---原田

0教科書センタ一一ー原田 0文化行事 一 奈尾 。体 育行事 一 奈尾

。修学旅行一奈尾 0移動教室一奈尾 0日野市めぐり 一 原田
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4.指導事務分担

。指導部・都研一原田

0研究集録一奈尾

遠足・修学旅行
届 出ー奈尾

。まどベ編集発行 一 奈尾

。授業 研究 一原田

教育課程
Ea--奈尾

年間指導計LL!lJ

。文部省中央研修 一 原田

5.渉外分担

0校 長 会 一 原田

0生活指導主任会 一 奈尾

。都市指導主事会 一 原田

。心身障害教室 一一奈尾
推進協議 z

国際理解教苔
推 進一原田

6.研修等分担

回

尾

尾

原

奈

奈

会

会

次

会

修

修

修

研

研

研

営

諭

年

育

経

験

教

校

堅

児

学

中

六

幼

0

0

0

 

0事務職員研修会 一 奈尾

。研究員教育 一原田
開発委

0学校訪問一原田

0調査資料収集一原田

0月行 事予 定 一 奈尾

田

尾

原

奈
一

一

励

替

導

奨

置
究

措

研

・
学

都

就

指

c

o
 

0教 頭 会 一 奈尾

0保健主任会 一 奈尾

0 日野市教研一奈尾

。体育委員会 一奈尾

O教育研窪ー卒尾
資料至一

新規採用教諭
一 奈尾

研修会

。実 技研修 会 一 奈尾

O教育課程研修会 一 奈尾
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0教育課程届出 ー 奈)6

0教材届出承認 - 奈)e

0指導要領一 奈出

0教育実習一 原印

回

目

田

原

原

原

一

一

一

本

択

集
成

閣

採

編

一副

;

程

作

寸
沖
1

ヨ
官

事

駅

1
4

葺
匝
寸
干

会

科

育

華

社

教

教

資

0

0

0

 

0教務主任会 一 原田

。進路指導主任会 一 原因

。第 2 地区 一 原因
指導主事会

。人権尊重教賢一原田
推進委員 E

o教育課題研修会一原因

。教育相談研修会一奈尾

0学校保健研修会一奈尾



昭和63年度 日野市教育委員会委嘱事業等担当校長、教頭

(会(副)長、部長等)(Q)…長 0・"M'J

名 称、 小学校長 中学校長 小学校教頭 中学校教頭

授業研究連絡協議会
。清水七郎

0綿引正己 小笠原久雄 野沢昭兆
福地 保

2 教 務 主 任 βヱミ、 。野村武郎 0高木広文 金田義直 小高辰雄

3 生 活 指 導 主任会 0福地 保 。高橋 豊彦 富田洋子 村田 志信

4 進 路 指 導 主任会~ 綿引正己~ 佐藤英洋
5 保 健 主 任 A ヱミ

。有泉徹郎
大野隆久 石川耀子

三戸
石黒 健

6 AづMこ・， 校 保 健 ムヱミ
。有泉徹郎

大野隆久 石川耀子
石黒 健

上山洋一郎
川崎昭三

土方邦男
7 心 身障 害 教 育 推進協 議会 野村武郎

名塚三雄
秋山 憲一 古屋 登吾

。内藤 康 鈴木利恵子

。野村武郎 川崎昭二 土方邦男/ 8 就 A寸L二t 相 談委 員会 上村洋一郎
名塚三雄

秋山 憲一
内藤 康 鈴木利恵子

9 ま どべ編集委員会 。飯沼 宏~ ~ ~ 
。荒木健治

/ 
渡辺健一

ン10 日 光 移 動 教 室
小泉宣夫 片岡千寿子
石黒 健 酒井 義明
波多野坦 山下法昭

11 中 A子主ゐー 校 修 学旅行 川崎昭=~ ~ 
12 小学校体育委員会 。三浦勝也/ 石川耀子/ 内藤 康 信夫清彦

13 . 中水泳記録会 三浦勝也
桑原和正

増賀従男
曾田武夫

。内藤 康 小笠原久雄

14，. 科学教育センター
陶蓮池守一

ラー
0土方邦男/ 日館下和夫 0小林繁人

一τ

15 幼児教育センター運営審議会委員 着也守一 ~ ~ 
16 教育課程資料作成委 員 会 波多野坦~ 酒井義明 塙 健郎

17 情報公開対策委員 蓮池守一 桑原和正 平山 毅 小高辰雄

18 給 食 主 任 メ~ 。岩下和夫 大野隆久 西国敦子/ 小幡 建

19 件寸ι一 校 給 食 ρヱミ、 。岩下 和建夫
小幡

大野隆久 西田敦子/ 
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名 称 小学校長 中学校長 小学校教頭 中学校教頭

20 日野市教育 研究 会
。上山洋一郎

。清水春海
藤田孝彦

古屋登吾
。三浦勝也 信夫清彦

21 小学校社会科副読本改訂委員会
。山口武彦~ 香川 善平~ 0小泉宣夫

22 中学校社会科副読本改訂委員会~ 桑原和正 /二/二/ /7/ / 佐藤英洋
23 青 少 年 健 全育 成(都校長会) 志村桂次 高橋 豊彦 ~ 
24 音 楽 鑑 賞教 室 運営委 員会 。小泉 宣夫 桑原 和正 渡辺健一 村田 志信

25 日 野 市環境緑 化 委 員 草刈 喜一~ ~ ~ 
26 公民館運 営 審議 会 委 員 清水 七郎 /二二/7/ /二/二/7 /二/二/7/ 
27 図 書 館運 営 審議会委 員 志村 桂次

28 セt よτE〉Z、 教 τ同主主之 委 貝 石井 三士 高橋 豊彦

三三三二29 青少 年 協議会委員 (市委嘱)
石井 =士 川崎 昭=

福地 保 高橋 讐彦

30 環境週間行事運営委員(都教委嘱) 荒木健治 名塚 三雄~ ~ 
蓮池守一

全校長
31 市 P 協 山口武彦

。高木宏文
上山洋一郎

32 霊Eヨ童 初 展 清水七郎 。清水春、海

33 体 連 内藤 康~ 
34 中 体 連~ 大野 隆久
35 市 教職 日互 助 会 副理 事長 石井 二士~ ~ ~ 
36 人 権尊重 教 育 推 進委 員会

荒木健治
。名塚 三雄 秋山 憲一 北原対1I{1

草刈 喜一

37 国際理 解教 育 推進委員 会 小泉 宣夫 。綿引 正己
増賀 従男

野沢 np，兆
馬場 武

38 授 業 改 主Eコ主 委員 メヱミ与、
。石井 二士~ 片岡千寿子~ 飯沼 宏 香川 善平

39 教職員研究資料室運営委員 。山口武彦 名塚三雄 富田 洋子 十ルf'iJ {住民日

40 福 祉 副読本委 員会 。清水七郎 桑原和正 鈴小香林川木利繁善恵平子人 北原則i{1

41 教育課程研究委員会(生道活徳科) 
。蓮池 守一

高木宏文
道徳 江 口

曾田武夫
草苅和志 生活西田

42 学校体育施設 開放運営協議会 内藤 康 大野 隆久
金田 義直

野沢昭兆
馬場 武
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教育委員会

委員長

村田安正

職務代理

小松恒夫

委員

長津三郎

岸 俊彦
田中キミ子

l
h
H
N
l
 

教育長 教育次長

長津三郎一砂川雄一

日野市教育委員会事務局組織

教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関すること。

久

雄
純

文

長

長

係

藤

係

坂

務

加

設

松

庶

施
「
ー
」
l
L

夫正

長課

口
務

山

庶

学校施設の計画及び営繕・修繕に関すること。

「学務係長 学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に関

| 奥住征功 すること。
lー学務課長 | 

谷 正幸一」保健給食係長 教職員、児童生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全会に

(課長補佐取扱) 関すること。
課長補佐

平 弘行
「指導係長 教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談、教職

I (課長補佐取扱) 員研究資料室に関すること。
指導室長 | 

井津弘一一」教職員係長 教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。

課長補佐 栗原莞次

青山 武

社会教育課長

田窪鎮夫

課長補佐

高橋 渉

社会教育係長

馬場時司

社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、文化の振興に

関すること。

文化財係長

永野安秀

主査

藤井和夫

文化財の調査、保護に関すること。



体育課長

高野英男 --1一体育係長 社会体育事業及ひ:市民プール等の管理、運営、学校開放、体育、レク

課長補佐 I fH中 豪 リェーション団体の育成に関すること。

比留間義武 | 
」尚平体育館主査

(課長補佐取扱)

l一奉仕係長

市立図書館長 | 尚 英明

斉藤隆夫

副館長

尚 英明

ー
お

l

一庶務整理係長

渡辺盛彦

業務係長

(雪務取長)

主査

若林康子

中央公民館長

朝倉敏夫一「管理係

」指導係

幼児教育センター長 重松鷹泰

課長補佐

小沢春童一「庶務係

」研究相談係

凶書館奉仕網の整備、分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整に関

すること。

文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関すること。

図書館運営の調査研究及び企画、資料選択、貸出、レファレンスに関

すること。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関する

こと。

公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施に関す

ること。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管に関すること。

幼児教育センター活動の企画違営、関連事業行事、家庭教育通信講座

の実施、幼児保育相談に関すること。
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昭和 63年 管理運営規則第八条に基づく主任一覧表

学校名 学校長 教務主任 生活指導主任 保健主任 進路指導主任

日野一小 山口武彦 畑野元一 長津佳都子 中村麗子

2 日野二小 荒木健治 宮川征三郎 斉藤八重子 菊地直子

3 日野三小 内藤 康 上田憲二 原 俊行 馬場延子

4 日野四小 波多野坦 田森イ帝詮 飯田国代 神田久仁子

5 日野五小 上山洋一郎 和田常雄 馬場富男 本保陽子

6 日野六小 清水七郎 依田逸夫 諏訪英樹 金野峰子

7 潤徳小 石黒 健 中村 大 宇田川清和 反町麻佐子

8 平山小 蓮池守一 菊池和子 石郷岡日出子 松尾けさ美

9 日野七小 小幡 建 小杉博司 模 圭子 高橋智子

10 日野八小 草苅和志 長沼正幸 樋口江以子 石塚晶子

11 百草台小 草刈喜一 高橋茂子 定森正治 井戸川喜代

12 滝合小 有泉徹郎 大上琢磨 増田 潔 逸見繁子

13 高幡台小 小泉 宣夫 福田信子 国領美那子 秋田和代

14 南平小 石井三士 太田由紀夫 =村 英光 井上久美子

15 程久保小 二浦勝也 河野千秋 岡島政吉 吉野美智子

16 旭が丘小 飯沼 宏 野村治子 高橋和代 奈良悦子

17 平山台小 野村武郎 古山部夫 村松晴義 岡部哲子

18 東光寺小 志村桂次 笠井裕子 和田雅実 曾田尚子

19 三沢台小 福地 保 斉藤正子 川田浩子 西村美子

20 仲田小 岩下和夫 雨宮 充 音田 弘 清水妙子

一 中 高橋豊彦 相原茂生 相P 哲夫 高橋恵子 佐藤至正

2 一 中 大野隆久 富士 桑 光岡 肇 中山ひとみ 森川 覚一

3 七生中 川崎昭三 管野 問。 大谷良光 大野湾子 高森 和子

4 一 中 清水春海 新井教E 松沢茂久 今城理恵 松井保子一

5 四 中 桑原和正 杉村智秋 鈴木清司 川本浩子 古厩清夫

6 三沢中 綿引正己 広瀬 昭 逸見 守 高津度泰子 宮下文夫

7 大坂上中 名塚三雄 星野晴ー 今井正喜 瀬尾昭子 丸山尚夫

8 平山中 高木宏文 三浦義次 福地和子 千葉瑠璃子 成舞京子
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学年主任

年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

井尻武子 和田いさを 武田元子 花田僚子 足立博志 長門 コEιむノ

岡田充生 笹本竹司 比嘉道子 高木映子 長浜和子 小笠原本江

山田久代 森田隆子 井上文子 久保田由子 秋山照子 八木文夫

安達 美武 田中延子 和田実千代 滝島 欣子 小柳利栄子 藤岡和子

菊池静枝 桑津 悦子 江口悦子 斎藤 弥生 御木 はーrt-ーa 茅野とめ子

小松美代子 岩崎異知子 窪田正子 4根橋五佐男 宗近孝子 西川 朝子

宇田川清和 五十嵐明子 志賀千恵子 山口 恵久 小林浜子 秋葉秀茂

若松富紀子 中島志郎 石黒芳子 深沢和彦 末次久利 加藤和俊

榊原 一男 尾崎みち子 川上美穂子 井浦 弘 川原田和子 関根 敦子

安西 利江 上野森良 神 幸子 栗原典子 宇野有斐子 丸茂 洋子

志茂和枝 高倉教行 加藤嘩子 玉置 JI国子 大鳥ルミ子 遠藤佐知子

今野すみ子 遠回 弘 野口すみ子 小林和子 高橋孝子 平島孝夫

野口真佐子 服部 都 銭虞芳子 三浦 田中順一 照屋守久

吉津佐久子 関 恒夫 泉 芳夫 宮津醇子 武内忠雄 駒井 隆治

遠藤路子 桜井光子 尾上 章子 吉野美智子 西森恵子 鷹尾冨貴子

入団純子 窪田 浦生 赤松昭子 佐々木玄吾 石原八重子 石田隆彦

渡部キヨ 高浜 嘗子 村松 晴義 加藤 タイ 菊池 五早包二ノ3 加藤 幸子

富津和子 川井田和子 曾田尚子 藤本 憲康 浅野 昭雄 市川 博子

東 EEヨヨ 川田浩子 小木美智子 川井尚美 斉藤正子 山浦 幸子

字士 悦子 小俣靖江 小山 富子 品田敏男 雨宮 充 土方久枝

酒井徳行 荒川 歌津 松原 清

鶴田恵彦 片桐豊昭 内山 芳雄

瀬川 昭英 柳沢美澄 大坪久美子

樋口恢武 飯島 利三 鈴木 渉

小林敏朗 高橋清子 稲川 正義

明石敏春 中根 勉 須貝光一

内田耕一郎 鈴木良身 六本木茂

三富 恒男 阿部晃一 紺野栄治郎
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昭和63年度 日野市立小・中学校

No. 長子¥竺 一 一 一一 四 五 -ノJ-¥4 
一 一

研究・研修主任 和田いさを 木内秀雄 八木文夫 逸見明男 斎藤弥生 武守保幸

2 人権尊重教育担当 畑野元一 斉藤八重子 上田憲二田森傍詮 岡部倫子 諏訪 英樹

3 国 三ロ五ロ 主 任 武田元子 綾部耕基 猪俣幸雄 坂本有子 赤井光子 小松美代子

4 社会科主任 長津佳都子 木内秀雄 井上 充 田中延子 岩本高明 伊勢恒二

5 算数・数学主任 贋嶋とし子 山口正夫 福田ふじ子 小柳利栄子 井上明子 内木吉、づ子

6 理 科 主 任 鈴木則子 渋谷一彦 矢野百合子 豊田 光 和田常雄 武守保幸

7 3日b二 楽 主 任 村上悦子 板野 宏 大久保光子 斉藤富美子 岡田恵子 越智 忠司

8 図工・美術主任 山木雅子 宮崎美徳 関口智恵 金子光雄 北野義明 杉村光子|

9 体育・保体主任 長門 豆早包JノP 高橋 健 八木文夫 西 俊幸 越地則之 伊藤孝子

10 o技術家庭(男)主任

11 家庭・技家(女)主任 山岸明子 中島寿子 信夫 頼子 藤岡和子 本保陽子 難波和子

12 o 外国語主任

13 道 徳 主 任 畑野元一 小笠原本江 上田憲二 田森イ帝詮 岡部倫子 古川明子

14 特別活動主任 花田僚子 田中和子 信夫頼子 小柳利栄子 越地則子 窪田正子

15 学校行事主任 畑野元一 赤松紀子 上田憲二 小柳利栄子 和田常雄 岩崎員知子

16 視聴覚主任 虞嶋とし子 宮崎美徳 原 俊行 高田光夫 御木 茂 安井寿子

17 学校図書館主任 三浦理恵子 赤松紀子 塚原美智子 倉津節子 茅野とめ子 依田逸夫

18 給 食 主 任 井尻武子 松津和代 山田久代 藤岡和子 本多和美 難波和子

19 安全教育主任 長津佳都子 比嘉道子 上田憲二 飯田国代 菊池静枝 中込久美

20 養 護 主 任 佐藤ヒサ子 菊地直子 尾中慶子 神田久仁子 常盤町子 金野峰子

21 存国立 財 主 任 藤本新八 乙津秀敏 渡辺健一 古河哲二 須藤 茂 富田 E枝

22 事 務 担 当 藤本新八 乙津秀敏 橘田 最 古河哲三 富田且枝
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主任(担当)一覧表

潤徳小 平山小 七 八 百草台小 滝合小 高幡台小 南平小

渋江美雪 末次久利 高橋智子 安西利江 志茂和枝 佐藤静雄 三浦 駒井隆治

臼井知子 深沢和彦 尾崎みち子 樋口江以子 村松幹雄 大上琢磨 小原良雄 三村英光

間島春美 増倉博子 川上美穂子 石岡房子 大島真理子 和泉陽子 三浦 雨宮千栄子

宇田川清和 石郷岡日出子 井浦 弘 西村正俗 大鳥ノレミ子 今野すみ子 照屋守久 佐藤智子

小林浜子 加藤和俊 長津あや子 大谷直子 高橋茂子 増田 潔 坂井ミチ子 関 恒夫

中村 大 平良 格 高橋智子 長沼正幸 星野正治 石川 成子 塚本純子 吉川郁子

飯島睦子 福田栄子 椎名 圭子 棲川順子 大谷美由紀 古川悦子 安藤美佐子 遠藤信元

志賀千恵子 木村令子 伊東 茂 丸カズ子 高尾三枝子 岡本美治 歌田典子 秋葉栄一

山木和也 末次久利 榊原一男 浅野すみれ 宮崎 日 林 亀三 黒川武良 駒井隆治

吉村いずみ 星野友子 渡退かほ 樋口江以子 浅沼節子 来問 志信 JJlIJf:長 F忠J乙 ~Y~y r.}.よuミ-f

秋葉秀茂 深沢和彦 尾崎みち子 上野森良 村松幹雄 大上琢磨 田中順一 宮津醇子

飯島睦子 加藤和美 長津あや子 沼田恵美子 遠藤佐知子 平島孝夫 照屋守久 溝江恵美子

飯島睦子 菊池和子 川上美穂子 長沼正幸 高倉教行 大上琢磨 福田信子 武内忠雄

山口恵久 今井 l'止r:J 斉藤美智子 酒井 誠 堂下万里子 児玉正教 小津 育江 泉 芳夫

間島春美 若松富紀子 関根敦子 沼田恵美子 加藤輝子 野口すみ子 前沢美佐江 佐藤智子

小林浜子 平島陽子 渡違かほ 上野森良 玉置順子 今野すみ子 三木比日美 佐藤ユウ

宇田川清和 石郷岡日出子 矢島優子 樋口江以子 大島真理子 増田 潔 野口真佐子 宮津醇子

反町麻佐子 松尾けさ美 小山幸代 石塚晶子 井戸川喜代 松本陽子 秋田和代 井上久美子

太田美登里 郷原 敦 作福道島智年恵正子 吉岡興村 志波恵子 工藤トシコ 佐藤芳子 横田昭子

太田美登里 郷原 敦 作福道島智恵年正子 吉岡興村 石坂郁子 原 早苗 宮岸みず枝 横田昭子
L 
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No. 長主¥ゴ空程久保小 旭が丘小 平山台小 東光寺小 三沢台小 仲田小

研究 ・研究主任 吉野美智子 柴 順子 森田弘文 川井田和子 小木美智子 品田敏男

2 人権尊重教育担当 河野千秋 野村治子 村上 貞司 川井田和子 川田浩子 小川久美子

3 国 きロ五仁3 主 任 佐藤徳子 赤松昭子 田中玲子 市川 博子 大屋いずみ 宇土 悦子

4 社会科主任 岡島政吉 佐々木玄吾 古山郁夫 藤本憲康 斉藤美代 品田敏男

5 算数 ・数学主任 鎌田博志 星野 洋 渡部キヨ 富津 和子 上田美知子 小)11久美子

6 理 科 主 任 近藤裕治 荒川 矢口 加藤タイ 浅野昭雄 鶴間紀子 小俣三佳子

7 ヨ日包二 楽 主 任 馬場美津子 鶴薗美千代 二宮弘美 津(吉山田絵種里子子〕 村田那智子 保坂たか子

8 図工 ・美術主任 藤沢由美子 佐藤和代 久保雅子 中尾公治 倉林晴夫 鶴田久美子

9 体育 保体主任 戸 11 美幸 佐々木玄吾菊池 三早乞Jノ5 和田雅実 桐生 雅行 吉田 健

10 o技術家庭(男)主任

11 家庭 ・技家(女)主任 酒井ヒトシ 奈良悦子 加藤幸子 小林むつみ 山浦 幸子 小山 富子

12 o 外国語 主 任

13 道 徳 主 任 吉野美智子 石原八重子 村上貞司 川井田和子 川田 浩子 小川久美子

14 特別活動主任i鷹尾冨貴江J入田純子 青木利夫 藤本 憲康 大類研治 小山 富子
15 学校行事主任近藤裕治野村治子 古山部夫 笠井裕子 大類研治 雨宮 充

16 視 聴 覚主任 岡島政吉 入国純子 森田弘文 中尾公治 倉林晴夫 音田 弘

17 I学校図書館主任 尾上章子 志村道子 高浜嘗子 入倉美恵子 川井尚美 小俣靖江

18 給 食 主 任 酒井ヒトシ 赤松昭子|加藤タイ 富津和子 村田那智子 宇土 悦子

19 I安全教育主任 西森恵~j 高橋和代 村松晴義 入倉美恵子 鶴間 紀子 土方久枝
トー ト一一ー

20 養 護 主 任 田島佳子 小島 典子 阿部哲子 上山美智子 '白村美子 清水妙子

21 β邑ce; 財 主 任 榎本昌代 三輪佐和子 新沼敏和 川藤井島 悦仁子子 植松 一枝 平沼 譲

221事 務 m. 当 榎本昌代三輪佐和子新刀J口域和藤川井島仁悦子子||土方聖子 平沼 譲
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一 中 一 中 七生中 中 四 中 二沢中 大坂上中 平山中一 一一

石堂正行 鶴田恵彦 若宮美鈴 松井保子 原田憲一 熊谷静一 秋山惰司 成舞京子

犬田美智子 内山芳雄 田倉 正子 乙黒義夫 河手達治 中根 勉 秋山惰司 鈴木照美

中村理英子 岡部純子 若宮美鈴 杉本洋子 秋山剛徳 鳥居恵美子 天野節子 古橋あつ子

清水 崇仁 4叶守 毅 松尾晴至 松沢 茂久 吉田俊明 山中ひろみ 瀬尾昭子 村田和美

堀江嘉寿子 小谷幸二 大坪久美子 加藤正孝 古厩 清夫 矢部田鶴子 回熊 裕 ご浦賢治

千葉英明 富士 尭 辻本昭彦 辰己 恵子 細貝 昭夫 直井富士春 谷丈太郎 福地和子

横溝明子 吉村富美子 大野 湾子 鈴木 i歩 新井 料ー 匹l村美妙子 村上敏夫 渡辺 京γ

尾関いずみ 三浦麻里 矢田公男 高野徐一 渡辺 圭子 朝慶永子 市川和彦 ~(;J f，is 1;年リJ
ー吋

佐藤ナホ子 水沢光子 白井 攻 市川佐和子 石川 明人 角田 宣子 ，-Ii中、I↑'H(以 十五)1 手(リ J
.. 

佐藤至正 永谷 豊 大谷良光 飯品 不IJ二三 H~1 Hl :.ぶ ー ，(， i松 j 込bj(~ 3令本 j~ J'中 ザIIljl，:米げi!'!I;

一
_. 

犬由美智子 猪股=枝子 田倉正子 高見登志子 山本玲-{ 秋IQ ~{ -'-.111キヨミ (JJ.lf長んHI

征矢 捷江 池田 友彦 柳沢 美澄 小林和子 井手裕子 松村敏以 横田恵子 深田美紀-{

石堂正行 猪股三枝子 田倉正子 賀川郁子 石井世津子 鳥居恵美子 三輪隆師 鈴木照美 |

森山 嘉明 松本喜代 辻本 昭彦 田中直樹 後藤 正彦 熊谷静一 コ輪隆師 鈴木照美 |

春田 英彦 光岡 肇 管野 岡リ新井教E 杉村 智秋 広瀬 昭 六本木茂 三浦 義次 i

中野 真帆 橋本 幹雄 矢田公男 高野徐ー 原田 憲一 若松 民雄 倉田和俊 太田博幸

河辺さち子 松本喜代 坂井千恵子 原沢和江 柏木 実 本オ木て 紀子 丹美喜男 占在斗糸子

佐藤ナホ子 依田 京子 柳沢 美澄 岸田地子 井田 武 山中ひろみ 伊藤 尚子 十社| II子

相P 哲夫 高橋 一江 白井 攻 田中秀幸 前田 博 藤原 昌彦 瀬尾 lIR子 鈴木 J1t「Kl 

高橋 恵子 中山ひとみ 大野 湾子 今城理恵 瀬尾真理子 高津戸泰子 神屋敷和子 千葉市1璃子

越智有吾 長がH 正明 並木 昇一 曽根原 守 金子好一 7]<長 信子 田嶋恵美子 大野 馨

ゴ山ゴ下かおる
田久美子

小林 春江 津田八重子 原田 憲吾 稲富良子 渡部 筒井烏 ゆり
厚 中 和校 |土方実子三
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昭和63年度 授業研究主題一覧

No. 小学校名 研 フ~ ア ーマ

日野第一小学校 一人一一人国の児語童科がを楽通ししてく学習に取り組むための指導法

2 日野第二小学校 地域の一社会興、 自持然の移社り会変わ(り科を生)かした組指導む法子の研め究ざ
味をって 理 iと取り を して一

3 日野第=小学校 児童i乙考える力をつけるための算数科指導の工夫

4 日野第四小学校 一人一一人子が供生き生きと学習すもる指て導す法すの研で究学が問題意識をっ ん 習する社会科の授業-

5 日野第五小学校 「学習意欲を高める指導法の研究」

6 日野第六小学校 「みず、か国ら学語科ぶ子を中どもを育してる指導法の研究J
一 心とて一

7 潤徳小学校 主体的な学習態度を育てる指導法の研究

8 平山小学校 「生活をみつめ考える力」を育てる指導法

9 日野第八小学校 児童の主体算数性を高文める指導指法導の研通究し
ー の章題のをて一

10 百草台小学校 ひとりひとりが生き生きと学習に取り組む授業を目指して

11 滝合小学校 児童の学習意欲を高めるための指導法

12 高幡台小学校 国語「一人ひとりの児童の読む力を深める指導法J

13 日野第七小学校 「思いや性り教のある子通を育てる生命尊重の教育」
一 育をして一

14 南平小学校 児童が主体体験的に取ら学りくむ活ど動もの研育究
ー かぶ子をてるー

15 程久保小学校 一人一人が生き生きとする学習指導

16 旭が丘小学校 子どもによく考えさせる授業のあり方

17 平山台小学校 教育目標の具体イヒめ(心合豊うか学で級、たづくくまりしをい通子・力を合わせてやりぬく子)
一互いに認 してー

18 東光寺小学校 「楽しみながら運動量をふやす指導法の工夫J

19 二沢台小学校 自ら学ぶ力を育てるための手だての工夫

20 仲田小学校|楽しく運動にとり くみ、たくましく生きる児童の育成
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No 中学校名 研 プ'7'crし ア 一 ーマ

日野第一中学校 生徒が意欲的にとりくむ授業の工夫

2 日野第二ゆ学校 お互いを高めあう学級会活動の工夫

3 七生中学校 基礎学力の定着をめざす授業研究

4 日野第三中学校 個性 ・創造性 ・自主性を高める指導法の工夫

5 日野第四中学校 生立徒ての考学習え (教科 ・行事など)の意欲を高めるために、どう指導の手を るか

6 = 沢中学校 遅進生徒の有効な指導法の深研

7 大坂上中学校 基礎向上的生を活並びに学習習慣の養成を通し、自主的学習態度や基礎学力の 図る

8 平山中学校 生徒の自主的態度の育成をめざした学年、学級経営と教科指導のあり方
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昭和 63年度都教育研究員等一覧

1. 教育研究員

小学校 国 きロ五I:l 日野八小 石岡房子

社 メzz』z 仲田小 品田敏男

玉里 手ヰ 南平小 太田由紀夫

教育課題 程久保小 岡 島 政 吉

三Eヨ主 写 二沢台小 斉藤正子

心障教育 日野三小 椿坂俊 夫

学校保健 日野七小 高橋智 子

中学校 特別活動 平山中 遠藤 弘

教育課題 日野四中 吉田俊明

教育課題 七 生 中 管野 岡リ

2. 教育開発員

小学校 体 三円r.; 滝合小 林 亀 二

家 庭 日野六小 難波和 子

中学校 国 舌ロ五I:l 七 生中 瀬川昭英

特別活動 日野一中 酒井徳行

3. 東京都研究奨励費受給者

性教育 西村美子他9名

4. 道徳教育指導助言者

程久保小 吉野美智子

高幡台小 田中順 一

日野四中 石井世津子

日野四中 原田憲一

A
斗
A

「
「
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。、
巳刀

年

度

57 

58 

59 

60 

61 

62 

'性

日IJ

言十

女男

5十

女男

計

男女

言十

男
女

5十

男女

計

男女

総

百十

計

2，142 2，097 
(94.5) 

1，105 1.069 
1.037 1.028 

2，208 2，133 
(92.0) 

1，118 1，059 
1，090 1.074 

2.184 2，099 
(90.9) 

1，124 1.062 
1，060 1，037 

2，260 2.174 
(91.7) 

1，198 1，132 
1，062 1.042 

2，418 2.341 
(90.9) 

1.248 1.187 
1，170 1.154 

2，384 2，284 
(91.4) 

1.201 1，128 
1.183 1，156 

就学・進学状況の推進 (S.57 ，...__， 62年度)

同Eコ] 等 A寸~ 校 本 手ヰ

高等学校全日制課程 高等学校定時制課程 主日主~ 主戸主~ 盲養

等 等 . 公 立 手ム 立 公 立 就
A子:u一予 ろ護

職 専
立目立 職 立日立 職 立EZヨE 職 校

言十 進 r~ 
通
つA子ふ4与5 

通 業 通 業 通 業 主弓注孟::

言十 言十
Aザ:uー予 A子4一

科 科 科 科 科 科 者 校 制 校校

994 162 1.156 871 70 941 39 30 9 16 3 3 
(44.8) ( 7.3) (52.1) (39.3) ( 3.2) (42.4) ( 1.8) ( 1.4) ( 0.4) ( 0.9) ( 0.1) ( 0.1) 
487 92 579 442 48 490 30 24 6 15 3 3 
507 70 577 429 22 451 9 6 3 。 。
1.002 158 1，167 910 63 973 55 3(761飽.8) 

15 14 11 8 
( 43.0) ( 7.0) (50.0) ( 39.3) ( 2.7) ( 42.0) ( 2.4) ( 0.6) ( 0.6) ( 0.5) ( 0.4) 
493 84 583 434 48 482 42 30(3) 9 10 10 6 
509 74 584 476 15 491 13 7 6 4 C 2 

1.102 163 1，265 778 56 834 64 a(if12) 23 43 4 9 8 
( 47.7) ( 7.1) (54.8) (33.7) ( 2.4) (36.1 ) ( 2.8) ( 1.8) ( 1.0) ( 1.9) ( 0.2) (0.48 ) ( 0.3) 
562 85 647 367 48 415 46 'l1(if12 17 31 3 5 
540 78 618 411 8 419 18 12 6 12 1 3 

1，016 160 (14 176 929 69 998 71 4l(if16) 25 19 5 9 
(42.8) ( 6.8) 9.6) (39.2) ( 2.9) (42.1) ( 3.0) 

2(4C1FJ.69) ) 
( 1.1) ( 0.8) ( 0.2) ( 0.4) 

519 80 599 486 47 533 54 24 17 5 6 
497 80 577 443 22 465 17 16 2 。 3 

1，127 174 (l5，300.51 ) 984 
56 1.040 66 36 16 14 8 2 

(43.7) ( 6.8) (38.2) ( 2.2) ( 40.4) ( 2.6) 2(4私1.44)j ( 0.6) ( 0.6) 
( 0.3) 

554 92 646 502 39 541 50 8(私1) 13 8 2 1 
573 82 655 482 17 499 16 8 7 。。。
1.005 190 1，195 1，017 72 (14038.69 ) 

74 46 9 19 4 15 7 
(40.2) (7.6) (47.8) (40.7) (2.9) (3.0) 

3(1C1FA.8) ) 
(0.4) (0.8) (0.1) (0.6) (0.3) 

483 105 588 487 53 540 52 7 13 4 14 3 
522 85 607 530 19 549 22 14 2 6 。 4 

)はパーセント

育職機業等教関
卒

就業 ・その他

業

修専職 就 無(

業言在者

者|業

校各草訓練校

言十 職
総

者 者)--/ 数

32 45 38 7 I 2，219 
( 1.4) ( 2.1) ( 1.7) ( 0.3) 
11 30 28 2 I 1.146 
21 15 10 5 1.073 

60 49 42 7 2，317 
( 2.6) ( 2.1) ( 1.8) ( 0.3) 
33 35 31 4 1，186 
27 14 11 3 I 1，131 

63 62 46 16 2，309 
( 2.7) ( 2.7) ( 2.0) ( 0.7) 
39 38 32 6 1，201 
24 24 14 10 1，108 

53 60 48 12 2，373 
( 2.2) ( 2.5) ( 2.0) ( 0.5) 
34 43 33 10 1.275 
19 17 15 2 I 1.098 

100 60 36 24 2.578 
( 3.9) ( 2.3) ( 1.4) ( 0.9) 
49 37 23 14 1，334 
51 23 13 10 1，2441 

65 49 21 28 2.4981 
(2.6) (2.0) (0.9) (1.1 ) 
31 35 16 19 
34 14 5 9 1.2 



人
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幼稚園児、小学校児童、中学校生徒の数

〈昭和 55.......62年度 〉

I I I I 

I I I I I I I I 
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l幼 2，779人
参考{小 13，530人
{中 7，616人

日日目

公・ 小学校児童学校生徒中

I I 
私立幼稚園児



日野市産業大分類別就業者数

( )は労

(昭和60年度国勢調査)
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昭和63年度目野市立小・中学校使用教科書

1.小学校

国 三回五ロ 科 「小学園語J (日 本書籍)

「小学書き方J (日 本書籍)

社 i3ミ』 科 「新しい社会」 (東京書籍)

「小学校社会科地図帳J (帝国書院)

算 数 科 「小学校算数」 (学校図書)

理 科 「新しい理科J (東京書籍)

音 楽 科 「新しい音楽J (東京書籍)

図画工作科 「図画工作J (日本文教出版)

家 庭 科 「小学校家庭科J (開 経 堂)

2.中学校

国 三日ロ五 科 「国 語」 (光 村)

「中学書写」 (教育出版)

社 7左Z三』 科 「新編新しし、社会地理」 (東京書籍)

「中学社会歴史的分野J (日本書籍)

「中学社会 公民的分野」 (日本書籍〉

「中学校社会科地図三訂版」 (帝国書院)

数 Aす比a 科 「新編新しし、数学」 (東京書籍)

理 科 「新編新しい科学(1. 2分野 )J (東京書籍)

ヨ日乞 楽 科 「中学生の音楽」 (教育芸術)

「中学生の器楽」 (教育芸術)

美 術 科 「少年の美術」 (現代美術)

保健体育科 「中学保健体育」 (学習研究社)

技術家庭科 「技枝・家庭上・下J (開 隆 堂)

外国語科
ITHE NE日TCRO日TN

省 堂)ENGLISH SERIESJ 

n
H
U
 

p
h
d
 



No. 小学校名

日野第一小学校

2 日野第二小学校

3 日野第=小学校

4 日野第四小学校

5 日野第五小学校

6 日野第六小学校

7 潤徳小学校

8 平山小学校

9 日野第八小学校

10 百草 台小学校

11 滝合 小 学 校

12 高幡台小学校

13 日野第七小学校

14 南平小学校

15 程久保小学校

16 旭が丘小学校

17 平山台小学校

18 東光寺小学校

19 三沢台小学校

20 仲田小学校

~ 

園児・児童・生徒、学級数調べ

年 2 年 3 年 4 年

91 (3) 101 (3) 94 (3) 109 (3) 
82 (3) 93 (3) 97 (3) 93 (3) 

119 (3) 139(4) 125 (3) 182 (5) 
124 (4) 116 (3) 142 (4) 126 (3) 

93 (3) 82 (3) 100 (3) 106 (3) 
104 (3) 90 (3) 81 (3) 105 (3) 

83 (3) 86 (3) 85 (2) 98 (3) 
98 (3) 82 (3) 88(3) 87 (2) 

130 (4) 130 (4) 108 (3) 133 (3) 
136 (4) 120(4) 122 (3) 105 (3) 

109 (3) 104 (3) 117 (3) 111 (3) 
115 (3) 108 (3) 100 (3) 113 (3) 

59 (2) 74(2) 68 (2) 78(2) 
62 (2) 62 (2) 74 (2) 71 (2) 

87 (3) 97 (3) 112 (3) 115 (3) 
69 (3) 87 (3) 98 (3) 107 (3) 

101 (3) 93 (3) 100 (3) 105 (3) 
87 (3) 101 (3) 93 (3) 99 (3) 

92 (3) 109 (3) 113 (3) 110 (3) 
92 (3) 93 (3) 109 (3) 110 (3) 

117 (3) 134 (4) 138(4) 132(4) 
113 (3) 120(4) 134(4) 139 (4) 

81 (3) 102 (3) 90 (3) 97 (3) 
86 (3) 81 (3) 100 (3) 86 (3) 

103 (3) 107 (3) 126 (3) 124 (3) 
115 (3) 102 (3) 110 (3) 125 (3) 

86 (3) 96 (3) 105 (3) 137 (4) 
90 (3) 85 (3) 100 (3) 104(4) 

65 (2) 81 (3) 57 (2) 92 (3) 
58(2) 67 (3) 81 (2) 59 (3) 

116 (3) 133(4) 119 (3) 134(4) 
133 (3) 118 (4) 129 (3) 118 (4) 

50 (2) 59(2) 56 (2) 73(2) 
43 (2) 49(2) 62 (2) 56(2) 

55(2) 73 (2) 65 (2) 73(2) 
61 (2) 53(2) 69(2) 66(2) 

60 (2) 80 (2) 79 (2) 89(2) 
55 (2) 55 (2) 81 (2) 77 (2) 

50(2) 65 (2) 52 (2) 58(2) 
62 (2) 48(2) 62 (2) 49(2) 

1，747 (55) 1，945 (59) 1，909 (54) 2，156 (59) 
1，791 (56) 1，739 (部) 1，933 (59) 1，901 (53) 
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5 年

107 (3) 
104 (3) 

137 (3) 
176(4) 

107 (3) 
102 (3) 

101 (3) 
99 (3) 

126 (3) 
129 (3) 

108 (3) 
104 (3) 

95 (3) 
78 (3) 

117 (3) 
114 (3) 

107 (3) 
108 (3) 

96 (3) 
110 (3) 

137 (4) 
129 (4) 

93 (3) 
92 (3) 

112 (3) 
120 (3) 

103 (3) 
141 (3) 

85(2) 
96 (2) 

118 (3) 
134 (3) 

74(2) 
71 (2) 

78 (2) 
72(2) 

78(2) 
88(2) 

556 (2) 
57 (2) 

2，035 (日)
2，131 (5引

6 

< 63.5.1.現在>
上段 62年度
下段 63年度(浮級数

年 合 .計 JL¥s章

107 (3) 609((l1m 8 
109 (3) 578 

156(4) 852((223 a 
139 (4) 823 

125 (3) 613 (18) 21 (3) 
108 (3) 590 (1印 20 (3) 

90 (2) 543 (16) 
97 (3) 551 (1司

128 (3) 755仰) 4(1) 
123 (3) 735 (2日 2 (1) 

120 (3) 669 (18) 
106 (3) 646 (18) 

91 (2) 465 (13) 
93 (3) 440 (13) 

136 (4) 664 (19) 
115 (4) 590 (1引

111 (3) 617 (18) 
105 (3) 593 (18) 

114 (3) 634 (18) 
97 (3) 611 (18) 

171 (4) 829 (22) 
140 (4) 775 (22) 

84(2) 
554375((1167) ) 

90(2) 

131 (3) 703 (18) 
113 (3) 685 (1日

124 (3) 651 (19) 
101 (3) 621 (19) 

84(2) 464 (14) 
87 (2) 448 (1心

115 (3) 735 (20) 
119 (3) 751 (20) 

99 (3) 411 (13) 14 (1) 
72 (3) 353 (13) 12 (1) 

87 (2) 431 (12) 
78(2) 399 (12) 

103 (3) 489 (13) 
79 (3) 435 (13) 

68(2) 349(12) 
55 (2) 333 (12) 

2，244 (57) 12，O36((34① 2) 35 (5) 
2，034(日) 11. 529(34 37 (5) 



No. 中学校名 年 2 年 3 年 言十 Jし、 障

日野第一中学校
271 (7) 303 (7) 291 (8) 865 (22) 
238 (6) 271 (7) 297 (7) 806 (20) 

2 日野第二中学校 268 (8) 335 (7) 308 (8) 911 (23) 
271 (7) 267 (6) 326 (7) 864 (21) 

3 七生中学校 222 (6) 274 (7) 268 (6) 773 (19) 9 (1) 
224 (5) 223 (5) 275 (7) 722 (1切 6 (2) 

4 日野第二中学校 307 (8) 340 (9) 368 (9) 1，015 (2日
282 (7) 311 (7) 341 (8) 934 (22) 

5 日野第四中学校 275 (8) 331 (7) 328 (7) 934 (23) 
289 (7) 267 (6) 331 (8) 887 (21) 

6 二沢中学校 315 (8) 338 (8) 341 (8i 994 (24) 
271 (7) 317 (8) 340 (8) 928 (23) 

7 大坂上中学校
307 (8) 332 (7) 286 (8) 925 (23) 13 (2) 
277 (7) 303 (7) 334 (8) 914 (:沼) 13 (2) 

8 平山中学校 269 (7) 294 (7) 305 (8) 868 (22) 
240 (6) 267 (6) 297 (7) 800 (19) 

計~ 2，234 (52) 2，547的1) 2，495 (59) 7，276(172) 22 (4) 
2，098 (52) 2，233 (52) 2，544 (61) 6，855 (165) 20 (4) 

No. 幼稚園名 4 歳 児 5 歳 児 計

第一幼稚園
58 (2) 99 (3) 157 (5) 
60 (2) 62 (2) 122 (4) 

30 (1) 41 (2) / 71 (3) 
2 第二幼稚園 29 (1) 45 (2) 74 (3) 

3 第=幼稚園
29 (1) 39 (2) 71 (3) 
29 (1) 43 (2) 72 (3) 

4 第四幼稚園
30 (1) 30 (1) 63 (2) 
30 (1) 31 (1) 61 (2) 

5 第五幼稚園
30 (1) 38 (1) 57 (2) 
30 (1) 30 (1) 60 (2) 

6 第六幼稚園
27 (1) 30 (1) 100 (2) 
30 (1) 32 (1) 62 (2) 

7 第七幼稚園
60 (1) 40 (1) 100 (3) 
56 (1) 60 (1) 116 (3) 

計~ 265 (8) 312 (11) 577 (19) 
264 (9) 303 (11) 567 (加)
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避難場所と地区割当表

番
避難場所 収容人口 避難地区

番
避難場所 収容人口 避難地区

号 下乞ヨ手.

1第一中学校
人 人

東平山1.2. 3丁目 l
仲田緑地

28ρ00 日野の一部 11 滝合小学校 8，500 
西平山 1.2.3.4丁目

2 第豊田児童公圏 11β00 
東豊田1.2.4丁目

12 事明E星tj大f震学 22ρ00 程久保の大部分二小学校 豊田 1-4丁目 高幡台団地

3 
第三小学校

23ρ00 
新町1.2.4.5丁目

13 51225 12，500 南平 1-5丁目日野自動車グランド 日野台1.2.3.4.5丁目

4 
日野総合グランド

22，500 
日野の一部、新井

14 旭旭部が立が丘工丘小科東第短公四中大園 30β00 旭が丘の全部
第四小学校 石田、下回の一部 西平山 5丁目

5 F多摩F平第F一季公公理園 21，000 多摩平 1-6丁目 15 平山台小学校 7，500 
平山1.2. 3丁目

東豊田 3丁目 平山苑

第実日 野七践中小女央学子公 校園大 多明上摩区平車の整一理部亙、域神内
栄町 1-5丁目6 23ρ00 16 東光寺小学校 8，600 
新町3丁目

7 
第八小学校

16β00 百草、落川、三沢 17 三百草沢台台自小然、学公校園 13ρ00 百日本草信、三販造沢成の地部三沢中学校 の一部

8 
新井橋際河川敷

11ρ00 高幡、新井の一部 18 駒 形 ~ 圏 10ρ00 
日野の一部、婦之内

潤徳小学校 上回、宵の全部
一ー

9 
平山小学校

13ρ00 
平山 4.5.6丁目

18 例 所 286，600 
平山中学校 南平 6.7.8.9了目

'一

10 百草台小学校 6ρ00 百草団保地の、百革、
程久 一部
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市立小中学

番 開校 建 築 校舎保有

校 名 年度 校地面積 面 積 普通教室
τEコミF 年度 増改築 ni 符l (保有)

一 M 6 37. 38. 39 20.947 4. 366 22 

2 M 7 42. 43. 48. 53 ~54 11. 640 4， 728 27 一

3 一一 S 2 3 41. 42. 47. 49~50 16. 806 6， 012 30 (5) 一
4 四 M 6 49. 40. 44 15. 292 3， 839 19 

5 五 S 3 4 34. 35. 36. 43. 18， 435 5. 284 34 

6 ー/よ¥ー S 4 0 38. 40. 43. 48 19. 833 6， 098 31 

7 潤徳小 M 6 39. 40. 45 15， 376 4， 877 28 

8 平山小 M 6 39.40. 4l. 44 15， 845 4， 388 23 

9 /¥ S 4 4 44. 47. 49 17， 601 5， 102 25 

10 百草台小 S 4 5 44. 48. 50 15. 482 5. 248 26 

11 滝合小 S 4 6 45~46 20. 545 5， 544 27 

12 高幡台小 S 4 7 46. 48. 52 16， 017 4， 983 25 

13 七 S 4 8 47~48 . 52~53. 57 13. 509 4. 806 22 

14 南平小 S 4 9 48へ 49.53. 56 16，569 5， 254 27 

15 程久保小 S 5 2 49~50. 50~51 16， 988 4， 092 18 

16 旭が丘小 S 5 2 51~52.56 16， 642 5， 463 26 

17 平山台小 S 5 3 52'""'53. 54 18， 536 4. 939 20 (2) 

18 東光寺小 S 5 4 53""'54 19. 586 4. 356 18 

19 二沢台小 S 5 5 54""'55 15， 170 4， 463 18 

20 仲田小 S 5 9 58--59 15， 660 3. 434 12 

一 中 S 2 2 37. 38. 40. 4l. 50. 58 19. 386 6， 118 26 

2 一 中 S 2 9 34.35.38.40.41.49""'50.60""'61 21. 150 6， 596 29 ーー

3 七生中 S 2 2 36.38.44.45.50~51.59~60 20. 367 5， 934 21 (2) 

4 中 S 4 5 45.47. 49. 58~59 21. 520 6， 958 28 一

5 四 中 S 4 8 47.49. 52. 61~62 18， 955 6， 486 27 

6 二沢中 S 5 2 51~52. 58""'59 23. 623 7. 147 25 

7 大坂上中 S 5 5 54""'55.57 19， 389 6， 630 25 (3) 

8 平山中 S 5 6 55~56 18， 200 5， 967 24 

n
，b
 

F
O
 



校 施 設 覧
昭和63年 5月1日現在

教
フ。ーノレ

特 5jIJ 教 室
体育館 大(25Xl1m) 給食室 実学級

理 江日主三 図 美 技 家 ネ見 図 食 宵l 小(lOx5ml m2 

ネヰ 楽 工 称j {本? 庭 覚 三
Eヨ
主 A

呈
.u， 

2 760 大 ・小 179 18 

761 f〆 172 22 

761 11 144 18 (3) 

765 11 130 17 

2 2 761 11 273 20 (1) 

2 795 11 213 18 

779 11 204 13 

545 11 147 17 

710 1/ 231 18 

752 11 188 18 

2 701 1/ 256 22 

714 1/ 226 16 

736 1/ 219 18 

734 〆〆 188 19 

760 1/ 216 14 

760 11 213 20 

760 大-小12X5m 268 12 (1) 

760 大 ・小 214 12 

757 1/ 215 13 

760 // 224 12 

2 2 2 2 2 842 大 765 20 

2 2 2 2 1， 075 〆〆 701 21 

2 2 2 2 (1) 2 (1) 765 11 645 17 (2) 

3 3 2 3 2 1， 067 f〆 22 

2 2 2 2 2 1， 136 〆f 784 21 

2 2 2 2 2 1. 118 // 718 23 

2 2 2 (1) 2 1， 118 11 599 22 (2) 

2 2 2 2 2 1. 189 /1 197 19 

( )心障教室
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園 名

所 在 地

電 5苦

JI頃 路

園 児 数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭41. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置

さるO 学級7、定員 280名、

職員教諭8名、用務員 1名。

園敷地 2，700吠， 園舎777ma

プレハプ1棟。

4.10 開園、園児 280名

5.25 創立記念日とす

5.30 園章制定

昭43.9. 6 プール完成(中庭〉

12.20 ホーノレ増築完成

昭 44.6. 1 プレハブ園舎、ベランダ増設工

事完成

昭 48.3.14 東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

10.23 向上研究発表会(第二年次)

昭 5o. 3.1 0 1 0周年記念発表会開催
園歌制定

1220 園舎(プレハブ)改築完成

保育室3、プレイコー ナ一、 図

書コーナー各 1、資料室1、屋

上、 トイ レ、物置 1

昭 57.8.31 園庭の敷地完成

昭 58.9. 1 幼児教育センタ ーの開設Kあた

り2教室を提供

昭 60.12.17 園舎外周緑化工事完成

昭6.1.11.29 ホ ール屋根改装工事完成

昭 63.4. 1 1学級減、4学級と在る

2. 歴代園長

氏 名 年月~年 月 1 

江 角正子 昭40.4.1--昭56.3.31

光永 久 夫 昭 56.4.1--昭 57.3.31

田 中 光 一 昭57.4.1--昭60.3.31

上山 洋一郎 昭60.4.1-昭 62.3.31

高橋千鶴子 昭 62.4.1-- 現在

日野市立第一幼稚園

日野市多摩平4-3

0425-81-4124・4105

豊田駅より北へ徒歩約 10分

男 70名女 52名計 122名

高 橋千鶴子

3. 地域の環境

多摩平団地辛子よび周辺住宅の中心KあるO 園

舎西側は豊田駅K通じる道路があ り、北側は甲

州街道K平行してノζイノζス的役割を在す道路K

面している。角地Kあるため、騒音と交通量が

多い。いちょう並木が続き、近<VCは公園が点
在し、 比較的自然環境Kは恵主れている。

4. 教育目標

21世紀K向けて多様左情報、国際化、 高齢

化社会K生きる人間の基礎を培う保育を目ざし

て心身ともK健全左育成のためK

。元気K遊びがんばる子供

0 やさ しい心をもっ子供

5. 本年度の指導の重点

。幼児ひとりひとりの特性を理解した上、 主体

性、協調性を培い、 望主しい友達関係や正し

い生活習慣の確立をはかる。そして安全を確

保 して園生活が楽しくすどせる子供を育てるO

。地域の自然を生かし、 丈夫在からだと豊か左

心情を培う経験や活動の場を設定し実践する。

o幼稚園教育の円滑化と活性化を図るため、園

と家庭との連携を密Kする。

6. 本年度の研究主題

「幼児理解と指導のあり方J
一個人記録を とり分析考察する -

7. 本国の特色

。隣接する幼児教育センタ ーとの連携Kより保

育内容の検討並びK改善が-Wt図られている。

8. その他(教職員の研究歴)

，--..... 苛 研究 員

高橋千鶴子(49'cl:)I刊橋千鶴子(5昨)

-64ー



園 名

所在地

電 言吉

JI国 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内に設置

5.10 開園記念日と定める

5.30 園章制定

昭 46. 3.10 日野市研究協力国として研究発

表を行う

昭 48. 2.21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次)

昭 49.10.22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次)

12.14 創立10周年記念式典開催

昭 51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、改装完成

昭 53. 9.30 玄関入口広場を図書コーナーに

改装完成

昭 55. 9. 1 図書コーナ一本棚設置

昭 56. 4. 6 市水道管引込工事完了

昭 57. 3. 8 屋根・ホーノレ床塗装完成

昭 57. 4.10 二年保育再開

昭 58. 8.23 園舎内装完成

昭 60. 4. 1 新園舎完成移転

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

後藤正太 昭40.4，..__昭 42.3

安積利治 昭 42.4，..__昭 47.3 

小野 晃 昭 47.4，..__昭 51.3 

深津真人 昭 51.4 ，..__昭 55.3 

林 元美 昭 55.4，..__昭 58.3

伊藤智章 昭 58.4，..__昭 61.3 

蓮池守一 昭 61.4 ，..__昭 62.3

坂口嘉津子 昭 62.4，..__ 

日野市立第二幼稚園

日野市平山4-5-4

0425-91-4125 

京王線平山城祉公園下車徒歩 10分

男 37名女 37名計74名

坂口嘉津子

3. 地域の環境
市の南西部にあり、平山小学校に隣接してい

る。南に多摩丘陵がつらなり、近くには平山域

社公園、浅川土手、梨畑や田んぼなどがあり自

然環境に恵まれている。四季を通じて野外活動

を楽しむ乙とができるo

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、地域の特性や幼

児の発達段階をふまえ、心身共K健康で主体的

K生きょうとする豊か左心を持った幼児の育成

。自分で考えやりぬぐとども

o丈夫在身体で元気左こども

o素直で思いやりのあるとども

5. 本年度の指導の重点

一人ひとり K即した指導計画を作成し個性仲

長を図ると共K主体的K生活する態度を縫う 0

4才児 o教師と幼児、幼児相互の信頼関係を深

め活動や遊びK安定した取組みができ

満足感、充実感を味わうととができるO

o基本的左生活習慣、態度を身につける。

5才児 o友達との係わりで自己を発揮すると共に

思いやりや協力の大切さを知らせるO

。自然、K親しみ大切Kする気持を育てるO

6. 本年度の研究主題

一人ひとりの幼児を的確K理解すると共K指

導計画の見直しを行う。

7. 本国の特色
。平山城祉公園や河原など、園周辺の自然環境

を利用し、四季を通じて自然に親しめる活動

を、多くとり入れている。

8. その他(教職員の研究歴)

凡で|研究員 |開発委員

B 坂口嘉津子(必伺|坂口嘉津子(51~)
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園 名 日野市立第二幼稚園

所在地 日野市日野本町2-14-1
ー司 . 

電 5古 0425-81-7127 

JI国 路 ]R日野駅下車東へ 10分

園児数 男35名女37名計72名

園長氏名 沖山英代

1. 沿革の概要
昭 41. 4.11 

5. 4 
昭42. 5. 
11. 

昭46. 4. 
昭47. 3. 
昭51. 2. 

昭 53. 8. 
昭54. 8. 
昭 56. 3. 
昭56.4. 
昭56. 8. 
昭60. 8. 

2. 歴代園長

日野市立第三幼稚園として日野

第一小学校内に設置

学級数4、園児数 143名
開園記念日と定める
ブ、ロック塀完成

観察池設置

市研究協力園

屋外飼育舎新設

区画整理のため、正門移動

園庭整備

1 0周年記念研究発表
ホール、保育室等床改装完成

廊下床改装完成

園歌制定

2年保育再開
園舎外装

保育室内装

氏 名 年月~年月

吉田辰次 昭41.4'""41.5 

永野林弘 昭41.6 '"" 4 2. 3 

吉田辰次 昭42.4 '"" 4 4. 3 

下回 刃"ニ.、 昭44.4 '"" 5 O. 3 

溝日木桂次 昭5O. 4 '"" 5 5. 3 

村田安正 昭55.4 "-' 5 8. 3 

古谷洋太 昭58.4 "-' 6 2. 3 

平向邦江 昭62.4 '"" 6 3. 3 

沖山 .英代 昭63.4 ---現在

3. 地域の環境
交通量の多い甲州街道、川崎街道、市道K

囲主れた所K位置する。最近、宅地化が進み

周囲の自然も失われ、 ζ ども達の遊び場は限

られてきているO その反面、市役所、市民会

館、図書館、公民館、生活保健センター、公

園左ど文化的左環境K恵主れた場所K走りつ

つある。

4. 教育目標

ひとりひとりの個性を尊重し、幼児が主体的

K生活する中で、心身ともK健康左からだと自

主、自律の精神の育成を図り、人間形成の基礎

を培うためK

。丈夫左からだで元気K遊ぶとども

o工〈考えて取り組みがんばるとども

o豊か左心をもっとども

5. 本年度の指導の重点

。幼児の実態を的確K把握し、成長発達K応じ

た指導を工夫するとともK、その変容の要因

を探り、指導の過程Vl:i>">ける評価K努めるO

。身近在自然や地域環境を活用して体力増強を

図るO

o幼児が自ら判断し、けじめのある生活態度が

定着する工う指導を工夫するO

o幼児の自発的活動を促し、豊か左心情が育つ

工う環境構成を工夫する。

6. 本年度の研究主題

指導の充実をめざして「長期指導計画の作成」

7. 本圏の特色

。幼児期の思い出が豊かである工う考えて、親

子で共体験できる活動を組み入れているO

(親子圏外保育、幼稚園ラントヴ

。地域の自然Kふれる活動を多く取り入れ、動

植物への興味、関心、いたわりの気持を育て

ている。

8. その{也

教員の研究歴
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園 名

所在地

電 5吉

!順 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 48. 4. 1 日野市立第四幼稚園として開園

学級数2、園児数41名

教諭数3名、用務員 1名

4.10 第一回入園式挙行

10.29 落成式挙行

11. 1 開園記念日と定める

11. 7 園庭の植樹完了

12. 1 鉄骨製藤棚完成

昭 49. 3.20 第一回修了児46名

昭 51. 8.30 各保育室前、テラス完成

昭 53.10.11 観察池完成

昭 54. 9. 8 廊下床、足洗い場改装完成

昭 56. 9.30 各保育室、教材・教具整理棚完

成

昭 57.11.11 創立10周年記念式典挙行

園歌制定

昭 59. 8.31 保育室等内部塗装、改装完了

昭 60. 8.31 職員室床木製改装完了

昭 61. 4. 1 兼務園長制度廃止、専任園長制

度となる。

昭62.4.10 第15回入園式挙行

昭 62 8.26 廊下改修工事、屋根、外装塗装

完了

昭62.10.31 創立15周年記念式典

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

内藤達夫 昭48.4.1 '"'-' 52.3.31 

釜池 博 昭52.4.1'"'-' 57.3.31 

竹永秀雄 昭57.4.1'"'-' 60.3.31 

田中光穂 昭60.4.1 '"'-' 62.3.31 

梶村和子 昭62.4.1 ...._，現在

日野市立第四幼稚園

日野市石田43 1 -6 

0425-83-3903 

立川ト高幡不動京王パス四小前下車徒歩5分

男32名女 29名計 61名

梶村和子

3. 地域の環境

国道 20号線(甲州街道)の日野橋より東へ

約 1Km入った多摩川の土手近く Kあって、日野

第四小学校K隣接しているO 中央高速道路が東

西K走っているO 多摩川、浅川K固まれ田畑や

梨園、農業用水路左ど自然環境Kめぐまれてい

る。区画整理が行左われ、宅地化が進み住民層

Kも変化を生じている O 公園等子どもが安心し

て遊べる場所は極めて少左い。

4. 教育目標

ひとりひとりの人格を尊重し、 自主的K活動

K取り組む幼児の育成をめざす。

o明るく 元気左子ども

0 工〈考え やりぬく子ども

o思いやりのある子ども

5. 本年度の指導の重点

異年齢幼児とのかかわり合いを大切Kし、互

いK学び育ち合うようま経験活動をする。

4歳児 経験活動K対して失敗をむそれずK

やってみようと、意欲的左態度を育

てる。

5歳児 物事K主体的K取り組み、困難在と

とK対して個々の持 うている力を発

揮し、最後主でやゥてみようとする

態度を育てる。

圏内巡り、歓迎の会、圏外保育左ど

異年齢児と手をつ左いだりして、か

かわりをもっO
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6. 本年度の研究主題

「長期の指導計画作成KついてJ

7. 本園の特色

4歳児・ 5歳児各 l組のため、異年令幼児と、かかわれる活動を取り入れている。子ども達は素直

であるが、基本的な生活習慣が身についていなかったり、ねばり強さに欠けるところがある。圏外の

自然環境に恵まれており四季折々の自然の中で思う存分遊ぶようiとする。

8. その他(教職員の研究歴)

研究員 開発委員(現代化)

梶村和子 (54年) I梶村和子(53年)
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園 名 日野市立第五幼稚園

所在地 日野市三沢 175

電. 言吉 0425-92-0432 

!順 路 京王線高幡不動駅下車東へ約 13分

園児数 男 28名女 32名計 60名

園長氏名 桜田鈴子

1. 沿革の概要 I 3. 地域の環境
昭 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置 | 京王線高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の位‘

される。

学級数2、定員80名

教諭3名、用務員 1名

4.15 第一個人屋成樹子 園児数62名

11. 1 落成式を挙行同日を開園記念

日とする。

昭 50. 1.20 園庭拡張される。

昭 50. 3.20 第 1回修了式修了児70名

昭 53. 4. 1 1学級増のためフ。レハブ教室増

築、学級数3、定員 120名

昭 56. 4. 1 学級数2、定員80名

昭 59.2.25 創立 10周年記念式挙行

昭 59.3.31 プレハブ教室撤去

昭 60. 4. 1 二年保育開始

昭 61. 3.15 教材室増設

昭 61. 4.10 第13回入園式挙行

二年保育 4歳 30名l
~ 68名

一年保育 5歳 38名 j

昭 62. 4.10 第 14回入国式挙行

二年保育 4歳 30名)
~ 64名

一年保育 5歳 34名j

昭 63.4.11 第15回入国式挙行

二年保育 4歳 30名l
~ 60名

一年保育 5歳 30名j

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

岡本省 吾 昭49.4.1 "" 53.3.31 

古谷洋太 昭53.4.1 "" 58.3.31 

渋谷義一 昭58.4.1 "" 61.3.31 

桜田鈴子 昭61.4.1 ""現在
ー

置にあり、周囲は田んぼ、畑が多く、自然に恵

まれ、小学校、中学校に隣接しているo 近くに

は、高幡不動、多摩動物公園、百草園などがあ

り、四季折々の野外活動を楽しむ乙とができる。

4. 教育目標

。明るぐ元気K進んで遊べる子ども

。豊か左心と思いやりのある やさしい子ども

o最後主で頑張れる子ども

5. 本年度の指導の重点

。幼児一人一人の成長過程をとらえ、その子ど

もの個性や特性を十分理解して指導Kつとめ

る。

o圏内外の自然環境を生かし、健康左体と豊か

左心、 思いやりを持 った子どもの育成Kつと

める

6. 本年度の研究主題

0 日 保々育実践の中で一人一人の幼児理解を強

め、各々の個性特性をとらえ、その子どもに

合 った指導のあ り方Kつとめるo

o授業研 ・実技研修を通して指導法や教材研究

をすすめるO

7. 本園の特色

o圏外保育を多くとりいれ、自然の中で遊ぶ楽

しさ、解放感を味わわせている。

o園庭に畑をっくり、乙どもたちが自らの手で

育て、収穫する喜びを味わわせている。

o広い園庭を生かした遊びを多くとり入れてい

る。
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園 名

所在地

電 3苦

JI国 路

児童数

園長氏名

1. 沿革の概要

昭 50. 9. 6 園舎新築工事起工
昭 51. 3.19 園舎完成、鉄筋平屋建
4. 1 日野市立第六幼稚園として開園
学級数2、定員80名
園長 1名、教諭3急用務員1名

4.10 入園式挙行、園児数73名
5.29 開園記念式典挙行
開園記念日とする

昭 52. 5.30 プール(ヤマハ・キューティメ
イト DX)設置

昭 53. 3.12 1学級増設のためフ。レハブ教室
増設、学級数3、定員120名

昭 55. 4. 1 学級数2、定員80名
昭 58. 8. 5 プールのフェンス、園庭フェン

ス防球ネット完成

昭 60. 4. 1 2年保育開始定員70名学級
数2、4才児30名、 5才児40名

昭60.11. 1 園歌制定
昭60.12.14 創立10周年記念式挙行

昭61.9.10 園庭拡張、園舎外壁塗装

昭62.4.10 第 12回入園式

4才児27名、 5才児31名

内5名

昭 63. 3.1 7 第 12回修了式

修了児4才23名 5才28名

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

手代木和夫 昭51.4.1"-' 54.3.31 

近内信輝 昭54.4.1"-' 58.3.31 

津野田昭二 昭58.4.1"-' 62.3.31 

上野美津枝 昭62.4.1"-'現在 」
3. 地域の環境

日野市の東南部Kある多摩丘陵K造成された

高幡台団地と百草団地との境K位置し、園舎は

日野市立第六幼稚園

日野市程久保876-2

0425-92-6330 

京高王幡線台高団地幡下不動車駅徒よ歩り百5草分団地行きパスで

男 23名女39名計62名

上野美津枝

緑の森林K囲主れ、起伏K富んだ所であるO

近ぐ Kは多摩動物公園、百草園、高幡不動尊左

どがあり、野外遊びのできる場所も多〈、自然

K親しむことができるO

4. 教育目標

人間尊重の精神を基K、個性豊かで、明るぐ

元気左子どもを育てる。

o工〈遊べる子ども

o思いやりのある子ども

o最後主でやりぬぐ子ども

よりよい人間関係を育てる中で、自己充実が

できる指導K努める。

(勾 身近在自然とのふれあいや、表現活動を取

り入れ左がら、感情豊か在子どもを育てるO

(3) 幼児が主体的Kいろいろ左遊びK取り組む

ととのできる環境構成、教材、教具左どの創

意工夫K努める。

5. 本年度の研究主題

。ひとりひとりを主体的K活動させるための指

導法

6. 本園の特色
。動植物の飼育栽培を子ども達が行い、育てる

乙との喜びを味わわせている。

o園周辺の自然環境を利用した圏外保育を多く

取り入れ、思う存分に体を動かし、自然に親

しませている。

7. その他

教職員の研究歴

研究員 | 開発委員
上野美津枝(5拝)1上野美津枝(52ft_:) 
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日野市立第七幼稚園名園

日野市旭が丘2-42地在所

0425-86-3770 言吉電

都立科学技術大学前京王r{ス豊田駅下車]R 路JI国

計 11 5名女60名男 55名数童児

江

1. 沿革の概要

昭 59.10.6 

昭6O. 4. 1 

邦

ととができる。

。心のやさしい子ども

情緒が安定し、自然や友だちK関心を示し、

思いやりを示し、思いやりをもっととができ

るO

向平園長氏名

本年度指導の重点

基本的生活習慣の確立を図り、自信をもった

生活や遊びの中で、工い人間関係を育て、心の

豊か左思いやりのある子どもを育てる。

o 4歳児・・…・基本的生活習慣の習得、遊びゃ活

動を通して、自己表現や楽しさを味わいつつ

他を認め自己を確立する指導。

o 5歳児・・・・・基本的生活習慣の充実、生活教育

の端緒とも在る体験をさせ、向上心の育成や

個性の発揮を通して意欲、充実感、満足感を

味わせる指導。

5. 

5才児2)

昭6o. 4.10 
昭6o. 6.30 
昭62.4. 1 

昭63.3.11 

昭63.4.11 

歴代園長

井

氏一 月年月年名

2. 

7. 本国の特色

。積木Kよる造形を主K建築された園舎であるO

o通園区域は広〈、住居は高層住宅、社宅等が

多い。戸外での遊びを好主左い傾向Kある O

o教育K対する保護者の関心や意識は高い。

。保護者、地域との連携を深めると ともK、圏

内の施設や身近在教材、教具を使 った戸外で

の運動遊びを多ぐとり入れたり 、飼育物の世

話や菜園、国庭の花壇の栽培を通して、健全

育成Kつとめ、教育の充実を図 っているO

本年度の研究主題

12ク年教育忙なける指導計画の作成J
6. 

昭 60.4.1 ---- 6 2.3.31 

昭62.4.1 ---- 63.3.3 1 

昭 63.4.1----現在

3. 地域の環境

市の西端K位置し、地域の約半分が工業地区

であるO 周辺道路の交通量は多いが道路は整備

され街路樹やグリーンベルトが四季折々K美し

い。

大学、中学校、保育園、児童館、障害者や老

人のための施設が隣接し、文化福祉ゾーンとし

て地域のか左めと在っている。

園舎新築工事起工

日野市立第七幼稚園として設置

鉄筋コンク リート 2階建

学級数2 定員 70名

教職員3名 園地面積 2599m3

第 1回入国式挙行園児数49名

開園記念日とする

4才児1クラス増、定員100名

(年少 2、年長 1) 

園舎増築工事完成

学級数4 (4才児2、

定員 140名

士
一
代
一
江

一
一
二
英
一
邦

山

向

石
一
沖
一
平

教育目標

一人一人を尊重し、心の触れ合いを基調Kし

た教育の中で、幼児が豊かK健やかK育っとと

4. 

その他(教職員の研究歴)

研究員 | 開発委員
平向邦江(4咋)1平向邦江(5解)

8. 
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o明るい子ども

健康であり、活力があり、自己表現ができるO

Oがんばる子ども

ねばり強〈、意欲をもってものどとK取組む



学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野本町2-14-1

電 3吉 0425-81-0073・0061

)1頂 路 中央線日野駅下車徒歩6分

児童数 男294名女283名計577名
、-A....../

校長氏名 山口武彦 教頭氏名 秋山 憲 一

1.沿革の概要 昭 55. 8. 排水溝改修、受水槽設置

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。 昭 57. 6. 体育館新設

第一大学区第八中学区第五十四 昭 58. 8. 校内塗装、窓アルミサッシ化

番小学日野学校と称す。(現在 昭 58.11. 開校 110周年記念集会、式典

の中央公民館のとなり。) 昭 59. 3. 仲田小分離

明 45. 2.11 校歌、校章制定、校舎増改築、 昭 59. 8. 屋上全面防水、プレハブ撤去

校地拡張 昭 60. 3. 体育倉庫新設

昭 11. 4.29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏) 昭 60. 8. 昇降口改修

昭 15. 日野2800番地(現在地)に 昭 60.11. 南・北側ブ、ロックべい撤去、植

土地900余坪、新校舎建築関 込とする。

始。(戦時中、軍徴用) 昭 61. 8. トイレ改修

昭 23. 4.25 新校舎に移転完了 昭 62. 2. 東京都教育委員会「健康っくり

昭 25.4..1 東京都指定実験学校となり、教 推進校」として公開発表

育課程の研究発足 昭 62.8. 理科室床改修

昭 27. 3. 5 上記の研究発表

昭 28. 8.22 8 0周年記念プール竣工 2. 歴代校長

昭 38.11. 3 日野市制施行により日野市立日

野第一小学校と校名を変更
氏 名 年月~年月

日野義順 明 6.5 '""明 9.7 
昭 43.4. 1 日野市研究協力校として「教育 2 国府田学 明 9.7 -----明 11.3 

環境の整備jを主題として研究 3 小川則要 明11.4 -----明 15.3 

発足。

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼

講堂として移管

4 鈴木宗也 明15.4 -----明 16.8 
5 上野兼松 明 16.9 -----明 18.3 
6 一見友二郎 明 18.4 ，...__明 19.4 
7 八木岡寛制 明19.5 -----明 21.10

昭 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育 8 佐野鶴松 明21.11-----大 5.3 

環境の整備について」発表 9 古谷剛次郎 大 5.4 -----大 12.1 

5. 1 東京都学校花壇協力校となる。

昭 46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置。

5月17日開級。

10 河合平作 大 12.2 -----大15.3 
11 古谷剛次郎 大 15.4 --....，昭 11. 1 
12 宮川海ニ 昭11.2 --....，昭 18.3 
13 貫井半蔵 昭18.4 --....，昭23.8 

昭 47. 2. 都市計画神明上区画整理事業開 14 小池嘉一 昭23.9 --....，昭34.3 

始。校庭南側一部縮少。 15 尾崎半次郎 昭34.4-----昭37.3 

昭 48.11. 創立百周年記念祭

昭 51. 8. 給食室改修。理科室整備。

昭 53. 2. 理科室、家庭科室改修

16 五十嵐光 昭37.4 --....，昭38.3 
17 木村 清 昭38.4--"'"昭41.3 
18 吉田辰次 昭41.4 --....，昭44.3 

-72-



氏 名

19 下回 ，刃c.、

20 溝呂木桂次

21 村田安正

22 古谷洋太

23 山口武彦

年月~年月

昭44.4 '""昭50.3 

昭50.4 '""昭55.3 

昭55.4 '""昭58.3 

昭58.4 '""昭62.3 

昭62.4 '""現在

3. 地域の環境

校区は広く、農地、工場、商庖、住宅により

構成される地域である。本校は日野駅より徒歩

6分の所に位置する。駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげFも失われつつある。し

かし、まだ随所に歴史をとどめる史跡も残り、

自然も美しく、心やすまる環境も残されている。

4. 教育目標

本校の教育は、地域社会、児童の実態に即し、自主的に人格の完成につとめる児童の育成を目ざし、

次のことを中心に展開する。

1.科学性を身に付ける子ども 事実を正しくみる力を養い、正しい判断力、順序立った

1. 豊かな心'情を持つ子と、も

1. 強い意志を育てる子ども

1. じようぶな体をつくる子ども

5. 本年度の指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動の指導の重点

7.各教科

思考力を伸ばして、基礎的学習の充実をはかる。

真、善、美に対する感受性を養うと共に、自然、動植物

愛護、他人に対する思いやりの気持を深める。

目標に向って最後までやりとげる実行力を培い、困難に

あってもくじけない気持を育てる。

節度のある生活態度を身に付け、継続して体力の増進を

はかる児童を育成する。

生涯にわたって学び続ける意欲や能力、態度の基礎を身に付ける。そのため、

o 指導内容を精選し、指導の重点、化を図る乙とにより授業にゆとりを持たせ、児童一人一人に

学力を定着させる。

o 教材・教具の整備・充実・活用等により指導法や学習活動に工夫を乙らし、児童が成就感・

満足感を持つ授業を展開する。

o 一人一人の児童に楽しく、自ら進んで学習に取り組ませ学ぶ楽しさを味わわせる。

イ。道徳

社会規範、生活規範のもととなる道徳的価値観の高揚 ?内面化を図り道徳的実践力を強める。

そのため、

o 道徳の時間の充実を図り、意図的計画的な指導を行う。

o 全教育活動を通じて生命尊重、他を思いやる心、基本的生活習慣の定着、を重視した指導を

推し進める。

ウ.特別活動

児童の自主・自立の精神を育てるとともに社会性や個性伸長に目を向けてし、く。そのため、

o 児童の主体的活動を促し、望ましい集団行動を行う中でー小児童としての連帯感や好ましい

人間関係を育てる。

o 多様な教育活動を行う中で、個人の持つ特性の発見に努め良い面を伸ばすよう指導する。
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(2) その他の活動

ア.学校裁量の時間を通して個別指導の充実、学級係活動の充実等を図り、児童一人一人が学校生

活を円滑に、ゆとりと充実をもって送れるよう指導する。

イ.水泳初心者指導の期間を設け、水泳に関する個別指導を行い、児童の泳力や気力の向上を図る。

ウ.ふれあいタイムを設定し、教師が児童と共に遊ぶ中で児童理解を深める。

(3) 生活指導・進路指導

7. 生活指導

o 全教職員の共通理解のもとに基本的生活習慣の定着を推進する。

。 r五つの約束」を本校の生活指導の重点とし、集団の秩序と安全保持の立場から指導の徹底
を図る。

イ.進路指導

o 児童一人一人の個性、能力の開発、伸長をめざす。

6. 本年度の研究主題

「一人一人の児童が楽しく学習に取り組むための指導法」

昨年まで5年間続けてきた教科体育の考えを引き継ぎ、教科を代え、 「国語」を取り上げ研究を進

めることとした。 r国語」となり初年度ではあるが、授業研究を通し実践的lζ進めてし吋。

7. 本校の特色

(1)本校は、開校11 5年を誇る歴史と伝統のある学校で、父母・地域の方の中にも卒業生が多く、

地域の学校に対する愛情や期待は大きい。古き良きものを愛し、大切にし、地域からの信頼、地域

との連帯を深めながら更によい校風を築く努力を重ねている。

(2) 教科指導と両輪をなす生活指導に教職員の結束をはかり、生活指導報告日、生活指導協議会の設

置により、 「全校児童、わがクラスの子Jを合言葉にして指導にあたり、児童の健全な成長を計っ

ている。

(3) 一輪車、木のぼり、竹馬、ふれあいタイムなど、他校にはみられないような施設や特性を生かし、

児童が楽しく学校生活を送れるよう保護者の協力を得ながら組織的に取り組んでいる。

8. その他(教職員の研究歴)

よ廻 中央研 研究員 開発委員 研究生、他

山口武彦(49) 村上悦子 45 秋山憲一 54 山口 研武究彦生47 
(音楽) (理科) ( 、社会)

2 山口武彦 46 志賀由具(体59育 ) 和(研田究い生さを、教育53方法)(社会)

3 中村麗子(4給7食) 秋山 窓研-究生5、8 
( 理科L

4 秋山憲一 51 山口 氏彦(海5外8 
(理科〉 派遣)

5 井尻 武子教育相55談)

6 志賀由具(体59育)

7 佐藤ヒサ子保60健
(1*~) 

「ヶー ー，

足立博志体62育8 (f*w) 一 . 

9 
.‘ー

←←-
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学校名

所在地

電 言吉

JI憤 路

児童数

校長氏名 荒木健治

1. 沿革の概要

明 7. 3. 

年月不詳

明 12. 2 

明 26. 4 

明 41. 3 

昭 17.

昭 21. 6 

昭 27.12

昭 31. 4 

昭 38.11

昭 43. 6 

昭 44. 3 

昭 46. 2 

昭 49. 3 

11 

昭 55. 3 

昭 56. 5 

9 

昭 57. 8 

昭 58.12

昭 59. 6 

昭 61.12

神奈川県9大区小4区豊田村尋

常小学校として創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする。

善生寺本堂を校舎とし、上下2

等級に分け、上等小学校は満十

歳から十三歳までとする。

豊田 1320番地、善生寺の西

隣に新校舎建築。

東京府に編入される。

日野小学校豊田分教場となる。

豊田 218番地に新校舎建築、

平屋建6教室

南多摩郡豊田国民学校として再

び独立

第1次増築、 2階建8教室。日

野町立日野第二小学校と校名変

更。

第2次増築、 2階建6教室

日野市立日野第二小学校と校名

変更。

第1次防音、 4階建校舎完成。

第2次防音、 4階建校舎完成。

体育館工事、落成。

第3次防音、 4階建校舎完成。

創立百周年記念式典を行う。

1階建校舎完成。

新プーノレ完成。

校庭整備完成。

普通教室内部塗装完了。

校庭歩道完成。

創立百周年記念式典を行う。

新通学路使用始

日野市立日野第二小学校

日野市東豊田 2-14-1

0425-81-0070・0851

J 王R豊線田駅南口下車 徒歩 10分子
京 南平駅下車、徒歩 15分

男 444名女 380名計 824名

教頭氏名 金田義直

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

小山茂平 昭21. 6 ---2 7. 9 

増島光一 /1 2 7.1 0 ---3 4. 3 

小池嘉一 /1 3 4. 4 ---3 8. 3 

森久保惣次 11 3 8. 4..._， 4 2. 3 

後藤正太 /1 4 2. 4"" 4 7. 3 

安積利治 11 4 7. 4 "" 5 O. 3 

永井雅夫 11 5 O. 4"" 5 3. 3 

鈴木英夫 が 53. 4 "" 5 7. 6 

篠宮忠男 /1 5 7. 7""61. 3 

荒木健治 /1 6 1. 4"" 

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては m豊田の里"と呼ば

れた静かな農村で、あった。と乙ろが、近年に

なって急に宅地造成が進み、農家の割合が4

%にも激減している。

それでも、浅川を中心として田畑が広がり、

屋上から見る景観はすばらしい。

・近くにローラースケートのできる駒形公園、

市民プール、市立中央図書館など、公共施設

にも恵まれている。

・保護者は、学校教育に対する関心が深い。登

校時の交通指導を積極的に進めるなど、きわ

めて建設的であり、また、協力的である。

-学校前の都道をはじめとして学区内の道路は

ど乙も道幅がせましそのほとんどに歩道が

ない。しかも交通量がしだいに増加し、登下

校の安全が憂慮される状況になってきたので、

新に農道を補修し、通学路に指定した。
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4. 教育目標

(1 )学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚をたかめ国際社会に奉仕できる、心身共に豊かな子

どもの育成を目指して次の目標を定める。

oからだも心も強く明るい子

。みんなと仲よく力を合わせられる子(重点目標)

oよく考え進んで行動する子

o責任をもって最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標について、学年の系統をふまえた具体的目標をたてて、学年会で話し合いその具現徹

底をはかる。

② 教育活動の全体をとおして、人権、人命の尊重の教育に徹し、豊かな情操と実践的行動力をも

った乙どもの育成をはかる。

③ 授業の研究を全職員で行い、主体的な学習態度を育て、基礎学力を充実する。

④教育活動全体に、乙どもを主体的に参加させるようくふうし、みんなと仲よく力を合わせられ

る子どもの育成をはかる。

⑤ 教職員の話し合いを大切にし、共通理解を深め、協力して指導にあたる。

5. 本年度の指導の重点

(1)各教科、道徳、特別活動

7.各教科

o指導内容を精選し、基礎的、基本的事項が身につくようにする。

o学習到達目標を明確にすると共に、主体的な学習態度を育て、学力の向上と定着をはかる。

イ.道徳

o愛情豊かな情操を育てると共に責任をもって行動する態度の内面化をはかる。

o教育目標と道徳の関連をはかり、道徳的実践力を育成する。

ウ.特別活動

。集団行動をとおして、心身の調和的発達をはかる。

o児童会、学級会、委員会活動、クラブ活動、学校行事等をとおして、自主的、実践的な態度を

育てる。

(2) その他の活動

o地域の豊かな自然を生かして、自然に親しむ態度の育成をはかる。

oなわとび、うす着などの指導をとおして、体力の向上をはかる。

。学級、学年、学校の諸行事に自主的に参加させ、みんなと仲よく楽しい学校を作っていくことが

できる乙どもの育成をはかる。

o働く喜びを味わわせからだを通して学ぶ基本姿勢を育てる。

o日常生活の中の引士事を重視し、巧ち性、集中力を養う。

(3) 生活指導・進路指導

o生活指導についての全職員の共通理解をもとにして

・児童の基本的生活習慣の育成をはかる。

・みんなと仲よく遊べる子の育成をはかる。

・安全指導を徹底し、人命尊重の精神を育でる。

・事例研究をとおして、児童への共通理解を深め、ひとりひとりの乙どもの心の育成をはかる口
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-充実した楽しい学校生活に参加し、享受する乙とによって生きる乙とのすばらしさを感得させ、

その上に立って将来への明るい希望を持てるようlとする。

6. 本年度の研究主題

地域の社会や自然の教材化とその指導法の研究

7. 本校の特色

本校は創立114年という伝統をもっ歴史のある学校である。59年度は創立110周年記念式典および

その思い出をつくる活動として「米づくり」 円、もづくり」の体験学習を行い生産にまつわる苦労や

自然とのかかわりあい、さらには構造的思考力育成など、物心両面で、大きな収穫を得た。学校が子ど

ものために努力すれば、それに対し全面理解と協力を図ってくれる地域である。爾後はこれらの乙と

をふまえ、地域の教育力を十分に活用しながら本校児童を育てることを推し進めてきた。本年度もこ

のことを継承していく。また、乙のことと併せて昨年度は児童がより主体的に、しかも意欲的に学習

にとりくむ乙とができるようにするため、 「楽しく学べる指導法」の研究をすすめその実をあげてき

ている。本年度は乙れらを基に、移り変わる地域の社会や自然に目を向け、それらを教材にとりくむ

乙とによって、郷土を愛する心を培っていきたいと考えた。

また、本校は市内随一の大規模校である。それに反し、校庭は狭少である。乙の乙とから、日常の

運動量の不足や運動技能、能力の低下につながらないよう、授業を通して子どもが主体的、意欲的iと

学習してしぺ指導法をうち出している。なわとびゃ薄着の奨励などを計画的に行ってきている。乙の

乙とによって心身ともに健康なこども達の姿が見られるようになってきている。

8. その他(教職員の研究歴)

云々で 研 ，ププbし 員 道徳助言研 都・文部省委員 海外研

荒木健治(46道徳) 荒木健治(47) 金田義直(5471文::;) 荒木 健治(50アメリカ)

2 荒木健治(50教育経営) 金田義直(47都) 金田 義直(48アメリカ)

3 金田義直(46国語)

4 高木映子(50教育方法)

5 木内秀雄(44社会)

6 菊地直子(51学校保健)
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日野市立日野第三小学校名校学

日野市日野台2-1 -1 地在所

0425-81-0101・08503吉電

男 335名女 275名計 610名
(内 ひばり20)(他にひばり通級1名)

数童児

日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1----3年 340

名、教室4、全学年2部授業

日野台小学校として独立する。

児童数696名、教室9、4年

生迄2部授業

校章制定

4教室増築、教室数 13、

まで2部授業
4教室増築、教室数 17、

まで2部授業

校歌制定

校地850坪拡張、 6教室増築

教室数23、 2部授業解消され

る。

日野第三小学校と校名を変更

旧教室4を取除き 6教室を増築

教室数25、児童数86 9名己
給食調理室完成

大小プール落成

校地 1，10 0坪拡張

日野町特殊学級が併置される。

日野市制施行に伴い日野市立日

野第三小学校と校名を変更。

防音校舎新築起工式

校地地番変更、日野市日野台2

丁目 1番地 1号

体育館落成式、校章制定

鉄筋新校舎9教室増築落成

鉄筋新校舎竣工

校旗制定

東光寺小と分離

校内緑化整美植樹(1，273本)

ひばり学級教室増設

無人化(夜間・日曜・4膿日等)
機械警備始

健

藤だな改修

給食調理室天井塗装

体育館、渡り廊下天井改修

体育館ステージホリゾント幕改修

音楽室床全面改修・黒板灯設備

用務員室改修

南校舎非常階段手すり改修

給食雑排水経路改修・ 浄化槽整

備・プーノレ内シート防水・排水

パノレフ、、改修・消防水利設備

裏門拡張・門扉改修

道路側防球ネット生垣完成

体育館内部塗装

北校舎屋上改修

プール更衣室等照明取付

ひばり教室改装

体育館外部塗装

体育館屋根塗装

北校舎外壁修理

辺

12.20 

昭 60. 3.20 

昭 59. 3.10 

3.25 

8.29 

3.31 

昭 61. 3.31 

8.31 

10.31 

昭 62.7. 7 

8.31 

9. 8 

昭 63. 1. 20 

渡教頭氏名

3年

2年

康藤内校長氏名

1. 沿革の概要

昭 23. 4. 1 

7.18 

9.19 

4.15 

6.10 

6.10 

昭 30. 4. 1 

昭 32. 3. 4 

昭 25. 6.10 

昭 27.

昭 28.

歴代校長

氏名 年月~年月

(高事野務取忠扱正) 昭 25. 6. 10 ----26. 3. 12 

(高校野 忠長正) 昭 26. 3. 13 ----27. 9.30 

尾崎半次郎 昭 27.10. 1 ----34. 3.31 

五十嵐藻光 昭 34. 4. 1----37. 3.31 

塚本 正 昭 37. 4. 1 ----41. 3. 31 

池田瑞男 昭 41. 4. 1 ----47. 3.31 

岩井庄三 昭 47. 4. 1 ----5 O. 3. 31 

平松健太郎 昭 50. 4. 1 ----54. 3.31 

竹永秀雄 昭 54.4.1----57.3.31

古田秋介 昭 57. 4. 1 ----62. 3. 31 

内藤 康 昭 62. 4. 1----現在

2. 
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3 

昭 42. 4. 7 

昭 43.11.15

昭 46.2.16 

昭 48. 4. 1 

昭 50. 2.25 

6. 1 

昭 54. 4. 1 

昭 56.12. 9 

昭 58. 4. 2 

昭 58.4.20 

3 

昭 33. 8. 

8. 

昭 34. 3. 

昭 35. 4. 

昭 38.11.



3. 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿いに位置し、海抜80mの日野台地を中心とした地域であ

る。

日野自動車工場とともに発展した地域であり台地のため公害も少ない。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望で、きる

すぐれた環境に恵まれている。

4. 教育目標

(1 )学校の教育目標

憲法及び教育基本法に基づき民主的社会人としての人間形成の基礎づくりを目ざし次の目標を定

める。

oじようぶな子ども

oよく考える子ども

o明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人間尊重の教育の立場にたち、心身ともに健康で人間性豊かな人間形成の基礎づくりをめざす。

特に「よく考える子ども」を重点目標に掲げ、知・徳・体の調和のとれた子どもの育成を基盤にす

え、授業の改善充実に心がけるとともに調和のとれた教育活動を推進する。

o具体的な学年学級目標を設定し、その具現化をめざし学年学級経営K創意と工夫を生かし、一層

の充実をはかる。

oすべての子どもを公平に愛し、個性能力をひき出し、生涯学習の視点lζ立った学び方を学ぶ学習

指導を推進する。

o創意ある教育活動を展開し、地域の教育力、教材を生かした指導内容方法の創造を図る。

o生命を大切にする子供の育成をめざし、心身障害児とともに手をとり合って活動する機会を設定

し、思いやりの心の育成そ図る。

o健康づくりと体力の向上を年聞を通して計画的意図的花実践し、たくましい子どもの育成に努め

る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o教材教具を活用し、課題をねばり強〈追求させる学習指導を推進し、基礎的基本的学習事項の

定着をめざ した指導の充実を図る。

o既習の基礎基本をもとに気づかせ発見させる学習を推進し、学習を意欲的にし、思考力、判断

力を培う。

o達成感、成就感のある授業を確立し、創造的実践力を培う。

o個人差を的確にとらえて、学習形態や学習過程を工夫し、学習効果を高める学習方法を工夫する。

イ.道徳

o子どもがすすんでやりぬく道徳的実践力の育成をめざし、全教育活動における道徳教育の充実

を図る。特lζ心障児との交流、全校菊づくり、特別活動を通して人間愛自然愛を培い豊かな心

を育てる。

o道徳、の授業の改善を図り、各教育活動で培われた道徳的実践力の深化、補完、統合を図る。

ウ.特別活動
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o子どもの自主的実銭力と連帯感を培う乙とをめざし、集団活動を充実する指導を行う。

o集団活動を通して、集団の成員としての自覚を高め共に向上していく気持ちを高める。

o所属する集団を自主的に建設しようとする態度能力を高めるとともに、他者にない自分を自覚

し、個性的な実践力を高める。

(2) その他の活動

o遊びの時間を設定、いきいきとした楽しい教育の場とし、体力の向上をめざす。

o火曜日六校時を児童会活動の日と設定、集団活動を通して心身の調和のとれた発達を図る。

o学年の日を有効に使用し学年経営の充実をはかり、個別指導の徹底をはかる。

。心身障害学級と普通学級との教師相互児童相互の交流の場を積極的lζ設け、障害を持つ児童に対

する理解を深めるとともに連帯感の育成に努める。

(3l 生活指導・進路指導

o心身ともに健全な子どもの育成をめざし、指導体制を整え、 全職員の組織を通じた指導を徹底す

る。

o児童理解につとめ心のふれあいを大切にする指導を充実する。

o父母、地域との連携を深め、協力補完しあって指導にあたり、児童の健全育成を図る。

o社会に多様な生き方があることに気づかせるとともに、児童一人一人の良さを発見し、その良さ

を将来にわたって生かす乙とのすばらしさに気づかせ、社会人となるための基礎となる力を育て

る。

6. 本年度の研究主題

児童に考える力をつけるための算数科指導の工夫

7. 本校の特色

児童は明るくすなおであるが、やや主体性を欠き、ねばり強くやりぬ乙うとする力がたりない。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童に考える力をつける授業研究を実施している。また、

心障学級(ひばり学級)があり、交流教育にも力を入れている。

8 その他(教職員の研究歴)

云々を 研 プ'7bし 生 研 ワプbし 貝 中央研 海外派遣

内藤 康(49体育〉 内藤 康(45体育〉 内藤 康(56 ) 内藤 康(58 ) 

2 渡辺健一(56理科)

3 猪俣幸雄(58国語)

4 八木文夫(59体育)

5 上田憲二(62教育課題)

6 宮本京子(62心障教育)
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学校名

所在地

電話

順路

児童数

日野市立日野第四小学校

日野市石田 430

0425-81-0038・3076

日野駅から立川行パス南詰下車徒歩7分

立川駅北口から高幡不動駅行パス四小前
下車徒歩3分
京王線高幡不動駅から立川北口行パス四小前
下車徒歩3分

男 282名女 267名計549名

校長氏名 波多野 土日 教頭氏名 富田洋子

1. 沿革の概要

明 6.5. 5 
明 21.11.

日月 41. 3. 

昭 29. 8.18 

昭 30. 4. 4 

12.22 

12.25 

昭 31. 3. 5 

昭 35. 7.20 

昭 36.11. 1 

昭 40. 3.31 

昭 41. 3.31 

7. 9 

昭 43.11.27

昭 45. 3.31 

昭 54. 3.20 

3.25 

6.22 

昭 55.2. 2 

下回学舎

下回小学校

日野小学校下回分教場

校地決定4，25 9.1 4坪

落成式並開校式 乙の日を開校

記念日とする。

校章制定

第三期校舎竣工

校旗完成

フ。ール落成式並祝賀会

校歌発表会、以後乙の日を開校

記念日とする。

防音校舎9教室完成

防音校舎第2期工事完了

1 4教室完成

下回学舎創立92周年記念式典

統計教育研究指定校として研究

発表会をする。(菰荷綻校)

体育館落成

防音校舎7教室増築完成

受水槽改修、渡り廊下改修

防火戸改修、非常放送装置設備、

老朽プレハブ撤去、学級増に伴

うプレハブ3教室増設

プールサイド全面コンクリート

塗装工事

給食室作業場及び休憩室改修工

事

6.20 プーノレ内塗装工事

昭 56 8.25 新校舎への親子方式TV配線、

放送室内のスタジオ形式の改装

昭 56. 8.27 

8.30 

昭 57. 3.27 

4. 4 

9. 4 

昭 58. 3.27 

昭 59. 3.31 

9.28 

昭 60. 8.31 

昭 61. 2.28 

8. 4 

昭 62. 2.23 

昭 63. 3.27 

2. 歴代校長

氏名

浦上増太郎

田中善次

森 厳

内藤達夫

釜池 博

竹永秀雄

田中光穂

川主多野坦
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屋上高置水槽改造

都市ガス化にともなう配管取替

旧校舎屋上ネットフェンス貼替

プール便所の水洗化、更衣室等

の改修

非常階段設置

自転車置場設置

仲田小学校分離 141名転出

プレハブ教室(2)撤去

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(窓枠・天井張替等)

給食室改修工事

体育館玄関・天井・ 屋上修理

校庭東側フェンス張替工事

給食調理室、配膳空間壁撤去工

事

プールシャワ一、目-洗い場等工

事

プール内塗装工事

年月~年 月

昭 3o. 3. 29 '""'-' 36. 3. 31 
昭 36.4. 1'" 44. 3.31 

昭 44.4. 1'""'-' 47. 3.31 

昭 47. 4. 1'""'-' 52. 3.31 

昭 52.4. 1 '""'-' 57. 3.31 

昭 57. 4. 1'""'-' 60. 3.31 

昭 60. 4. 1.......63. 3.31 

昭 63. 4. 1----現在



3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯8地区である。甲州街道から約 lKm南にへだたった多

摩川あたりに位置し、田畑iと囲まれ、前面に中央自動車道が走っているo 米ど乙ろ日野の田園地帯と

多摩川梨の産出地域である。

万願荘の集団住宅を始め近年宅地化が進められ、田園地域より住宅地化しつつある。

4. 教育目標

( 1) 学校の教育目標

自ら考え正しく判断し、行動しうる児童の育成をめざして、次の教育目標を達成する。

o自分の力で考える子

oみんなと協力する子

oじようぶな体をつくる子

o最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

7. 本年度は特に「自分の力で考える子」を重点項目とする。

イ.思考を高める授業の充実に努め、子どもたちに基礎学力と課題解決の力を身につけさせる。

ウ.主として集団活動を通して強固な意志力と規範を身につけさせ、共同、協力の態度と豊かな心

を養う。

エ.特別活動の充実と創意ある教育活動の効果をいっそう高める。

オ.学校・家庭・地域の連携をいっそう深め教育機能の充実を図る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

① 自主的な学習態度を育て児童の基礎的・基本的な学力を高める。

② 具体的な学習を通して確実な知識を身につけさせ創造的な能力の育成を図る。

イ.道徳

① 教育活動全般を通して、道徳'性の育成につとめる。

② 道徳、の時間を通して、道徳的価値を内面的に深めるとともにその実践力の向上を図る。

③ 自他の生命を重んじ、人権尊重の精神を身につけさせる。

ウ.特別活動

① 各種の集団活動を通して好ましい人間関係を育てる。

② 児童の自発的・自治的な活動を通して集団の一員としての自覚を深め、実践的な態度育成に

資する。

(2) その他の活動

ア.創意ある教育活動を通して児童の創造性を伸ばし、指導内容の充実を図る。

イ.学級における日常の指導を通して望ましい人間関係を育てるために積極的で、きめ細かな指導

を行う。

(3) 生活指導・進路指導

ア.集団生活の中で必要な基本的生活習慣の指導徹底を図る。

イ.児童の発達段階lζ即して主体的な学び方を身につけさせるとともに、進級・進学に対する適切

な指導を行う。
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6. 本年度の研究主題

「ひとりひとりが生き生きと学習する指導法の研究」

7. 本校の特色

本校の児童は明るく素直であるが自主性に乏しく、発表力・表現力にやや欠ける面がある。また与

えられた仕事や興味関心をもったととには意欲的にとり組むが、ねばり強さに欠けるこ£、生活指導

面からは、基本的な生活習慣がきちんと身についていない等の特色をもっ。

そ乙で本年度は、社会科学習の指導法を研究テーマにとりあげ、児童自らが、学習課題に意欲的に

とり組み、すすんで問題解決する力を身につけられるよう全職員で指導にあたってし、く。

また児童の自主性、協力性を培うために、特別活動を中心として、児童集会、たてわり活動等を通

して異年令集団のかかわりを持つ乙とによって思いやりのある心の豊かな児童を育て、人間性豊かで

うるおいのある学校づくりをめざしている。

基本的生活習慣の育成にあたっては、生活指導委員会を核として教師の共通理解を深め、 一貫した

教育方針で指導にあたるようつとめている。そして乙れらの指導方針については、学校学年だよりは

もとより、保護者会、地域懇談会、運動会等あらゆる機会を通して家庭・地域へ広めてし 1く。

幸い本校は創立115年の歴史と伝統を持つ学校であり、 PTAとの結びつきも強い。今後、教師・

保護者・地域住民とーそう連携を深めながら本校の教育の充実を図っていく。

8. その他(教職員の研究歴)

よ々 全 研 qブ~ 員

波多野坦(45・国語)

2 富田洋子(52・社会)

3 田森侍詮(48・国語)

4 飯田 国代(60・特活)
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学校名

所在地

電話

順路

児童数

校長氏名 上山洋一郎

1. 沿革の概要

昭 34. 4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

6. 8 第1期工事完成新校舎にて授

業開始(拐在地)

昭 35. 9.13 第2期工事完成2部授業解消

昭 36. 5.31 第3期工事完成

8.28 大プーノレ、小プーノレ竣工

昭 38. 2.20 校章制定

昭 39. 3.11 校歌発表会

3.25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭 40. 4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭 42. 2.23 都、市研究協力校発表会

昭 43. 5.20 体育館竣工

昭 44. 3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50.4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3.31 校舎全面的改修着手

昭 54. 3.31 校舎5教室改修

昭 55.3.31 校舎5教室改修

昭 56. 3.31 校舎6教室改修 (H校舎)

給食調理室サッシ改修(外側)

昭 57. 3.31 校庭側旧校舎サッシ改修(外側)

音楽室マド改修

昭 58. 3.31 南側旧校舎サッシ窓改修(1階)

H校舎2階廊下サッシ窓改修

昭 59. 3.31 H校舎1階廊不サッシ窓改修

理科室改修、玄関ドア取付

キューピクル取替、給水管理設

全面取替、校舎南側生垣にする

日野市立日野第五小学校

日野市多摩平6-21-1

0425-81-0407(代)・ 0445

豊田駅北口より京王パス 日野駅行き
五小前にて下車徒歩3分
甲州街道を通るパス(京王・都)に乗
り日野自動車工場前下車徒歩5分

男 391名女 345名計736名(病弱児4) 

教頭氏名 信夫清 彦

昭 60. 3.31 体育館床研磨とボーダーライト

取付、 第二音楽室改修

昭 61. 3.31 渡り廊下屋根取替 2年 ・高学
年校舎雨もり防止、 プール・ 東

側防球フェンス工事

昭 62.9. 校舎新築本決まり

4. 歴代校長

氏名 年月~年月

増島光一 昭 34. 4. 1，..._，昭 36. 3.31 

浦上増太郎 昭 36. 4. 1，..._，昭 39. 3.31 

福寿文雄 昭 39.4. 1，..._，昭 42. 3.31 

星野正男 昭 42. 4. 1，..._，昭 47.3.31 

荒井一男 昭 47. 4. 1，..._，昭 49. 3.31 

三井知夫 昭 49. 4. 1，..._，昭 52. 3.31 

多昌直之 昭 52.4. 1，..._，昭 56. 3.31 

田中光一 昭 56. 4. 1，..._，昭 60. 3.31 

上山洋一郎 昭 60. 4. 1，..._，現在

3. 地域の概況.

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。乙の一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道20号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近には日野自動車など4つの大会社があり近

代工業地域に接している。

団地内は公園、緑地、広場などが整備され立

木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地として

よい教育環境となっている。
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4. 教育目標<最後までねばり強く>

心身ともに

強健で

自主性と創

造性lと富み

勤労の責任

を重んじ

規律正しく

協力して

社会生活花
貢献する児
童の育成を
期する

心とからだを

きたえます

よく考えて学

びます

みんなで力を

合わせます

5. 本年度の重点目標 「みんななかよし、楽しい学校をつくります」

6. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

oひとりひとりの児童の基礎学力の伸長を期するために、指導計画の検討、教材研究、授業研究

を十分行い児童の思考過程を重視しながら指導にあたる。特花、算数の研究を核にすえ、児北

の興味や自発性を喚起し、学習の意欲づけと互いに励まし協力して学習する態度を育てる。

イ.道徳

o本年度の重点目標の具現化を図るため、特iと本校児童の実態に即して、③整理、物・金銭の活

用 ④自主、自律 ⑤自由、 責任 ③不とう不屈 ⑨思慮、節度 ⑬親切 @寛容 @勤労の

8項目を強調し、道徳的心情を深化して、道徳的実践力のある児童の育成に努める。

ウ.特別活動

o毎週一定時程に設定し、学級会活動、委員会活動、クラブ活動、学級指導の実践を通して、集

団の一員としての自覚を深めるとともに、 自主性、自治性を育て、協力的態度をも った個性豊

かな人間形成に努め、 実践力を育成する。

(2) その他の活動

o創意を生かした教育活動として、 1----2時間の集会活動を企画し l年----6年のたてわり活動、兄

弟学級の場を設定し、重点目標の達成を図る。

o毎週火曜日を「学級の日」とし、各学級、学年で年聞を通した計画をたて、個人指導、教育相談、

花づくり、集会活動などを行う。

(3) 生活指導・進路指導

o教育目標の具現化を図るため、重点を「力を合わせてなかよくしよう」とし、毎月の目標・具体

的方法を設定し計画・実践・評価のサイクノレの中で、徹底を図る。

o進路については、児童の個性や能力の伸長・生涯教育などの立場から中学進学・将来の希望など

について、道徳・特別活動の中で指導する。

(中学に対する不安を解消し、希望をもって進学するように留意する。
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。「五小の子ど、もの一日」の児童用カードの指導を通して、学校および社会生活における基本的行

動様式や望ましい生活習慣を身につけさせる。

o安全指導・避難訓練は、年間 11回実施し徹底を図る。

o美化デー・安全点検日は年間 11回設け、校舎内外の清掃・危険個所を除く。

o生活指導全体会(年間3回)職員会議・土曜職員朝会で生活指導・教育相談・心身障害見叫噛・

指導について協議し、共通理解を図る。

7. 本年度の研究主題

学習意欲を高める指導法の研究(算数)

8. 本校の特色

住宅公団の進出に伴ない、新しい建築様式により建設された。 当時は少ない児童数と広く静かな校

域の中で理想的教育活動をめざしていた。しかし児童数の急増により、 8回に亘る増改築を行ない様

相は一変したが、校地内には手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよう環境

の整備ができている。児童は身長が高く胸囲が狭いという都市型の体位のものが多く、肥満児は最近

減少している。学校では、地域や児童の実態に即し、創意をもって日々実践し、成果をあげている。

本年度は特に、心身ともに健全な児童の育成をめざし、望ましい基本的行動様式の習慣化・定着化

をめざし、指導の徹底を図るため「みんななかよし、楽しい学校をっくります」を重点目標にと り上

げた。さらに具現化させるため、 学級の日や学校行事では体力づくり・運動会 ・音楽会・演劇教室や

兄弟学級による教育活動を設定した。

o各学年では発達段階に応じ、学習意欲を高める指導法の研究を主題に校内研修活動に力を入れ、自

主協力学習を進めていく。

o火曜日に学級の日を設け、児童相互、児童 ・教師相互の交流を通じ、教育相談・個別指導 ・創意あ

る教育活動を実践していく。

o兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想、を大切に、 ミニハイキング・七夕行事等を通じ、 最後ま

でねばり強い活動を推進させる。

o体力調査を基に、児童が自分の目標をもって、最後までねばり強く挑戦する児童を育成する。

9. その他(教職員の研究歴)

ヤ々 さ 研究員 開発委員 道徳助言研 研究 生 海外波遣

上山洋一郎 北野 義昭 上山 洋一郎 信夫 清彦 上山洋一郎

( 42道徳 〉 ( 60図工) ( 42・44) ( 57体育 ) ( 48ヨーロッパ〉

2 
信夫 清彦 信夫 清彦

( 57体育〉 ( 60アメリカ )

-86-



学校名 日野市立日野第六小学校戸

所在地 日野市多摩平3-2 1 

電 言言 0425-81-4686・0366

JI国 路 京中央王線パ豊ス田駅小西北六口裏下車門下徒車歩3分13分

児童数 男 31 1名女 341名計652名
手えと

校長氏名 清水七郎 教頭氏名 増賀従男

1. 沿革の概要

昭 39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置児童 l 年~3 年

7学級263名

昭 40.4. 1 日野第六小学校として開校

1 4学級児童数515名

教職員21名

9. 6 プール完成(6コース 25m)

昭 42. 2.21 校歌の発表会

昭 43.2.22 児童の体力づくりの研究発表会

6.19 南校舎(普通教室 11、職

校長室)完成

昭 45.2.28 屋肉体育館完成

3.16 落成式挙行(学校、 PTA共催)

昭 47.2.28 正門前舗装、北西門取付

3. 「児童の社会佐清成の完謝岸尊」

発表(市研究協力校)

4. 「考えさせる授業への手だて」発足

昭 49.4. 南校舎3階増築(普通教室5、

音楽室、管理室4) 

5. 南門完成

10.26 給食調理室増改築完成

昭 50.3.18 4 9年度都愛鳥モデソレ校に指定

6.28 開校十周年を祝う会

12.22 東京都選挙管理委員会より感謝

状を受ける。永年選挙ポスタ ー

コンクールに協力したため。

昭 52. 1.10 体育倉庫完成

4. 1 日野市旭が丘小学校分離

昭 54.9. 北校舎非常階段完成

昭 56.11.18 六小こどもまつりの実施

昭 58.11.26 展覧会開催(昭和42年以来日

27 年ぶり)。

昭 58. 3. ~ 体育館屋根等の塗装、大プール

昭 59. 7. 

8. 

昭 60.3. 

昭 61. 9. 

12. 

昭 62.7. 

昭 63. 3. 

2. 歴代校長氏毛I

氏 名

加々美良英

峰岸敬次郎

新海圭ニ

安積利治

光永久夫

石井ニ士

清水七郎

3. 地域の環境

ビニール張り、南校舎内装改修

北校舎廊下の張り替え

中庭の舗装及び排水溝の整備

小フ。ールのフ。ーノレサイドモルタ

ル舗装改修

北校舎窓枠交換工事完成

校庭南側生垣完成

飼育小屋の改修

体育館K体育倉庫と便所を用設

年 )j ~ 年月

昭 40.4. 1........昭 43. 3.31 
昭 43.4. 1........昭 46. 3.31 
昭 46.4. 1........昭 50. 3.31 
昭 50. 4. 1........昭 53.3.31 
昭 53. 4. 1........昭 5T 3.31 
昭 57. 4. 1........昭 62. 3.31 
昭 62. 4. 1........現在

日野市開発の先駆けとなった多摩平団地と静

かな住宅地域の中に位置し、近くにコニ力、 富

士電機、帝人、千代田自動車等の工場がある。

飛行機の騒音はあるが教育的環境は比較的よい。

4. 教育目標

(1 )学校の教育目標

本校の教育は法規に基づき、地域社会の特

性をふまえ、次のような児童の育成を目ざす。

o身体と心をきたえる子

o考えながら学ぶ子

oみんなと仲ょくする子

。がんばりぬく子

o進んで働く子
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o生きものを大切にする子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

7. 教育活動全体Kわたって、特Kがんばりぬぐ力と進んで働く態度を育てるととK重点を:}j><。

イ.各教科・道徳の指導については、考えながら学ぶ態度の育成をめざして、協力教授組織「ふれ

あう授業Jの特性を生かした実践をすすめていく。

ウ.特別教育活動を児童の主体的創造的な活動の場とし、協力しあう人間関係を育てる。

エ.たくましい体と心をきたえるために、全校的な行事や日常的な実践活動を企画し、研究をすす

めていく。

オ.愛鳥モデ〉ル校の指定を生かし、日常的な活動に取り組み、児童が生きものを大切にする心を養

うとともに、生命の大切さについても考えさせる。

カ.教育目標を達成するためK、父母bよび地域の連携を深めるo

5. 本年度の指導の重点

(1)各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o授業研究「みずから学ぶ子どもを育てる指導法の研究」を追求する。特に国語科を中心とし、

読むととK重点を台〈。

o子どもたちのつまずきをなくす授業を学年を中心に研究していく。また、目標をもってやりぬ

く力を育てる。

o基礎学力の充実をはかり、学習に遅れ気味な児童に対し、個別指導を図る。

イ.道徳

O 心ゆたかで、助けあい、認めあう、人間関係の育成をめざす。

o進んで、はたらき、最後までがんばる態度の育成をはかる。

o生命の尊厳についての意識を育てる機会を多くする。

ウ.特別活動

o児童会活動を楽しい学校・規律ある生活をめざす児童の主体的な場とする。特に委員会活動、

学級会活動との関連を重視する。

0学習集団の活動を育成し、進んで働けるよう左場を多くするO

oたのしいクラブ活動をめざし、児童の主体的な活動を大切にする。

(2) その他の活動

0 たてわり集団を組織し、異年令集団K台ける助け合いや遊びの機会を多 くもつ。

o児童の創意を大切にし、自発的に参加できる行事を企画実践する。

(3) 生活指導・進路指導

oがんばりぬぐ力と進んで働〈態度を育てるとともK、基本的左生活習慣の定着をはかる。

o児童の個性を理解し、ひとりひとりの心身の発達に応じた指導をはかる。

o 心身に障害のある児童に対し、共通理解をはかり、学校全体で見守り、育成にあたる。

6. 本年度の研究課題

今年度授業研究のテーマを「自ら学ぶ子どもを育てる指導法の研究」と定め、国語科を通し一人一

人の児童の読む・聞く・話す力を深める研究をすすめてし、く。又日常の学習態度を育てるために、特

に「聞く乙とJの指導も全校で取組んでいく。
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7. 本校の特色

(1 ) 多摩平団地の造成に伴なって新設された団地校である。

(2) 児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強い。

(3) 父母の教育的関心は高く、父母会の出席状況はよい。

(4) 児童、教職員一体となって、花壇、自然林、情操池を作成し、学校緑化と環境整備に効果をあげ

ている。都の愛鳥モデル校となり野鳥の愛護にも努めている。

(5) iふれあう授業」として、協力教授組織を導入した指導を試みている。

(6) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

8. その他(教職員の研究歴)

よぐ空 研 ワプbし 貝 現代化委員 文部省中央研修

1 清水 七郎(47・学校経営) 清水 七郎(49・教育方出 清水 七郎(50) 

2 増賀 従男(56・国 語) 小板橋五佐男 (50・算 委わ

3 小板橋五佐男 (45・算 数)

4 伊勢 恒二(59.社 会〉
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡402番地

電 5古 0425-91-0409・0410

I1国 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩5分

児童数 男 234名女206名計 440名

校長氏名 石黒 健 教頭氏名 西国敦子

1.沿革の概要

明 6. 5 

明 11.11

明 20.4 

明 26.4 

明 34.4 

日月 42. 5 

昭 16. 4 

昭 22.4 

昭 27. 5 

昭 33. 2 

昭 34.4 

昭 37.10

昭 38.11

昭 40.12

昭 41. 3 

昭 44. 2 

9 

昭 45.4 

昭 46. 2 

4 

昭 48. 5 

昭 49. 4 

昭 52. 4 

三沢医王寺本堂を仮校舎として

開校、潤徳学舎と称す。

三沢701番地に移転し、潤徳

学校と称し校舎を新築する。

校名を滴藤耕寓等小学校と変更。

校名を潤徳尋常IJ惇校と変更O

校名を潤徳尋常高等付帯交と変更。

分学校昭景尋常小学校を廃止し、

落川分校とする。

校名を潤徳国民学校と変更。

校名を佳樹宣閏徒、小学校と変更。

創立80周年記念として、白鳥省

吾作詩、信時潔作曲の校歌を作

成する。

校名を日E羽田鵬小学校と変更。

給食調理室完成。

大・小プーjレならび、に更衣室完成。

校名を日野有望商恵小学校と変更

( 90周年記念式典挙行、記念事

業として水棲動物園、河川模型

完成)。

安全教育優良校として都教委及

び都学校保健会より表彰される。

現在地に鉄筋コンクリート三階

建防音校舎完成、落川分校廃止。

屋内体育館落成。

日野市立日野第八IJ半分離開校。
日野市立百草台小学校分離開校。

日野市研究協力校として「学級

指導の計画と実践」の主題のも

とに研究発表協議会を開催。

普通教室9教室、学校図書館増築。

開校百年記念式典挙行記念碑植

樹完成

日野市立南平小学校分離開校。

日野市立程久保小学校e分離開校。

昭 55. 9 

昭 56~57

昭 58. 2 

5 

昭 60. 2 

昭 61. 8 

昭 62. 1 

昭 62.7........8

昭 63.3 

2. 歴代校長

氏名

大拠~ß;古魯ïr~
覚井諦暁

和田作太郎

主方喜久対日

宮倉保五郎

小宮太之助

須崎和蔵

小宮嬬一郎

加藤菊次郎

佐藤良輔

沖倉 与一

荒木田大夫

小宮禰一郎

|平 杉蔵

矢沢久司

小泉栄一

広井博昭

重松正顕

鈴木慶蔵

赤坂克春

塚本 正

尾崎半次郎|
塚本 正 i

溝目木桂次

星野正男
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校庭整備完了。

校舎内の塗装完了。

研究発表会(国語)

開校110周年記念式典挙行。

研究発表会(全学級公民国語)

体育館バスケットゴール新設

(電動式)

プールのフェンス工事完了。

家庭科室、音楽室改修工事完成

プーノレ ・シート防水完成、 図書

室本館K移動 ・新設

年月~年月
創 立

明 9.12~明 1 1. 11 
明 1 1. 11~ 明 15.11

明15.11~明 17 . 2 
明17. 2 ~明 19.10

明19.10 ~明 20 . 10

明20.10 ~明 3 1. 3 
明31. 2 ~明 34. 4 
明34. 4 ~明 36 . 1 
明36. 1 ~明 42. 4 
日月42. 4 ~ 明43. 4 
明43. 5 ~明 45. 3 
明45. 4 ~大 12. 3 
大12. 4 ~大 13. 3 
大13. 3 ~大 14. 9 
大 14.10~昭 3. 3 
昭 3. 4 ~昭 7. 9 
昭 7. 9 ~昭 14. 7 
昭14. 7 ~昭 22. 2 
昭22. 2 ~昭 27. 9 
昭27.10~昭 37 . 3 
昭37. 4 ~昭 4 1. 3 
昭41. 4 ~昭 43. 3 
昭43. 4 ~昭 47 . 3 
昭47. 4 ~昭 5 1. 3 



3. 地域の環境

昭 51.4 .......昭55. 3 

昭 55.4 .......昭O1. ~3 

昭 61.4 .._.昭62.3 

昭63.4 .._.現在

南に多摩丘陵が連なり、北は浅川が流れ、東西に田園が広がり、自然環境には恵まれていたが、最

近急激に団地や住宅がふえ、ベッドタウンとしての様相を呈するにいたった。

東西に走る川崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践女子大学、明星大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動尊、多摩動物公園、多摩テック

等の行楽に高幡不動』駅を中心lとその乗降客でにぎわっている。

4. 教育目標

敬愛

自由

勤労

oわかるまで考える子

。すすんではたらく子

o思いやりのある子

。からだをきたえる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

人間尊重の精神に徹し、心身ともに健康で人間性豊かな児童の育成をめざして、教育目標を達成

するために特に「自主的に問題に取り組み、やりぬく子どもを育てる」ことを指導の重点として、

生涯Kわたる学習の基礎を培う教育を推進する。

① 児童の実態に即して具体的な学年・学級目標を設定し、その具現化をめざして学年・学級経営

を充実する。

② 教育活動全体を通して、児童が主体的・能動的に参加できるように配慮する。

③児童が主体的に学習する能力の育成をめざし、授業研究を推進する。

④ 保護者、地域との連携を深め、教育内容の充実Kつとめると共K開かれた学校をめさ.すO

5. 指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童ひとりひとりの能力や特性を大切Kし、児童が主体的K学習する授業の実現をめざし、

生涯を通じて学ぶ力の基礎を培う。

o児童自らがめあてをもって学習Kとりくみ、成就感を味わえる指導をめざす。

0教材研究K努め、児童の思考過程Kそった指導、自己評価の効果的活用左どを通して、基礎

的、基本的左内容の定着を図る。

。多様在学習方法の開発、体験的学習の工夫、教材教具の活用等を通して、学習効果を高める

o健康でたく主しい体力づぐりをめざして体育指導を充実する。

イ.道徳

児童相互や児童と教職員との信頼関係を深め、児童が自らすすんでやりぬぐ道徳的実践力の

育成をめざし、充実した道徳指導を行う。

0 基本的行動様式を身Kつけさせ、 意欲的在生活態度を育てる。

。教育活動全体を通して、助け合い思いやるやさしい心を育てる。

o資料の効果的左活用を通して、道徳の授業の充実を図るO
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ウ.特別活動

児童の自主的・実践的態度と連帯感を培う乙とをめざし、集団活動へ積極的に参加する意欲

を育て高める。

o学校生活に対し、すすんで考え、主体的に解決しようとする態度を育てる。

o集団活動の内容や方法をくふうし、児童の自己表現の場を多くとり入れる。

0児童活動・学校行事等へ参加する乙とをとおして、互いに認め合い助け合う人間関係を育てる。

(2) その他の活動

明る〈充実した学校生活の実現をめざし、創意を生かした教育活動を推進する O

・学年を越えたたてわりの交流Kよって、社会性や連帯感を育てる。

。奉仕的・勤労体験の場をとむして進んで働き意欲的K物事をやりぬぐ態度を培う。

「読み聞かせjの時間を設け、 豊か左情操を高める。

・地域の豊か左自然や文化K親しませ、自然や文化を大切Kする態度を育てる 0

・中国帰国子女を温かく受け入れ、国際理解の教育をすすめる。

(司生活指導・進路指導

心身ともK健全左児童の育成をめざし、指導態勢を整え、全職員の共通理解をもとKして徹底

した指導K努めるO

-教師と児童、台よび児童相互の心のふれあいを大切Kし児童理解を深める。

-教師と児童との信頼関係や児童理解Kもとづき、児童の個々K応じた指導K努めるO

・学校生活Kかかわる望主しい基本的生活習慣の定着化を図る。

。児童の健康と安全を確保し、危険防止K努めるO

・父母なよび地域との連携を深め、協力して指導KあたるO

6. 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究(社会)

7. 本校の特色
創立 115年の歴史と伝統をもっ学校である O 潤徳小を母校とする父母、新しく住居を構えた父

母、集団住宅K住む父母等がなり、教育K対する関心や意識が多様であるO

@保護者、地域との連携を強め、教育力を高め、児童の健全育成Kつとめている。

。一つ一つの教育活動、経営の意義を全職員で共通理解し、教育目標の具現化Kつとめているo

8. その他(教職員の研究歴)

研究生 |開 発 |その他

石黒健 (50体育) I西田敦子 (60家庭)I西田敦子 (5 海外派遣)
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学校名 日野市立平山小学校

所在地 日野市平山 4-8-6

電 2吉 0425-91-4123・0512

)1国 路 京王線平山城祉公園下車徒歩7分

児童数 男 307名女283名 計 590名

校長氏名 蓮池守一 教頭氏名 土方邦男

1. 沿革の概要

明 6. 5 

明 17.

明 35. 5 

明 41.

昭 16. 4 

昭 22. 4 

昭 32.2 

昭 38.11

昭 42. 5 

昭 46. 3 

昭 53. 4 

昭 57. 8 

昭 58. 5 

8 

昭 59. 1 

11 

昭 60. 3 

8 

昭61. 7 

昭 62. 1 

宗印寺を仮校舎として開校(真

心学舎とし、い修業年限は8カ年)

平山598番地に新築移転

昭 62. 本館北側窓アルミサッシK改修

工事本館防火シャッタ-j:，~ よ

び扉改修工事本館外壁全面塗

装工事

校名を平山尋常小学校と改める。

校名を平山尋常高等小学校と改

める。

2. 歴代校長

尋常科を6カ年、高等科を2カ

年とする。

国民学校令の施行により七生村

立平山国民学校と改める。

新学校教育制度の実施により七

生村立平山小学校と改める。

日野町、七生村合併により日野

町立平山小学校と改める。

市制施行iとより日野市立平山小

学校と改める。

平山 4-8-6に移転する。

滝合小の新設に伴なう学区変更、

平山小学校は浅川の南側の地区

となる。

平山台1J'O湾局交に伴なう学区変更、
平tlOtfと京王住吉也区を分離する。

校舎窓、屋上、体育館内部補修

開校110周年祝賀式典挙行

ヰ華街朝日臓部特時閣ヒ但隠取替

本館北非常用階段設置

体育館外壁改修

第二幼稚園移転校庭拡張

教室廊下側窓改修

正門改修

校庭整地

-93-

代

初

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

氏 名 年月~年月

フ、Z刃Fζ 義 伯 明 6.5'""明 12.1 

大沢教之助 明12.1 '""明20.3

石井芳丸 明20.4 '""明30.5 

吉永信丸 明30.6 '""明35.5

小宮蒲一郎 明35.6 '""明45.3

古屋障司 明45.4 '""大 2.5

勝又 房太郎 大 2.5 '""大 4.5 

平 杉蔵 大 4.6'""大 9.3 

上田富弥 大 9.4 '""大 15.3 

杉山喜知太郎 大15.4 '""昭 6.3 

石川雄丸 昭 6.4 '""昭 11.2 

鳥羽照司 昭11.2 '""昭 13.3 

石谷倉太郎 昭13.4 '""昭21.3 

飯塚 '節= 昭21.3 '""昭22.3 

田宮五郎右衛門 昭22.4 '""昭28.3 

森久保惣治 昭28.4 '""昭34.3

高橋本義 昭34.4 '""昭37.3 

加々美良英 昭37.4 '""昭40.3

後藤正太 昭40.4 '""昭42.3

安積利治 昭42.4 '""昭47.3

小野 晃 昭47.4 '""昭51.3 

深沢真人 昭51.4 '""昭55.3 

林 元美 昭55.4 '""昭58.3

伊藤智 章 昭58.4 '""昭61.3 

蓮池守 一 昭61.4 '"" 



3. 地域の環境

(1) 浅川と多摩丘陵K挟主れ、西は八王子市K接する平地、田んぼ、知!吟の良地もいく らか残り

自然K恵主れた環境である。

(局 近年は、団地、都営住宅、造成地住宅が建造され、学校周辺は農地の区l画整理もすすみ、道

路や橋も拡張され市街化されつつあり、他地域からの転住者が多い。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校は、教育基本法及び学校教育法を基本とし、平山ノj、学校の地域的特性、児童の実態K基

づき次の教育目標を定める。

健康安全教育の充実 o健康で明るい子ども

基礎学力の充実 o工く考えて 最後主でやりぬく子ども

自主性の育成 o進んでよよい ζ とをする子ども

。力を合わせて働く子ども

在台本年は、 「よ〈考えて最後までやりぬく子ども」の育成を重点とする。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

児童一人ひとりが、個性・能力を発揮し、自己の目標K向か つて主体的K行動する意欲と、

最後主で粘り強くやD抜〈実践的左態度を育てるための教育課程の編成と実践K努める。
o強い意志と丈夫左体力づくりをめざし、児童が自ら目あてをもって、継続的K取り組める指

導法の工夫と環境整備K努める。

o自ら進んで学習する態度を養い、各教科等Kむける基礎的 .基本的内容を確実K身Kつけさ

せるためK、教材研究を深める学年会を重視する。

。集団の一員としての自覚を高め、児童の自主的.実践的態度を身KつけさせるためK特別活

動や、その他の体験活動を充実し、変化K富んだ魅力ある学級、学校づぐりをめざす。

。教育活動全体を通して、自然、や人との触れ合いを深め、人権尊重の教育と、思いやりのある

心の教育の充実を期していく。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科.道徳・特別活動

ア各教科

o児童一人一人の基礎学力の定着をめざし発達段階・個K応じた指導法の研究K努める。

。児童自らが考え、課題K向か うて努力してい〈主体的学習の開発K努め、思考力と探求的

態度を育てるo

。指導内容の精選を図り、系統化と組織化K工り、楽しく豊か左授業の創造K努めるO

在台本年は、国語科作文指導を通して「生活を見つめ考える力」を育てる指導法の開発研究

を行う。

イ道 徳

。教育活動全体を通して、思いやbと自己抑制力をもった、心の教育K努める。
o社会の一員としての役割を自覚し、相互K認め合い、協力しあってい〈実践的態度を身K

つけさせる。

。基本的行動様式の定着化と、社会生活規範の確立K努める。

ウ特別活動

。児童の実態、学年の発達K応じた指導を適切K行い、楽しい学校づくり {c11 .r j 0 
。児童の主体性・創意性を生かした委員会活動、クラブ活動を泊 I (1'1 t 的、夫践的態度を
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育てるo

(2) その他の活動

o児童が主体的・創造的K取り組む集会活動を活発化し、学校生活K変化と潤いを持たせる。

0 学級の時間を設定し、教師と児童、児童相互の触れ合いを通して、人間関係を深める。

。地域の特性を生かした勤労体験学習の機会と場が持てるよう KするO

(3) 生活指導・進路指導

o学習.規律.遊びの三分野Vてわたって、生活の基本目標を学年どとK立て、基本的行動様式と

社会生活規範の確立を図る。

0 自己を確立し、社会・集団の一員として、希望を持って、明る〈強〈生きる力を、身Kつけさ

せる。

o日常の行動の中で、正しぐ判断し、行動できる子ども、友達を大切Kする子どもを育てるO

o生命尊重.人間尊重の精神を基本とした、安全教育K努めるO

6. 本年度の研究主題

国語科作文指導を通して 「生活を見つめ考える力」を育てる指導法の開発研究

7. 本校の特色

(1) 本校は開校 110余年の歴史と伝統をもっ学校である。児童の中Kは曽祖父母、祖父母、父母

と4世代Kわたって在校した者もある。学校周辺の開発が進み新しく居住する者も多い。したが

って地域からは多様左要望が多〈、また、期待も大きい。との中で古き良きものを大切Kし、新

しさを求め、良い校風をつぐるととK励んでいるO

(2) 児童は素直であるが、やや主体的左活動力を欠き、ねばり強さが少左い。 r最後主でやりぬく
子」を、教育目標K定め教育をすすめているO

(3) 校内Kは、 130m'余りの広い花壇がある。 とれを最大限K生かし、情操豊か左児童の育成K努

めている。

8. その他(教職員の研究歴)

険寸想 研究生 研究員 海外派遣

1 蓮池守一 (46教育法〉 蓮池守一 (43社会) 蓮池守一 (62アメリカ)

2 末次久利 (57算数)

3 加藤和俊 (57理科〉

4 松尾けさ美(62学校保健)
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ー・4

学校名 日野市立日野第七小学校

所在地 日野市神明 3-2

電 3吉 0425-83-3907・3908

)順 路 ]R 中央線日野駅下車徒歩約 10分

児童数 男 334名女 350名計684名

校長氏名 小幡 建 教頭氏名 片岡千寿子

1. 沿革の概要

昭 48. 4 

6 

9 

12 

昭 49. 3 

4 

昭 52.4 

10 

昭 53.4 

5 

昭 54. 4 

昭 55. 4 

昭 56.4 

昭 57.4 

昭 58.4 

日野市立日野第七小学校として

開校。 12学級児童 384名

トラックを除〈運動場全面K洋

芝の植付vto

校章制定

校旗制定

校歌制定

日野市立日野第七小学校 「校舎

体育館落成記念式」及び「校歌」

発表会

3月1日を開校記念日K制定

第 1回卒業式 45名卒業

開校2年めの入学児童 77名

開校5年め入学児79名、 13

学級と在るO 教室不足のため、

プレハプ2教室増設

校舎の増築工事着工

学級数14と在るO

増築工事竣工普通教室 6 図

書室 1教室

第 7回入学児童 93名

15学級と在るO 職員 23名

第8回入学児童 111名

1 7学級と在る。職員24名

第9回入学児童 128名

転入児童 2年以上82名

18学級と在る。職員25名

第 10回入学児童 128名

19学級と在るO 職員26名

第 11回入学児童 107名

増築工事竣工、普通教室4、教

材室等3、昇降口、便所

創立10周年記念式典

昭 59.4 

昭 6o. 4 
昭 61. 4 

昭 62.4 

昭 63.4 

2. 歴代校長

氏 名

第 12回入学児童 123名

第 13回入学児童 120名

第 14回入学児童 106名

第 15回入学児童 103名

第 16回入学児童 115名

年月 ~ 年月
初代 星野武之 4 8.4.1 -- 5 2.3.3 1 

2代 上野正彦 5 2.4.1 -- 5 6.3.3 1 

3代 梅田 茂 5 6.4.1 -- 58.7.2 7 

4代 和田国平 58.9.1 --63.3.31 

5代 小幡 建 63.4.1 --現 在

3. 地域の環境

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞいに徒

歩で約 10分。日野台地K設置されているO 本

校の所在地は、日野市神明Kあり 、校舎の周囲

は、住宅が建ち始め、昔ほどの緑は眺められ左

く左ヮているO

屋上K登ると、南Uては多摩丘陵、西Kは秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀麗が眺めら

れる。また、との日野台地Kは、遺跡、が発堀さ

れるという。 まととK環境K恵主れた場所K設

置されているO

本校の児童の約 60婦は中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地K居住しているO との地域は

とと 10年余りの間K、旧甲州街道ぞいK急、K

増設されてきた新興住宅地帯で、都営住宅・分

譲住宅が主である O 尚本校のj弔問Kは、大学、

市庁舎、消防署と、 子どもが学習するK最適の

地域として恵主れている。 しかし、最近、南側

を東西K走る道路の交~ül ， tの ピ ークが、児童の
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登校時刻と合致し、しかも中央線を主たぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的K多いととから、交通事

故発生の心配があるo

4. 学校の教育目標

人権尊重の精神を基調とした、心身ともK調和のとれた人間性豊か左児童の育成を目指し、次の

教育目標の具現化K努める。

o自分の力で考える子

。思いやりのある子

o力いっばいやりとなす

oじようぶ左体をつくる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

ア 生涯学び続ける児童の育成を目唱し、各教科等の基礎的・基本的内容を身Kつけさせるo"_ 

イ 学校教育活動の中核を在す、授業め充実を図り、児童の個性や能力K応じた指導法の改善

K努める O

ウ 児童が自ら学び活動するととKよって、将来自己表現を図れる基礎を養う。

エ 心身ともに健康で、た〈主し〈 生き、互K心のふれあいを大切Kするととを通して、心豊

か左思いやりのある児童の育成を図る。

オ 地域K根ざした教育活動を通して「心のふるさと」と在る学校、郷土の形成者としての資

質を養う。

5. 本年度の指導の重点

本年度の焦点目標 「思いやりのある子」

(1) 各教科

o基礎的・基本的事項を身Kつけさせるために、学習指導の充実をはかる。

。児童が自ら学ぶ学習活動のあり方をくふうする。

o授業の充実をめざし、教育環境の整備K努め、活用をはかる。

(2) 道徳

o全教育活動を通し、 思いやりの心を育てるととKよって、人間愛への高揚K努める。

。道徳時間の充実をめざし、 自主 ・自律 ・寛容 ・友情 ・感謝 ・協力・ 動植物の愛護を特K重点項

目とした指導を進めるとともV亡、実践力を育成する。

(め特別活動

学級会活動を基盤とし、児童会活動 ・ク ラブ活動への一人一人の参加意識を高めるととKより

自主的左態度と、思いやり のある心を育て、健康で明るい充実した学校生活をむくらせるO

(心その他の活動

oたてわり班での活動を通して児童の連帯意識を育てる。

o特別活動との関連を図り左がら、七小児童の一員としての意識を高める。

(司生活指導・進路指導

ア生活指導

o基本的左生活習慣を身KつけさせるとともK、相手の立場を考えて行動できる児童の育成K

努める。

o I思いやりのある子」を育てる生命尊重の教育を推進し、児童の健全育成をはかる。
o全教職員が共通理解のもとK校内、校外の生活指導の徹底をはかる。

o校外生活指導の充実をはかるとともK、父母・地域の協力を得、連帯感を高めるO

。小学校・中学校の連携を密忙し、生活指導のいっそうの充実をはかる。
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イ 進路指導

。児童理解K努め、児童が自己の 性を自覚できる 工うK援助する。

6. 本校の研究課題

「思いやりのある子を育てる生命尊重の教育」 一一 性教育を通して 一一

o七小の性教育の目標を更K明確Kして内容を充実させて授業研究をしていく。次年度K向け

て、教育過程、指導計画を見直し総合的在プランを考え具現化して行く事Kも着手する O

o低、中、高の三分科会を構成し、授業研究を中心K研究をすすめるO

7. 本校の特色

(1) 中規模校の特性を生かし学校づくりを進める。知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を進め

るためK、児童、教師相互の交流を創意ある教育活動を通して深めていく。

(2) 学校環境を より充実させる。学校が整えるべき学習環境及び自然環境充実のため、七小校地

内児童クラブ移築Kより芝を左〈し、池、学級閣を造bかえ、環境保全のための全体計画を作

成し、実施KとりくむO

8.その他

研 究員 | 開発委員 | その他。海外派遣 i 道徳助言研
小幡 建 (53)1小林博司 (61)1小幡 建 (57.短期)1片岡千寿子 (55.59.60)

片岡千寿子 (57)

小杉博司 (57)
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学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市=沢200

ER腎Z 5古 0425-91-2411・2412

!順 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

児童数 男288名女 305名計 593名、，
校長氏名 草苅和志 教頭氏名 江口耕一

1. 沿革の概要

昭 44. 1. 2 開設が決定。工事に着手。

4. 1 八小関係の教員並に児童を分離

し、授業を開始。

8.16 日野第八小学校開校。

校長 金子武夫 教頭長井新

次郎着任

教諭16名 事務主事l名が補

せられる。

9. 1 4 1 5名の児童に転入学通知が

出されたが、校舎未完成のため

そのまま潤徳小で授業を行う。

11. 1 開校式を挙行。開校記念日と決

定。

11. 25 校舎落成祝賀式挙行。

昭 45. 1.15 公募により校章決定。

4. 1 1 4学級となり、プレハブ2教

室増築。

7.15 校旗ができる。

7.16 25m 6コースのプーノレが完成

し、プーノレ開きを行う。

9. 7 校歌完成。作詩米津千之、作

曲渡辺浦人。

昭 46. 4. 1 1 5学級プレハブ教室増築。

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する。

9.15 体育館工事着工。

昭 47. 2.15 体育館落成式を挙行する。

4. 1 プレハブ2教室増築。

プレハブ5教室使用。

6.20 西武百草団地入居のため250名

の児童転入。

昭 48. 3. 本校舎8教室の増築完了。
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昭 48. 5. 校地前程久保川の工事完了。

昭 49. 3. 1 校門が完成。

4. 1 学級増のため、プレハブ5教室

を使用。

8.15 プレハブ2教室が増設され、 図

書室、教材室として使用。

9.10 都市水道に切替え。

昭 50. 1. 20 校地拡張。西門整備完了。

2..20 第3期増築完了。普通教室6、

教材室2、非常階段、更衣室、

自転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板。

7.15 プーJレ市水切替工事完了。

10.25 体育館床塗替え。

12.20 砂防(10 x 8 m)完成。

昭 52. 4.16 プレハブ教室、調理室改修工事

完了。

昭 53. 4.15 プレハブ2階建工事完了。

教室8、図書室、音楽室として

使用。

昭 54. 3.31 プレハブ2階建 2教室増築工

事完了。

11. 17 開校十周年記念式典。

昭 55.3.31 三沢台小学校を分離。

プレハブ全教室を撤去。

昭 57.9.10 運動場全面改修完了。

昭 59. 8.31 防球フ ェンス (5x90m)完成

図書室 (2教室打抜き)完成

昭 60. 9.26 花壇防球フェンス(5x35m)完成

花壇増設(5x1.5m，3ケ所)

プール更衣室通路舗装

昭 61. 3.24 体育館屋根塗装・雨どし、エ事完了

8.27 体育館照明設備新設



昭62. 1. 31 プーノレ機械室改装

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

金子武夫 昭44.8'" 48.3 

岡本省吾 昭48.4'" 53.3 

古谷洋太 昭53.4 '" 5 8. 3 

溢谷義一 昭58.4'" 63.3 

l草苅和志 昭63.4'"'-現在

3. 地域の環境

学校は、京王線高幡不動駅と百草園駅の中聞に位置している。学区は東西に細長く、学校まで徒歩

で40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、田をつぶして住完・商居が建設され、都市化

が著しい。通学路の殆んどは、旧農道のため細長く曲がりくねっていて危険な所もある。

4. 教育目標

(1 )学校の教育目標

個性が豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざして、次のような子どもを育成する。

ア.健康でたくましい子

イ.深く考えやりぬく子

ウ.美しい豊かな心の子

エ.力をあわせはげみあう子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

7.教師と児童、児童相互の人間関係を深め、互いに尊重し合う教育を推進する。

イ.全教育活動を通して、強い心やたくましい体力を養うように努めるo

ウ.日々の授業の充実を図るために、学年会や教科部会など組織を生かした教育の実践に努める。

エ.家庭・地域との連携を深め、地域の実態にそくした教育活動を工夫するように努める。

オ.帰国子女の教育について方策を練り、子女の適応指導を進めると共に、児童の国際理解を深め

るo

カ.いじめの問題が起乙らないように、ひとりひとりの心を大切にし、児童理解に基づいた学級経

営の実現に努める。

5. 本年度の指導の重点、

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o教材を精選し、基礎的基本的事項が身につくように指導法の工夫を図る。

o学習課題をつかみ、課題追求の方法を工夫し、調べたり結果をまとめたり、考えを深めたりす

る学習方法を身につけさせ、学ぶ喜びを知らせ、学ぶ意欲を高めさせる。

イ.道徳

o人として生きるための基本的行動様式を身につけさせ、正しい判断力、実践力を高めさせる。

o自然を愛し、学校、郷土を愛する心を育てる。
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ウ.特別活動

o生きる喜びを味わわせるために、指導計画の見直しを常に行い、児童の創意工夫を生かせるよ

うにする。

o児童を学級会活動やクラブ活動等に積極的に参加させ、自主性、自発性を育てると共に望まし

い集団の育成を図る。

(2) その他の活動

o異年齢集団による諸活動で連帯感、責任感を育てる。

o特別活動との関連を密にし、練習、結果、交流の場を設け、所属感、充実感、成就感を持たせ

る。

o帰国子女の教育について、講師や担任が連携すると共に、国際理解のための行事を工夫する。

(3) 生活指導・進路指導

ア.正しい乙とばづかい、人との接し方を身につけ、物を大切にする心を育てるため、次の事項を

重点指導する。

o積極的にあいさつをする。

o友だち聞のことばづかいの乱れを直し、話をきちんとする。

o整理整頓、持ち物に記名をする。

イ.全教育活動を通し、個性を伸ばすように努めるo また、勤労意欲を高める指導内容を工夫する。

6. 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究」ー算数の文章題・作間学習の指導を通してー

7. 本校の特色

① 「きれいな学校JI明るいあいさつJI正しい乙とばJが、本校の努力目標である。そ乙で、広

い意味での教育環境づくりに力を入れている。

② 教師手づくりの各種遊具を使用しての体育活動や遊びを通して、子どもの体力づくりや創造性を

伸ばしている。

③ 4・5・6年の男女児童の特別サッカークラブ員が、早朝と放課後、教師の指導のもと練習に励

んでいる。サッカー技術の向上、体力づくり、健全育成の面で効果をあげている。

④ 昭和60年5月に東京都帰国子女教育推進校に指定された。主として中国引揚げ子女の適応指導と

日本語習得指導を行っている。昭和63年4月現在、 4名の子女が在籍している。

8. その他(教職員の研究歴)

伝寸き 研 qブhし 員 研 プ~ 生

草苅和志(49・国)

2 江口耕一(53・特活)

3 上野森良(49・国)

4 長沼正幸(58・理)

5 石岡房子(63・国)
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学校名 目野市立百草台小学校

所在地 日野市百草999

電 ~i5 0425 -91-0997 -0998 

順 路 京王線高幡不動駅より 百草団地行きパスにて

百草センター下車徒歩 5分

児童数男317名女394名計611名

校長氏名 草刈喜

1 .沿革の概要

昭44. 8. 2 校舎新築起工。

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校

として潤徳小学校内で授業開始。

昭45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新

校舎に移転開校する。 学級数8

児童118、教職員16、市職員 30 

6. 1 開校式挙行、 6月1日を開校記

念日とする。

9. 1 児童数 296名学級数11、教職
員17。

昭46. 3. 8 校旗・校歌発表会を聞き、 3月

8日を制定記念日とする。

3.25 第1回卒業式、卒業生34名。

4. 6 児童数604、学級数16、教職員23、

市職員 30 

4.30 校舎北側の埋立工事完了。

7.31 プール工事完了、大プール、小

プール、シャワ一、更衣室、機

械室竣工。

12.15 体育館新築工事着工。

昭47. 2.12 調理室火入れ式、調理開始。

3.25 第 2回卒業式、卒業生44名。

4. 6 児童数416、学級数 12、教職

員 18

6.17 体育館落成式挙行。

昭48. 3.24 第3回卒業式、卒業生43名。

昭48. 4. 6 児童数463、学級数13、教職員20、

市職員8

9.26 校舎新築工事開始。

昭49. 3.25 第 4回卒業式、卒業生39名。

3.31 増築 7教室竣工。

4. 7 児童数542、学級数16、教職員24、

市職員 9。

昭50. 3.25 第5回卒業式、卒業生48名。

教頭氏名 鈴本利恵子
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4. 7 児童数636、学級数17、教職員250

市職員9。

昭51. 3.20 増築校舎完成。(普通教室9、図

書室 1) 

3.25 第6凹卒業式、卒業生56名。

4. 6 児童数672、学級数17、教職員25、

市職員9。

昭52. 3.25 第 7回卒業式、卒業生77名。

4. 6 児童数738、学級数18、教職員26、

市職員9。

昭53. 3.25 第8回卒業式. 卒業生79名。

4. 6 児童数779.学級数20。

教職員28.市職員9。

昭54. 3.24 第9回卒業式、卒業生67名。

4. 6 児童数799、学級数21、教職員30、

市職員 90 

5.31 開校10周年記念式挙行。記念誌・

タイムカプセル作成。

10.31 校庭南側の階段上に正門落成。

昭55. 3.25 第10回卒業式、卒業生101名。

4. 7 児童数780、学級数21、教職員28、

講師1、市職員 9。

昭56. 3.25 第11回卒業式、卒業生95名。

4. 6 児童数730、学級数18、教職員25。

市職員9。

昭57. 3.25 第12回卒業式、 卒業/1.:102名。

4. 6 児童数702、学級数18、救職員25、

市職員 9。

昭58. 3.25 第13回卒業式、字決11.:1 11名。

4. 6 児童数665ザ:紋政IH、救峨員25、

市職員 J 。
H百59. 3.24 第141111i~. t.べ、 i'%:/1-:111名。

4. 6 川市計(;;1;1.i"VU'{ 1 H、教職員25、

"i ij~\ t l !I 



u百60. 3.25 第15回卒業式、卒業生115名。 2.歴代校長

4. 6 児童数647、学級数18、教職員25、

市職員 9。
氏 名 年月 日~年月 日

Ug61. 3.25 第16回卒業式、卒業生107名。 |前l木省吾 45. 4. 1 -48 . 3 . 31 

4. 7 児童数667、学級数18、教職員25、 村 rll 安正 48. 4.1 -51.3. 31 

嘱託1、市職員9。 山 中森 男 51. 4.1 -55.3. 31 

Og62. 3.25 第17回卒業式、卒業生92名。
竹内 音治 55. 4.1 -58. 3.31 

4. 7 児童数634、学級数18、教職員25、

嘱託 1、市職員9。
志賀頼治 58. 4.1 -59. 9. 8 

昭63. 3.25 第18回卒業式、卒業生1120 村松徹 二 59.10.1 -63. 3.31 

4. 6 児童数611、学級数 18、教職 草刈喜一 63.4. 1--現在
員 25、嘱託 1、市職員9。

3. 地域の環境

日野市の南東部にあって、多摩丘陵に造成された百草団地と梅が丘団地とが主な学区域である。

団地の内外ともに起伏が多く、まわりには緑豊かな、静かで・変化に富んだ高台がある。

眼下には、浅川がゆっくりと流れ、その向うには、日野市街に続いて立川ま で一望する乙とが

できる。近くには、多摩動物公園や百草園等があり、日曜日には、都塵をさけたりクレーションの人

々でにさ、わう。

自然にいだかれた、よい環境といえよう。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標、公教育の観点にたって児童の実態を基にこれからの時代に生きていくため

に身にっけなければならない目標として下記の 4つの教育目標を設定 した。

0元気な子ども o考える子ども
0働く子ども o 助け合う 子 ども
(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標の意義及び具体的実践について教師の共通理解を深める。

② 体力の向上をめざし、 子ども自らがきたえる場を設定して¥，)く 。

③ 基礎的 ・基本的内容をしっかりと身につけ、これをもとに考える力を育てるために子ども

の心の動きや個性 ・能力を大切にし、子どもの側に立った授業の充実をはかる。

④ 教育目標を総合的に達成するために、創意を生かした教育活動及び学級指導の時間の充実

をはかる。

⑤ 教育目標の父母家庭への浸透をはかり、理解を深めると共に、子どもの家庭の中での実践

化について協力を求める。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

児童自らが意欲的にとりくむ学習をめざして

0創意ある発問や課題の提示をはかる。

o体験や行動をとり入れた学習を大切にしてし、く。
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0教材や教具の活動をはかる。

o教職員の協力による授業研究をすすめる。
イ.道徳

道徳の時間だけでなく、 学校生活全体の中から問@をはりおこし、ひとりひとりの子ども

の心情にはたらきかけ、実践化につながる指導をすすめる。

ウ.特)5IJ i舌動
0児童の創意や発想を犬切にし、 YE寄り£自1効句lこ参加する学年の行事を相似(1守に企画推進する。
0児童会役員を中心とし、児童総会、代表委員会、学級会、 各種委11会など相互に連絡協力
し合わせることによって、指導効果をf高める。

(2) その他の活動

o月曜日5校時(1、 2年生)、 6校時 (3年生以上)を学年学級を中心とした創意ある教育活動の
時間とし、 学年または学級内の協力による児童の自主的な活動をすすめる。

o隔週木曜日の6校時(必要に応じて5校時)を全校児童を対象とした創意ある教育活動の時間
とし、ゆたかな人間性の育成を目ざす児童の自主的な活動をすすめる。

0体力増強に力を入れ、児童自らが自分の目標をもって達成への努力を重ねるようにしむける。

(3) 生活指導・進路指導

o学校全体を通して集団生活のきまりを身につけさせ、秩序ある安全な生活と協力の心を育てる。
o学校環境の美化、清掃活動への積極的参加をとおして、公共物を大切にする態度や勤労の精
神を養う。

0基本的生活習慣を身につけさせ、より良い社会人となることをめざす。

o指導を一過性のものとせず、評価と見届けを大切にし、成就感、満足感を味わわせるととも
に、定着化をはかる。

0児童の自主的・自発的活動を通して個性豊かな人間としての成長はかる。

6. 本年度の研究課題

「ひとりひとりを生き生きと学習にとりくませる授業の研究」

一一教科指導を通して 一一

7 .本校の特色

在学児童のおよそ90パーセントが、住宅公団百草団地から通学する児童であり、し、わゆる団地

学校である。そのため通学路は整備され、専門の遊歩道が通学路となり、安全性は極めて高いが、

学区域は狭い。変化を求め土のにお円に無限の魅力を感じているのが本校児童の実態である。

特色ある行事

0仲よし遠足

1 -6年の児童をたてわりグループにし、それぞれグルーフ。毎に徒歩遠足をする。

o遊ぴの週間
兄弟学級ごとに、異学年の児童がいっしょに遊ぶ。

8. その他(教職員研究歴)

研究員

1 |草刈喜一 (51.給食)

2 |高倉教行 (51.特活)1

3 |鈴本利恵子 (5仏国語)

4 l玉置順子 (61.給食)
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学校名

所在地

電 員舌

)1頃 路

児童数

校長氏名 有泉徹郎

1 .沿革概要

Ui144. 12.26 敷地購入(仮称第11小学校)

昭46. 3.31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ

校舎仮設使用。

4. 1 日野市立滝合小学校開校。

20学級編成(・教職員27名

市職員 6名

4. 6 第 1回入学式・始業式

4.30 運動場体育固定施設の設置

5.30 北校舎 (B棟)完成

6. 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足洗場完成

6.30 給食室竣工

7.20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花壇・池完成

12. 1 校章、校歌制定

昭47. 1.21 エルサドパドル国教育局次長視

安ミ
/"1、

2.20 体育館・校内通路完成

2.25 落成式

3.25 第 l同卒業式(卒業生78名)

ng50.2.18 体力作り研究発表

4. - 校庭植樹250本

[1251. 8. 動物園完成

3. 旭が丘小分離(児童201名)

4. 校庭内に学童保育所完成

6. プール補修工事

昭53. 9.26 校庭全面整備完了

11. 排水工事・避難設備完了

昭58. 8. 中庭舗装排水工事完了

昭59. 8.30 給食室タイル・壁修理完了

日野市立滝合小学校

日野市西平山 2-3ー 1

0425 -83 -5172・5173

京王線平山城祉公園下車 徒歩10分

男399名 女376名計775名

教頭氏名 酒井義明

昭61. 5. 6 体育館内工事完了

昭62. 1. 29 プールシート防水加工工事完了

昭62. 2. 6 シューティングボード工事完了

昭63. 8.31 A棟外装工事完了

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

峰 岸 敬次郎 IllH6. 4 - 50. 3 

鈴木英夫 Ils50. 4 - 53. 3 

梅田 茂 日目53.4 - 56. 3 

鈴木敏郎 昭56.4 - 59. 3 

野 口昭平 昭59.4 - 62. 3 

有泉徹郎 昭62.4 - 現在

3. 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南に

浅)11が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く 。

周囲に出畑が多く、屋敷森等ものこる回出!の中

に位置している。小鳥さえずりも聞かれ、冬に

は浅川周辺に数多くのわたり鳥がみられる。

しかし、学校周辺には数多くの住宅が建ちつ

つあり、児童数は多く、日野市の学校の1やでも

一二といわれるほどにな っ ている 。:~;::区域は、

中央線の南側、豊田駅の近くまでと広く、通学

時間で30分ぐらいの児童もいる。

近年、 学校前の道路を通過する自動車が増え

交通事故の危険は増大しつつある。

4.教育目標
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をふ主え、地域の社会特性・児童の実態を考え、次の目標をめざして行う。

ァ.健康でたくましい子ども(体と心の健康)

イ.勉強K努力する子ども(本気で取り組み根気よく努力〉

ゥ.進んで協力し実行する子ども(みん左仲よく心のふれ合い〉

エ.生きものを大切Kする子ども(思いやりと信頼)

・学校の教育目標を達成するための基本方針

ァ.学校目標を日常の指導K生かしていくためK、学年・学級の実態、児童の発達段階K即した

具体的目標を設定し、日々の実践活動を進める。

イ.学習指導K際しては、立案・反省を確実K行い指導法を工夫する。児童K学習課題をつか主

せ、その課題解決指導Kあたっては、ひとりひとりを生かす授業の展開K努める。

ワ.基本的生活習慣・自主的生活態度Kついての教職員の共通理解を広げ、一体的指導体制K工

り児童の指導KあたるO

ェ.個々の教師の特性を生かし協力的で創意あふれる指導と学年・学級経営の充実とを推進する。

オ・父母や地域の意見・要望を生かすとともK、学校教育Kついて正しい理解を得るよう K努め

る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1) 児童の主体制を尊重し、自ら学ぶ意欲と態度を養うとともK、ひとりひとりK理解と愛情

のゆきとどいた授業Kより豊か左人間性を育てるO

2) 児童の実態K即し、計画を密Kした指導を進め、各教科の目標をふまえて、基礎的。基本

的事項を確実K身Kつけさせる。

3) 児童一人ひとりの能力や個性を大切Kし、適宜学習グループを取り入れ、それを活用した

指導の実現をめざす。

ィ.道徳

1) 人間尊重の精神K基づき思いやりのある心と自らを厳しく律する強い意志と態度を育成す

るO

2) やさしい心を持って動植物はもちろんのとと、広〈自然を愛護する気持ちを培う。

ワ.特別活動

。変化と喜びのある活動を通して、児童の自主性・創造性を生かし、ひとりひとりの積極性

を高めるO

2)計画、・分担・協力し合いまがら、学校・学年・学級としての連帯意識の高揚をはかるとと

もK実践力を伸ばす。

(2) その他の活動

1) 施設・遊具の活動と管理を充実し児童ひとりひとりが課題をもって取り組み、目標達成K

努め左がら、体位・体力の向上をめざす。

2) 特別活動、保健指導等との連携を密Kして、各種の実践活動、集会活動を実施し学校生活

のいっそうの充実をはかる。

3) 学校の教育環境の整備・美化を積極的Kすすめ左がら、勤労の精神を培う。

(司生活指導・進路指導

。学校のきまりを日々の教育活動K結びつけ、実践Kついて反省を加え学庭と密接在連絡を

とって基本的左生活行動様式、規律ある生活態度の充実をはかる。

2) 全教育活動を通して自他の長所を見つけ出し認め合い左がら、エりいっそう個性を伸ばそ

うとする意欲を高める。
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6. 本年度の研究主題

児童の学習意欲を高めるための指導法の研究

前年度は通信表評価K関連づけて、全教科Kないて指導目標・指導内容の明確化を志向する中

で授業研究を行った。本年度はとれを一歩進め、指導目標の目標分析を行い、それぞれの段階で・

の検証授業を通して、指導のあり方を追求してい〈。

7. 本校の特色

校地面積21391という恵主れた校地の中K一周 200mのトラック、バスクットコート二面、

二の字形K左らんだ校舎、周辺部K動物園、花だん、プーノレ、体育館があb、長ちついた空間を
作っている。

校庭K作られた、児童・職員の労作Kよる古材利用の遊具(だっとちゃん、滝合峠・ピヨンピ

ヨン丸太・世界一周や、固定施設(砂場・遊び山・シーソー・ジヤンクツレジム・すべり台・プラ

ンコ・登り棒・雲梯・鉄棒・回転シ ソー・タイヤ群〉は、本校を象徴するものであり、児童の

体力向上K役立っている。

児童は全般的K素朴・純情・素直左どの美点を持ち、活発K行動する元気左子が多い。父母の

学校教育への理解は深しきわめて協力的である O 学校行事Kは、積極的K取り組み、大いK内

容を盛り上げている。交通安全指導KはPTAとして主体的K計画実施する左ど、学校と家庭と

の連携の協力の実を上げている。

8. その他(教職員の研究歴)

友¥喫 研 nアhし 貝 開発委員

1 有泉徹郎 (54国語) 林 亀 =(63体育)

2 酒井義明 (50へき地教育) (56社会)

3 石川成子 (52家庭〉

4 岡本美治 (56へき地教育) (62図工〉

5 林 亀三 (57体育)

6 岡本美治 (62図工〉
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学 校名

所在地

d屯~ 5舌

)1頃 路

児 童 数

校長氏名 小泉 宣夫

1.沿革の概要

昭46.8. 7 校舎新築工事起工

昭47.3.10 日野市立高幡台小学校として開

校

鉄筋三階建校舎普通教室12、

特別教室4、特別室9、学級数

12、児童402名、教職員18

名、市職員2名

5.27 高幡台小学校PTA設立総会

6.24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プーノレ完成、プール開き挙行

沼48.224 校旗、校歌制定

324 第 1回卒業式

卒業生 1学級33名

10. 6 体育館落成式、体育選手模範演

校

昭49.325 第2回卒業式

卒業生 2学級46名

4. 1 第一期増築工事完成

普通教室9、図書室1、職員室

改造工事

昭5O. 3.25 第3回卒業式

卒業生 2学級 55名

昭51.325 第4回卒業式

卒業生 2学級 63名

昭52.325 第 5回卒業式

卒業生 3学級97名

昭 53.325 第6回卒業式

卒業生 3学級78名

4. 1 第二期工事完成

普通教室9、教材3

昭 54.3.24 第 7回卒業式

日野市立高幡台小学校

日野市程久保550

0425 -91-7011・7012

京王線高幡不動駅より 百草団地行きパスにて

5分 高幡台団地下車

男285名女264名 計549名

教頭氏名 小笠原久雄

卒業生 3学級98名

昭55.3.25 第8回卒業式

卒業生 3学級108名

昭56.3.25 第9回卒業式

卒業生 3学級116名

昭57.3.25 第 10回卒業式

卒業生 3学級127名

昭58.3.25 第 11回卒業式

卒業生 3学級 109名

昭59.3.31 非常階段(旧館)完成

昭59.3.25 第 12回卒業式

卒業生 3学級137名

昭60.325 第 13回卒業式

卒業生 3学級134名

昭61.3.25 第 14回卒業式

卒業生 3学級120名

昭62.325 第 15回卒業式

卒業生 3学級109名

昭63.3.25 第 16回卒業式

卒業生 2学級84名

2. 歴代校長

氏 名 年月~年 月

平松健太郎 昭47. 4 . 1 -50 . 3 . 31 

手代木和 夫 昭50.4.1 -54 . 3 . 31 

近内 信 輝 日召54.4.1-58.3.31

津野田昭 二 昭58.4.1-位 3311

小泉 宣夫 ng62.11.1- 現在

3. 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵K造成された高幡台

団地がbも左学区域である。 ""JI附台団地は 5階
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--.... 11階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分けられていたり、郵便局、ショッピングセンタ

ーが住宅内Kあるなど住み良〈作られているo 団地のまわり Kは緑の森林をめぐらし、西方Kは丹

沢、関東山地の山々を越えて富士が望主れ、北西方Kは日野市街、日野台、八王子市街から遠く秩

父の山々が連っているO 学校から眺める景観は主ことK美し〈かつ壮大であるO

近く Kは、多摩動物公園、百草園、高幡不動があり、都民K親しまれているo

4. 教育目標

(1) 学校教育目標

個性豊かで調和と統ーのとれた人間形成をめざしてつぎのよう左子どもを育成する。

O あたたかいい、助け合う子ども ⑫すけあう子

0 よく考え、自分からすすんでやりぬく子ども G衿んがえる子
o働くことのすばらしさを身Kつけた子ども ⑪またらく子

O健康で明るい子ども ⑤モくましい子

(2) 学校教育目標を達成するための基本方針

① 工〈考え、自分から進んでやりぬく態度を養うため、指導の方法を工夫し、わかりやすぐ

楽しい授業をめざすとともK、生涯Kわたる学習の基礎的基本的事項を確実K身Kつけさせ

る。

②本校児童の実態をふ主え、日常の児童活動の活発化をはかり、自主的・自律的左態度を養

う。

③教育活動の全体を通して、人権、人命の尊重K徹し、人の立場を理解し、な互いK認め合

うJ心を育てる。

④ 個々の教師の特性を生かし、協力的で創意ある学年・学級経営の充実を図るo

⑤ 本校児童の実態、をふ主え国語指導の充実を基本Kし左がら、よく考えやさしく思いやりの

ある子の育成をめざす。

⑥保護者、地域との連携を密Kし、開かれた学校をめざし左がら、教育K対する相互理解を

深める。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア各教科

o教材内容を精選し、ゆとりのある授業を展開Kつとめ、基本的・基礎的内容を確実K身Kつ

けさせる。

。視聴覚機器の利用・資料等の効果的左利用を通して、子どもKわかる授業の確立Kつとめる。

o授業研究(国語〉を通して、個々の児童が目標をもち、言語生活を豊かKする態度と実践力

を育成する。

イ道徳

o集団生活のき宣りや望主しい行動の習慣を身Kつけさせるo

o相手の立場を認め、力を合せものどとをやbぬく態度と実践的道徳性を漏養する。
。人や自然を大切Kし、公共心の育成をはかり、物を大切Kする態度を身Kつけさせる。

ウ 特別活動

。児童活動、学校行事の全体を通して、自主的、自律的左実践力を育成する。

。たてわり活動を通して、異年令児童の交流をはかり互K認め合う心をはぐくみリーダーシツ

プ・メンバーシツプを育成する。

(2) その他の活動

0学年を越えた子どものたてわり活動と校外地区班活動との連携をはか夕、地域VCj;，-，.ける子ど
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もの連帯意識を高める。

(3) 生活指導 ・進路指導

0 日常生活に必要な基本的な行動様式を学校生活全体を通してしっかり身につけさせる。

o校舎内外の環境美化に努めるとともに、勤労について正しい認識を持ち、人間として生きぬ

くことの大切さを理解させ、進んで、働く態度を養う。

o教育活動全体を通して、自主的・自律的な生活態度を養い、お互いに相手を認め合う心と態

度を育成する。

0児童ひとり一人に対する児童理解に努め、児童が自己の個性を自覚するよう教育相談的手法

を生かして、自らより高い目標をめざす態度を養う。

6.本年度の研究主題

「効果的な指導j去の研究J (国語)

7. 本校の特色

団地校であるから家庭の生活程度は平均しており、児童の知能程度も比較的高く較差が小さい。

反面閉鎖的傾向が見られ、他の人との連り、連帯意識に弱さがある。また、団地の中だけに固ま

りがちな傾向が、子どもの遊ぴ等に顕著である。このような実態を考え、子ども相互の縦横の連

りを深め、広げることを、また、隣接地域の風にふれさせることにより広い視野を持つ目を育て

る意味等から次のことを重点にして実践する。

0たてわり活動

たてわりミニ遠足

子ども祭り 六年生を送る会

o隣接校(程久保小)との交流

クラブ交流

8. その他(教職員の研究歴)

な¥恩¥訳 都・文部省委員 海外派遣 研究員 開発委員

1 小泉都宣夫 小泉宣(夫51) 小泉宣夫よヱ』エ
(43 ・44)$3・文部) (38社)

2 小笠特原久雄) 小笠原特久雄活
(49 活 (55・)

3 田中順一
(61・道徳)

小(6笠2原・道良徳雄〉
ι 一一一一一 L一一一一一一一
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学校名

所在 地

電 話

)1頃 路

児童数

校長氏名 石井 三 士

1 .沿革の概要

日目48.12.27 日野市教育委員会において、南

平小学校を設置決定。

Os49. 3.25 仮設校舎完成、プレハブ‘教室11

職員室1.校長 ・事務室1.教材

室1.他に潤徳小新館に4教室、

更に保健室、用務員室をクラブ

ハウスに設置

4. 1 日野市南平小学校開校

学級数15、児童数535名、教職員

22、市職員4名

4. 5 仮設校舎校地整理完了

5. 4 本校舎工事着工

総工費220.166万円

敷地面積26.535 鉄筋コンク リー

ト四階建防音校舎4.456m'

5.22 南平小学校PTA設立

11.15 本校舎完成

普通教室20、特別教室5、保健室、

給食室、校長室、職員室、事務

室、用務員室等

11.22 校樹と して 「スズカケの木」を

決定。校旗 ・校章の図案のもと

とする。

校歌 ・校旗 ・校章の制定および

発表会を挙行。

当日を本校開校記念日として制

定する。

11.29 本校舎へ移転

11.30 校庭整備完了、進入路舗装、正

門 ・フ ェンス耳文付完了

日野市立南平小学校

日野市南平4-18-1

0425 -92 -2021・2022

京王線南平駅より徒歩15分

男345名 女276名計621名

教頭氏名 馬場 武

ag49. 12.31 体育館完成

ag50. 4.30 大 ・小プール完成

ag53. 3.15 校舎3教室増築

ag54. 12.21 体育倉庫 (プレハブ)完了

日吉56. 3.27 校舎3教室 ・図書室増築

9.15 NHK全国学校音楽コンクール

東京地区において優良校として

受賞

日目57. 2. 4 体育科 「児童が主体的に取りく

む学習指導法の改善J 研究発表

会を全都にむけて行う。

日百58. 3.31 学校園整備を行う。

日百59.11. 22 十周年記念式典、祝賀会を行う 。

昭 61. 8.25 校庭南側金網フェンス工事完成

昭 62.11. 4 体育館照明器具設置

昭 63.1.23 体育館屋根塗装

3.19 体育館鍛帳改修

3.19 校舎北側万年べいの改修工事

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

黒沢保雄 昭49.4.1-55.3.31

松日楽敬治 昭55.4.1-59.3.31

鈴 木 敏郎 昭59.4.1-62.3.31 

石井 三 士 昭62.4.1-現在
弘一一ー ー一一ー

3.地域の環境
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本校の学区域は、日野市の南部に位置し、前

面に多摩丘段をきりひらいた南平台 (なんぺい

だい)みなみが丘、鹿島台、 川崎街道をはさん

だ南平中下(昔からの唯一の集落)京王線と浅



川ぞいにはさまれた向島の六地区で構成されている。比較的まとまった学区域であり、地区の把握が

しやすい。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安定

している。従って学校教育によせる関心も高く、学校に協力的である。

学区域には、自然林あり、田畑、果樹園等、自然条件にめぐまれている。西方に丹沢連峰から

秀麗富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の完備と相まって、教育的環境としては、最高の条件を

具備している。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、憲法、教育基本法の精神に基づき、児童・学校及び地域の特性をふまえ、知・

徳・体の調和と統ーのある教育をめざして行う。

0健康てたくましい子ども

o考えながらま学ぶ子ども

0 目あてをもってやりぬく子ども

0おもいやりのある仲よい子ども

(2)学校の教育目標を達成するための基本方針

0学校や教師の創意工夫を生かし、充実した学校生活の実現を図り、生涯にわたって、学ぴ続

ける入間性豊かな児童の育成を目指す。

0校内研修の一層の充実をはかることによって教師の資質を高め、効率の高い教育活動の展開

を図る。

0道徳教育・体力の向上、健康安全の保持増進を効果的に行うため、環境を整備し、 学校の教

育活動全体を通して計画的な指導をすすめる。

0聞かれた学校を目ざし、児童・教師・父母の心の交流をはかり、信頼を高め、よい校風づく

りに励む。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

・児童一人一人が主体的K学習するための指導法の改善を図るo

e基礎的・基本的事項を重視し、指導の充実K努める O

@児童の発達段階をふ主え、個性や能力K応じた授業の徹底を図る。

(2)道徳

・指導計画K基づき、活動しやすい資料を整備し、指導の充実K努めるo

-教師と児童、児童相互の人間関係を深め、日常生活の中で道徳的実践の徹底を図るO

(司特別活動

・集団の一員としての自覚をもたせ、自主的・実践的走態度を育てる 0

・児童が積極的K活動し、楽しく参加できる児童活動の充実を図る。

-学校や地域の実態、を生かした指導計画の改善・充実を図る O

(4) その他の活動

。学校や教師の創意工夫を生かし、地域K根ざした教育活動を行い、学校生活K喜びと充実感を

もたせる0

・田植え、稲刈り、脱穀、いも作り、収獲を祝う会、わら細工等を通して勤労の大切さ、生産の

喜びを体験させると共K、地域との連携を図るO

。水泳、持久走等を通して、耐性や体力の増進をはかる。

・一年生を迎える会、六年生を送る会、音楽祭、子供祭りを通して、自発性、創造性、実践力を

育てる。
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(司生活指導・進路指導

・児童一人一人を大事Kし、互いK助け合い、認め合う生活態度を培う。

。学校のき主りを守夕、基本的ま生活習慣を身Kつけ、充実した学校生活をさせるO

。健康で安全左生活K心がけ、清潔で、活気ある学校生活をさせる。

。児童の特性を生かし、意欲をもって進学しようとする態度を養う。

6. 本年度の研究主題

今年度の校内研究の主題を「児童が主体的K取 JJ<む活動の研究一体験から学ぶ子どもを育
てる -Jと定め、具体的左学習活動や体験K基づく学習を一層充実させ、自主的.実践的左態
度を育てる授業研究を行う。

7. 本校の特色

(1) 本校の児童は、素直で、礼義正しく落着いている。物事に熱心にとりくみ、しっかりできる。

(2) 児童・父母ともK学校を信頼し、協力的であるO

(3) 父母の経済的、社会的地位が比較的安定している O

(4) 学校生活の主人公は児童である認識のもとK、教職員が一致して教育活動Kあたっている。

(5) めぐまれた学校施設・設備・校庭の完備、自然条件等、教育環境は、最高であるO

(6) 体験学習を重視しているO 米づぐり、いもづく bを軸として、地域と連携を保ち在がら、生

産活動を行い、収獲を祝う会、わら細工等を実施しているO

(7) 全校遠足等のたて割り活動を通して、異年令聞の役割意識を自覚させ、思いやりの心を育て

連帯感を培っているO

8. その他

b 空々 研究員 現代化委員・開発委員 海外派遣

1 石井コ士 (44国語) 馬場武 (50理科) 馬場武 (54 ヨーロツノ~)

2 馬場武 (48理科) 武内忠雄 (59体育〉

3 武内忠雄 (52体育〉

4 井上久美子 (55保健)

5 駒井隆治 (60体育〉

6 太田由紀夫 (63理科)
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

児童数

日野市立程久保小学校

日野市程久保1-504-1

0425 -92 -5014・5015

京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて5分

中程久保下車徒歩3分

男231名女216名計447名

教頭氏名 香川善平校長氏名 三 浦勝也

1 .沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消する

ためと、高幡台小学校の学区の変更に伴って程

久保地区に新設された学校である。

昭52.2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校に

開設準備室を設置初代渋谷義

一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数18 児童数652

教職員26 市職員8

4.21 給食開始

6.28 プール聞き

7.15 体育館竣工

10.20 落成式挙行、この日を開校記念日

とする。校歌・校章発表会を開く。

昭53.1.19 第1回音楽会を行う。

4. 4 学級増によるプレハブ教室設置

( 1教室)19学級

11. 3 第1回展覧会を行う。

昭54.1.16 校内書初展を行う。

11.18 第1匝l学芸会を行う。

昭55.1.18 体育倉庫竣工

11.11 飼育舎竣工

11.15 第2回音楽会を行う。

昭56.5. 9 全校写生会を行う。

11.15 第2回展覧会を行う。

12.17 受水槽竣工

昭57.5.13 校庭フェンス側散水栓着工

5.13 校庭フェンス側散水栓竣工

11. 21 第2回学芸会を行う。

昭58.6. 1 校庭砂場新設着工

6.15 校庭砂場新設竣工

11.20 第3回音楽会を行う。

11. 4 球技場(テニスコート)工事着工

12.20 向上工事竣工

昭59.2.15 プール改修工事着工

2.29 向上工事完了

5.12 全校写生会を行う。

7.27 校庭除石工事を行う。

8.14 体育館ステージ照明設備工事を行

フ。

11.10 第3回展覧会を行う。

昭60.7.21 校庭整地着工

8.29 校庭整地完了

11.17 第3回学芸会を行う。

昭61.4.26 たて害IJり遠足を行う。

5.10 全校写生会を行う。

11. 8 第4回音楽会を行う。

昭62.10.4 第 11回開校十周年記念運動会

を行う。

11. 6 開校十周年記念式典を行う。

11.14 第 4回開校十周年記念展覧会を

行う。

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

渋谷義 一 昭52.2.1-昭58.3.31

大島昭子 昭58.4.1-昭62.3.31

三 浦勝也 昭62.4.1-現在

3.地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接してお

り、明星・ 三井・電建の新興住宅地が主な学区
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域である。住宅は多摩動物公園の両側の起伏K富んだ傾斜地K建てられているo西側Kは動物公

閣の園舎も見られ、遠足時Kは子どもの集団が遠望できるO 東側は高幡台団地K接しているO

緑が多いわり K、子どもの遊び場が大へん少左い。

最近は、住宅地域内を通過する車が増加し、児童の登下校時の安全対策も急務と走っている O

4. 教育目標

本校の教育は教育基本法、学校教育法K基づき、生命の尊重を基調とし、自ら考え正しく判断

し実践できる児童をめざして、次のよう在教育目標を定めるo

元気(明るく生き生きした子ども・向上心をもって活動する子ども〉

本気(いっしょうけんめい取り組む子ども・人の気持ちゃ立場を考えて行動する子ども)

根気(ねばり強〈取り組む子ども・何どとKもよく努力する子ども〉

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

@人の話を工〈聞き、考える主体的左学習K取り組める児童を育てるO

-教材研究を深め、個性能力K応じた授業を追求していく。

・教材教具を整備・充実し、その活用をはかる。

(2) 道徳

。教師と児童、児童相互の人間関係を深め、日常生活V'Cj託ける基本的行動様式を身Kつけさせ

るO

。人間性が豊かで、思いやりの心を持った児童の育成K努めるO

-教科・特別活動等全領域の左かで、道徳性の内面化台よび実践的態度を育てる。

(3) 特別活動

。集団活動をとなして主体的左態度を養い、協力して楽しい学校生活を計画・実践できるよう

Kするo

。学級指導の充実をはか夕、実践的左態度を育てる O

。学校行事K自覚して参加できる児童を育て、学校生活Kうるないと変化をもたせるO

(4) その他の活動

。朝の 10分間運動の時間を設定して、体力づぐり K力を入れ、 「活力のある子ども」を育成

する O

。「や主ゆり」の時間を設けて、児童一人一人の個性能力K応じた指導を工夫し、諸々の創意

を計画・実践していく。

。たてわり班を編成して、集会活動や清掃活動等を行い児童相互の社会性を培う。

。隣接校との交流を深めるための諸活動を計画し、 実践していく。(クラブ活動他)

(5) 生活指導・進路指導

。みん左仲工〈個性を認め合って助け合い、連帯感のある楽しい学校づくり K努めさせる 0

.目的意識をもって、主体的K活動できる児童を育てる O

@児童の発達段階K即して安全教育の徹底をはかる。

-児童の個性・能力の伸長をはかり、将来Kわた って自己実現のはかれる意欲と態度を培う 0

.学校学級のきまりを考え自主的K守 って行動できる児童を育てる O

6. 本年度の研究主題

一人ひとりが生き生きする学習指導

-115一



7. 本校の特色

(1) 児童ひと bひとりを生き生きさせる学習指導の確立へ向けて、低、中、高学年と専科の計4プ

ロックK分かれた実践研究を行っているO 年間を通して6回の全体研究授業を行う。

(2) 児童と教師、児童相互の人間関係を深めたり、集団活動を通して主体的態度を養ったりするた

め、 1年生から 6年生主でを 12りたてわり班K編成し、次のようま活動をしている O

毎日の清掃活動。児童集会活動。全校写生会。 ドッジポーノレ大会O 防災訓練の集団下校。

(3) 児童の多くは家庭環境Kもめぐまれてなり、いろいろ左面でみたされているO 明るくす左沿で

あるが、たぐましさK欠けるO そとで、体力づぐりのため次の工うまととを行っている O

朝の10分間運動(ラジオ体操、程久保体操、行進、表現運動、固定施設の活用、持久走、左

わとび等を、季節K応じて行う。雨天のときはテレビを通して運動の解説等を行う。〉スポーツ

テスト。夏の水泳指導。冬の左わとび大会、持久走大会。

(4) 外来者からは、校舎内がよく磨かれていて明るいとのζ とばをよく受ける。

(5) 隣接校としての地の利を生かして、高幡台小学校との交流を深めている O 特K体力つ〈りのー

貫として、クラブ活動・スポーツ交流をはかっているO

8. その他 (教職員の研究歴)

コーιき? 研究員 開発委員 その他・道徳助言研

1 三浦勝也 47(特活) 吉野美智子 62(道徳)
55・56

香川善平 (兵教大大学院留学)

2 香川善平 49(特活)
63 

吉野美智子 (道徳助言研)

3 岡島政吉 63(教育課愚
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校長氏名 飯沼 教頭氏名 山下法昭

学校名 目野市立旭が丘小学校

所在地 日野市旭が丘5丁目21番地の1

電 5舌 0425-83 -3733・3748

)1頃 路 中央線豊田駅北口下車徒歩25分京王 ・都パス

(石川入口)下車10分

児童数男403名女349名計752名

宏

1 .沿革の概要

昭5l.8.18 起工式

市議会は、日野市旭が丘小学校の

設置を決定

昭52.2. 1 初代校長 小野寺東雄発令

3.31 教頭、教諭等25名、市職員8名

計33名発令

4. 6 第1回入学式149名 4学級 全校18

学級 707名

5.20 校舎完了

6.30 プール完成

7.20 校章制定

8.15 体育館完成

1l. 21 校歌制定。開校式典

nf~53. 3.25 第1回卒業式110名

4. 6 第2間入学式163名 4学級

全校20学級 758名

昭54.4. 6 第3回入学式156名 4学級

全校21学級 833名

n日55.4. 7 第4回入学式193名 5学級

全校23学級 916名

10.13 体育館ボーダーライト工事

昭56.4. 6 第5問入学式145名 4学級

全校24学級 904名

昭57.2.27 r雑木林の小道」完成式

4. 6 第6D目入学式136名 4学級

全校24学級 895名

昭58.2. 7 音楽室廊下防音ドアー完成

4. 6 第7問入学式 135名

全校21学級 863名

8.11 給食室排水工事完成

昭59.4. 6 第8回入学式 144名

全校21学級 850名

12.10 堆肥小屋とプール塗装工事開始

昭60.l. 20 プールフ ェンス工事開始

4. 6 第9回入学式 123名、 3学級

全校20学級 823名

昭6l. l.13 プール排水工事 ・シューテング

ボード工事

4. 7 第10回入学式 139名 4学級

全校20学級 764名

6. 4 理科室天井工事 (了)

8.31 AV調整卓が入る

理科室 ・図書室の暗幕取替え

昭 62.17 プールの平板工事(了)

4. 6 第 11回入学式116名 3学級

全校20学級 737名

11.22開校 10周年記念式典

2.歴代校長

氏 名 年月 ~年月

小野寺東雄 昭52.2-昭58.3

大熊喜一 昭58.4-昭62.12

飯沼 宏 昭63.1--現在
一一一一一一

3. 地域の環境

本校は、日野市西南部で八王子市との境K位

置 している。学区は、浅川の第一河岸段丘と第

二河岸段丘の二段K主たがっているO 東西2Km

南北 1.5Kmと広〈、学校が西K偏在しているた

め、通学時間 30分以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人左どの大工場が

占め、その周辺K個人住宅や集団住宅が混在す
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る。 ヒ~道路iζは歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中である。 また、工場は多いが、公害

川!凶は少ない。学校の周辺には、畑や雑木林も多く、公園もあり、自然に恵まれている。父母は

会社員が多く、学校教育への関心は深い。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、教育基本法、学校教育法に基っき、地域の特性や児童の実態をふまえながら、

特に「よく考える子ども」を重点として、 4目標の具現をめざす。

ア よく考える子ども(本年度の重点目標)

イ なかよくする子ども

ウ がんばりぬく子ども

エ からだをきたえる子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

開校以来満 10余年間の成果をふまえ、ゆとりある学習指導 ・生活指導の充実K努めるO

ア 前年度Kひき続き、学校教育目標の第1項「ァ、よく考える子どもJの目標達成K重点を冬、
〈。学校の教育活動の全てを重点達成の場とする O

イ 各自のもつ個性と創造性を伸ばし、人間尊重の精神を身Kつけ、互いK励主し協力する態度

を育てるO

ウ 教師と子どもの心の結び、つきを大切Kし、子どもの心を的確Kとらえ左がら、適切左指導を

加えるよう努める。

エ 教職員の研修をいっそう充実して、学習面での指導力、豊か左心を育てる指導力を身Kつけ

る。

オ 40入学級の対応K当たっては、 該当学年を中心として全校挙げて望主しい指導の方法を実

践的K研修・研究する。

5. 指導の重点

一年間の見通しのもと K教育活動を進める O

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

・指導内容の精選と指導技術の工夫tてより、学習活動Kゆとりをもたせ、思考過程を大切Kす
るとともK、基礎的、基本的事項の徹底をはかる。

。児童一人一人が「工〈聞くJr工〈見るJrよく考える」 望主しい理解・態度・技能を身K
つけさせるためK授業のあり方を実践研究する。

イ道徳

@学習活動を多彩Kし、児童の主体的在学習態度をう左がすようK工夫する O

・学校の教育活動全体を通して自ら考え、正しく判断し、行動する道徳的実践力の向上を図るO

ウ 特別活動

。自ら考え行動する児童の育成を図り 、所属感、連帯感を高める。

-活動内容を児童自 らが企画し、 実践する過程で互いに協力してがんばり ぬぐ実践力と望主し

い人間関係を育てるO
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(2) その他の活動

ア 学年、学級の日「交流の時間」により、児童一人一人K思いやりの心を育て、連帯感を強め
る。

イ 「全体活動」の時間を通して、たてわり集団の中での心の交流を図る。

ワ 諸行事を通して、児童一人一人K学校の一員としての意識を高める O

(3) 生活指導・進路指導

ア 「学校生活のきまり」の定着化をいっそう推進し、社会人、国際人としての望主しい基本的

生活習慣の確立を図る O

イ 自他の生命を尊重し、互いK守り合う態度と他人へのJ思いやりの心を育てる。

ウ 児童の個性、能力を伸長し、社会の激しい変化K適応できる児童の育成K努めるO

6. 本年度の研究主題

子どもKよ〈考えさせる授業一読みを深めるための授業のあり方 一

7. 本校の特色

本年度は、教育目標の第 1項 i(l)工〈考える子どもJVL重点を台き、全教育活動を展開していく 。
。授業の活性化を目指す授業研究の推進

o学校敷地内の自然林の保存とその活用

o職員・児童・父母の協力Kよる校舎内外の環境整備と美化の促進、菊花栽培Kよb心の美化・促
進・野鳥への思いやりの育成

o一日一目、一侍間一時間の授業の充実

o元Eマラソン、八が岳ジャ ンボリ 一、少年野球リーグ左ど、父母や地域社会の大き在社会教育

8. その他(教職員の研究歴)

卜¥ 研究員 現代委員会 都・文部省委員

1 飯沼 宏 (47.特活〉 奈良悦子 (49.家庭〉 飯沼 宏 (51.都教委〉

(作家出・自殺)予防の手引き
製委員

2 奈良悦子 (44.家庭〉

3 佐々木玄吾 (50.社会)

4 山下法昭 (51.体育〉
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学校名

所在地

電 話

)1頃 路

児童数

校長氏名 野村武郎

1 .沿革の概要

昭52. 3.28 学校建設校舎予算市議会議決

6. 3 学校建設準備委員会開催

9. 3 校舎建設工事請負契約締結

昭53. 1. 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から新たに

平山1，2，3，6，丁目を平山台小学

校の学区域と定める。児童数男

268名女282名計550名 17学級

(心障2学級合)の規模で開校す

る。

10.24 校舎落成式校章発表

11.22 開校記念展覧会開校記念日

昭54. 3. 9 開校記念校歌発表会

昭55. 3.20 校舎増築8教室完成

8.15 中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え、ガス配管一期完成

昭57. 8.30 図書館改装 かス配管工事完了

昭58.10.30 屋外バスケットボール施設完了

昭60.12. 9 プール全面塗装

昭61.12. 8 研究発表公開(体育を中心)

昭62. 3.30 体育館どん帳取替

昭62.12.25 プレハプ解体

昭63. 2. 5 研究発表公開(心障)

2.歴代校長

氏 名 年月から年月

小川 格 日召53.2-8召57.3

蓮池守 一 昭57.4-昭61.3

野村武郎 H百61.4から

日野市立平山台小学校

日野市平山2-1 - 1 

0425 -92 -3681・6382

京王線平山城祉公園下車徒歩15分

男191名女175名計336名(内わかくさ学級12名)

教頭氏名 藤田孝彦

3.地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の項きを開発し

て建設。北側は、日野市はもちろん八王子、立川も

一望でき、巨大な鳥轍図を眺めるようである。ま

た、南側は、多摩テックから平山城祉公園に速な

る雑木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく児童が学習する上

での生きた教材を得た学校である。

学区は、京王電鉄が造成 ・分譲した平山1，2，3

丁目に加えて、平山6丁目を含んだ、まとまりのあ

る地域である。また、この地に住む人々は相互に

環境の美化、浄化に心している。故に静かで、おち

つきのある雰囲気が維持されている。

4.教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法の示す国民の育

成につとめることを目ざし、地域・児童の実態を

基に次のように教育目標を定める。

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自ら考

え正しく判断し実践できる力をもっ児童を育成

する。

0 よく考え くふうする子

0 力を合わせて やりぬく子

。心豊かな やさしい子
0 明るく たくましい子

5.本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特活の指導の重点

ア、各教科

自ら課題を設定し児童の意欲的な取組み

及ぴ授業の創造を白指す
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① 基礎的基本的事項の定着とやさしさと潤いに満ちた心を育てるO

② 児童が課題をもち、自力で解決し、完成した喜ぴが持てる授業をつくる。

イ、道徳

全教育活動を通じて、道徳的心情と実践力を育てることを目指す。

① 人や動物、植物の生命を大切にし、思いやりのある心を育てる。

② 望ましい行動様式を身につけさせ、正しい判断と行動がとれる児童の育成をはかる。

ウ、特別活動

集団・社会の一員としての自覚を高め、楽しく落着きのある学校生活の展開を目指す。

① 児童が創意を生かして活動できる学習の機会をつくる。

② 児童が学校生活に関する諸問題を自発的自治的に解決する力を高める。

③高学年の活動の場を多く設定し、自覚と指導力を高めさせる。

(2) その他の活動

① 学校生活に喜びと潤いと充実感を与えるために、創意ある活動の時間を設定し、豊かな心を

育てる。(菊づくり、七夕祭、オリエンテーリング)

② わかくさ学級との交流で、全校児童に障害を持つ児童について正しい理解と認識を育てる。
③ 学校がコミュニティーセンターとしての役割を果たすことを努め、地域の教育力を高める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア、生活指導

児童が集団の中で、生き生かされる喜びの得られる機会を通して、個の確立を図る。

① 児童の個性、特性の把握につとめ、これを尊重、伸長する指導を進める。

② 社会生活規範の、あいさつ、ことばづかい、話を聞くの三点について習慣化をはかる c

③ 家庭・地域及ぴ関連機関との連携を密にし、協力体制を強化する。

イ、進路指導

児童の個性、能力に応じた適性な指導をする。

6.本年度の研究主題

「主体性のある児童の育成をめざし、心豊かなやさしい子」への取り組みをする。

7.本校の特色

0市内全域がほぼ見渡せる所にあり開校9年目の学校、自然環境に恵まれ教材化に活用。

0主体性のある児童の育成を指導の重点として、特に本年度は、心豊かなやさしい子の育成を目指

す。

o心陣学級設置校で心障児と健常児との交流をすすめている。

0地域の要請に応える教育力の提供について具体化をはかっている。

8.その他(教職員の研究歴)

限き 中央研修 研究生等 研究員 開発委員 海外派遣

l 
野村 武郎 野村体武郎育 野(村46体武郎育) 野(村51体武郎育)

野村武郎
(60) ( 48f:~~) (63ヨーロツノラ

2 藤(4田8孝特彦活) 久(5保7図工雅〉子

3 村(6松2算時数義) 
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学校 ず1

所在地

電 ;舌

)1頃 路

児 童 数

校長氏名 志村桂次

1. 沿革の概要

昭52. 9.30 学校用地買収予算市議会議決

昭53. 3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8.21 校舎建設工事着工'"-'54. 5. 31 

昭54. 3. 10 体育館建設工事着工

'"-' 54. 10. 31 

4. 1 日野市立東光寺小学校として

開校。日野第三小学校の学区

から、新町3丁目と栄町 1，2，

3，4， 5丁目を東光寺小学校の

学区域と定める。児童数545

名(男 287名、女258名)15学

級の規模で開放する。

7. 18 校樹決定「さくら」

11. 17 PTA創立総会

11.20 校章・校旗・校歌制定

校舎・体育館・プール落成記

念式典、校章・校旗披露・校

歌発表

昭57. 2 '"-'3 校地緑化、小鳥舎新設

昭63. 3. 25 第 8回卒業式挙行

卒業生総数791名となる。

2. 歴代校長

氏 名| 年月日~年月日

高田 智|昭54.2. 1 '"-' 58. 3. 31 

近内信輝|昭 58.4. 1 '"-' 60. 3. 31 

志村桂次|昭 60.4.1 '"-'現在

3. 地域の環境

日野市立東光寺小学校

" ~!r di ~}r lllr 3 ] 1124番地1号

0425 -8<1 -6200・6201

中央線日野駅卜車 徒歩10分

男197名 女2021'; ，il399名

教頭氏名 石川耀子

本校は、日野市北西部にあって学区域の一

部は多摩川と八王子市に接している。学区域

は新町 3丁目、栄町1，2， 3， 4， 5丁目で、東

西1.8初、南北 0.8kmと東西に長く、学校は

学区域の中央、南側に位置している。通学時

間は、遠い児童で 15分である。

学区には、天正 16伝僧永海が旧東光寺の

あと地に建てた万松山成就院がある。また、

多摩川と日野用水にはさまれた低地には農家

が点在していたが、都市化にしたがって兼業

農家がふえ、まわりには宅地造成が進み、個

人住宅や集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林、正門近くには田畑

や果樹園等があり、自然条件にめぐまれてい

る。

また、施設、設備、校庭が完備され、教育

的環境は優れている。

父母の学校によせる関心も高い。

4. 教育目標

憲法及び教育基本法の精神に基づき、自ら

考え正しく判断できる児童の育成をめざし、

次のような教育目標を定める。

o明るい子ども"- (教育重点目標)

o 考える子どもー~I 進んでやる子ども |
o強い子ども /

<学校の教育目標を具現化するための基本方針>

教育重点目標 「進んでやる子どもJ11:向け、
一貫した方向を主軸に、全ての教育活動が整

合性をもって位置づけ、組織的に運営する。

(1 ) 各分掌においては、目標の具体化と指導

計画の策定を行ない、学年、学級及び関連
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分掌との連携のもと、 「進んでやる子ども」の達成を図るべく教育活動を主導する。

(2) 各学年、学級は、各分掌の意向を児童の実態に応じてより具体化、細案化し、それを学年学

級における日々の教育活動を通して達成すべく努める。

(3) 運営委員会は、各分掌及び各学年、学級を統括し、 重点目標を達成する立場から、常に実態

のは握に努めると共に課題を明らかにしつ¥全教育活動の調整と推進に努める。

(4) 教育重点目標「進んでやる子ども」は学校内外のあらゆる教育の場と機会を通して達成すべ

きものである。全教職員の一体となった協力指導体制はもとより、家庭、 PTA、地域、関係

諸機関などとより密な連携を図るべく積極的に取り組み推進する。

以上、教育重点目標「進んでやる子ども」は、年度末学校評価においてもその中心的な観点と

して機能させ、達成を図る方針である。

5. 本年度の指導の重点

(1 )各教科・道徳・特別活動

ア各教科

o進んで考え、やりとげる自主的な学習態度を育てる。

oひとりひとりの能力に応じた指導法を工夫し、基礎的な学力の向上をはかる。

イ道徳

o思いやりの心を持ち、進んで友だちを大切にする態度を育てる。

o進んで考え行動する積極的な態度、物事を最後までやりとげる意志の強さを身につける。

ウ 特別活動

o学級、 学校の一員としての役割や責任を自覚し、進んで働く実践的態度を育てる。

o自分の特性を知り、発揮し、伸ばそうとする向上意欲を育てる。

(2) その他の活動

学校生活に変化を与え、ひとりひとりの児童の個性を伸ばし、学校生活に喜びと充実感を持

たせる指導を工夫する。

(3) 生活指導・進路指導

o公共心を持ち、みんなのために進んで貢献しようとする実践的態度を育てる。

o集団の一員としての自覚を持ち、規律ある生活を確立し、将来l乙向かつて目標を持ち、 意

欲的に学校生活が送れるようにする。

6. 本年度の研究主題

「楽しみながら運動量をふやす指導法の工夫」 一一体育科一一

7. 本校の特色

開校10年目、 「進んでやる子ども」の育成を目ざし、教職員はもちろん、 家庭との相互理解に

よる連携の強化、 PTA、地域との協力など密にし、教育を推進する。

(1) l'進んでやる子ども」に向けて、目標の整合化

(2) 学級、 学年、各分掌など組織の一体化 (3) 家庭との相互理解による連携の強化

(4) 学校で指導することと家庭での役割を明確にした教育の推進

8. その他(教職員の研究歴)

研究員 | 研究生 | 道徳助言研
志村桂次(43国語) I石川耀子(53体育) I石川耀子(61 ) 

上山美智子(43保健)

中尾公治(58図工)
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学校名 目野市立三沢台小学校

所在地 日野市百草896-1

電 自舌 0425-93-2351-2 

順 路 京王線百草園駅下車徒歩15分

児 童 数男226名女209名計435名

校長氏名 福地 保 教頭氏名 平山 穀

1. 沿革の概要

昭55. 4. 1 開校

日野第八小学校より分離

児童数666名(男319名女

347名)、教職員 34名で発足

4. 7 第 1回入学式 111名入学

6. 10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始(芝生、アンツ

ーカーの運動場)

9. 10 市主催による落成式

昭56. 2. 10 校歌・校章発表会

開校記念日とする

3.25 第 1回卒業式

126名卒業

4. 6 第 2回入学式114名入学

学級数 18

9. 22 校庭改修工事完了(ダスト舗

装l乙)

昭57. 3. 25 第2回卒業式

125名卒業

4. 6 第 3回入学式90名入学

学級数 17

昭 58. 3. 25 第3回卒業式

110名卒業

4. 6 第4回入学式 66名入学

学級数16

昭59. 3. 24 第4回卒業式

110名卒業

4. 6 第5回入学式 82名入学

学級数 16

昭60. 3.25 第5回卒業式 117名卒業

昭60. 4. 6 第6回入学式

学級数 15

-124-

6. 28 音楽室冷房設備工事完了

昭61. 3.25 第6回卒業式

131名卒業

4. 7 第 7回入学式 79名入学

学級数 14

昭62. 3. 25 第 7回卒業式

119名卒業

4. 6 第8回入学式 60名入学

学級数 13

昭63. 3. 25 第8回卒業式

104名卒業

4. 6 第9回入学式 55名入学

学級数 13

2. 歴代校長

氏 名|年月~年月

翌ft深尾員|昭55.2--昭 59.3 
二代松日楽敬治|昭59.4 --昭 62.3 

三代福地 保|昭 62.4--現在

3. 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の

頂きを開発した住宅街(西武・日本信販)の

中心にあり、北は日野市、立川市方面、南は

八王子市、多摩市及び多摩ニュータウンが一

望できる。東は百草閣の雑木林に固まれ、自

然に恵まれているうえ、静かな住宅環境でお

ちついている。

4. 教育目標

本校の教育は、教育基本法・学校教育法に

基づき、地域・児童の実態をふまえ、調和

のとれた人間形成をめざして行う。

oからだをきたえる子

o最後までやりぬく子



oよく考えて行動する子

。みんなと仲ょくする子

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科・道徳・特別活動

ア.各教科

o児童が主体的に学び、楽しさの中にも充実した学習ができるよう指導法のくふうに努める。

o教材・教具の効果的な活用をはかり、学習効果の向上に努める。

o指導計画、指導法の改善ゃくふうを重ね児童の発想を豊かにする授業を推進する。

イ.道徳

教育活動全体を通して、道徳的心情を豊かにし、実践力を育てる。そのために、各教科、

特別活動とのつながりを深めた指導の展開に努力する。

o広い心をもち互いに助けあう。そして、実践力にたけた子を育てる。

o望ましい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウ.特別活動

児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努めると共に、児童相互の交流

を深め、協力して働き、よい校風づくりに励む態度と実践力を育成する。

(2) その他の活動

o新興住宅地と古い集落とを合わせもつ本校では、教育活動にいっそうの創意とくふうを生か

し、児童相互の連帯意識と地域社会を大切にする心と実践力の高揚をはかる。

o遊びの指導を通し、児童相互、児童、教師の交流をさかんにする。

o学年を越えた児童のふれあいの場を多くし、学校と地域とのつながりを深める。

(3) 生活指導・進路指導

o楽しい学校生活を送れるように、全教育活動を通して、おもいやりの心を育てる。

o集団活動を通して、児童の各々が自己の役割を果たし、自己の長所を知り、より高く向上し

ようとする指導を推進する。

o集団としての規律を理解させ、 基本的生活習慣の徹底を図る。

o家庭・地域との連携を深め、安全指導 ・非行防止の手だてに万全を期す。

o児童ひとりひとりを正しく理解し、個別指導の徹底を図り、生涯学習を指向する基礎づくり

をめざす D

o各教科・道徳との関連を密にして、職業に対する正しい理解と判断を育て働くことの大切さ

を体得させる。

6. 本年度の研究主題

「自ら学ぶ力を育てるための手だての工夫」

7. 本校の特色

子どもたちの「心のふるさと」となる地域と一体化した学校づくりをめざす。乙のため全教l限

員の創意を生かし、子どもと共に遊び、働き学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めてし

8. その他(教職員の研究歴)

研究員

福地 保(49教育経営)

平山 毅(48道徳)

斎藤正子(63書写)

-125-

道徳助言研

平山 毅 (58) 

川田浩子(62 ) 



学校 名

所在地

電 言舌

)1頃 路

児童数

校長氏名 岩下和夫

1. 沿革の概要

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学

校の教室不足の解消、危険な道路を横断しな

い安全通学と、当地域の将来の発展を見越し

て、日野第一中学北側の国有地「日野第一桑

園」跡地と一部買収民有地lζ新設された学校

である。

昭58. 3. 30 

6.22 

昭59. 2. 1 

4. 1 

4. 6 

5. 23 

7.31 

10. 12 

11. 12 

昭60. 3. 25 

仲田小学校新設の為の市条例

一部改正を市議会が可決

現在地に建設着工

初代校長 山口武彦就任

開校

第 1回入学式

校庭・プール竣工

体育館竣工

市主催落成式挙行

校歌・校章披露式挙行

第 1回卒業式

4. 6 第 2回入学式

昭61. 3. 25 第2回卒業式

4. 7 第 3回入学式

昭62. 3. 25 第 3回卒業式

4. 1 2代校長岩下和夫就任

4.. 6 第 4回入学式

昭63. 3. 25 第4回卒業式

4. 6 第 5回入学式

2. 歴代校長

氏 名 | 就任期間

山口武彦|昭 59.2. 1 ，._， 62. 3. 31 

岩下和夫|昭 62.4.1 ，._，現在

日野市立仲田小学校

日野市日野本町6丁目1の74

0425-81-8511・8512

中央線日野駅下車徒歩10分

男159名 女 175名 計334名

教頭氏名 小林繁人

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、

東と南に甲州街道(国道20号線)、西lζ]R中

央線北に多摩川にか乙まれた、ほぼ長方形に

近い地域である。

乙の地域は、江戸時代以来甲州街道日野宿

として栄えてきた。近年、多摩川沿いの水田

を埋めたてて宅地化が進行している。したが

って、古くから居住している人々、比較的新

しく移住してきた人々とが混在している。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林

省蚕糸試験場(日野第一桑園)跡地にたてら

れ、周囲は、仲田緑地や多摩川都いう自然の

美しい環境が残されている。

仲田は、乙の付近の古い字名で、本校名も

乙れによったものである。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く国際社会

において信頼と尊敬の得られる知、徳、体の

調和のとれた人間性豊かな児童の育成をめざ

し、次のように教育目標を設定する。

oすすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる力

を養う。

oからだを きたえる子

生涯にわたってたくましく生きるためのす

乙やかな体を育てる。

oおもいやりの ある子

自己を抑制しつつ、他者を尊重し、好まし

い人間関係を築く。

oさいどまで やりぬく子
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困難に立ち向かい、障害を乗り越えて自己実現を図るための基礎を培う。

※昭和63年度は、教育目標を改善するための検討期間とする。

5. 指導の重点

ア教科

o各教科の特性を踏まえ、個性に応じた指導を工夫し、学ぶ喜びの味わえる授業を展開する。

oたくましく生きる人間の育成をめざし、体力の向上・健康の増進に視点をあてた体育指導の

充実につとめる。

イ道徳

o人の命の尊さに目を向けさせ、あらゆる場面で生きることの大切さを知り、行動できるよう

にする。

o社会の一員としての自覚を持たせ、相手の立場を思いやる心情をー育てる。

ウ特別活動

o健康・安全や給食等l乙関する事項を重視した学級指導を充実する。

o日常の学習を総合的に発展させた秩序と変化のある学校行事を行う。

エ その他の活動

oゆとりの時間を確保し、個別指導や補充指導、及び相互交流を図る集団活動の場として、人

間関係を深める。

o児童と教師が一体となって、学習環境をより美しく、より豊かにしていく。

o児童自らが進んで、健康っくりに取り組み、健康増進と生命の安全を守る能力と態度を養う。

オ生活指導

o一人一人の児童理解に力を注ぎ、カウンセリング・マインドに徹した個別指導を行う。

o家庭との連携を深め、基本的生活習慣の定着につとめる。

6. 本年度の研究課題

「楽しく運動にとりくみ、たくましく生きる児童の育成J

o体力づくりをめざして、給食・保健・体育等の授業研究を実施する。

。実技指導の研修を行う。

7. 本校の特色

新設校として開校し、五年目を迎えた。今年は「教育内容の充実」をめざし、

(1 ) 児童が明るく楽しい生活が過せるように学級経営を充実させる。

(2) 児童と保護者の信頼を高める。

そのために、一人一人の児童にわかる喜びを味わわせる研修の実践や、わけへだてなく公平

に明るく接寸乙とや、情熱を傾け全力を尽くすことなどに努める。

(3) 地域や家庭との相互理解を深め、一致協力して共通実践する。

等に努力する。

研究員 研究

岩下和夫 (49体育)

小林繁人 (53課題) I小林繁人 (44経営)

雨宮充 (61道徳)

-127-

研究員

佐藤典子 (61学養職員)

品田敏男 (63社会)



学校名

所在地

電 話

)1頃 路

生徒数

校長氏名 高橋豊彦

1. 沿革の概要

昭22. 4. 30 公立中学校として設置許可、

日野中学校と称する。

昭24. 4. 1 校歌制定

昭 29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

昭37. 9.17 新校舎(鉄筋防音)落成

昭38. 9. 9 プ-)レ落成

昭 39. 5. 1 特別教室落成

昭42.11. 4 20周年記念式典挙行

昭 48. 3. 10 校舎増築(普2、特別 2)

昭51. 3. 9 校舎増築(普3、教材室 1、

生徒相談室2)

昭52.11. 4 30周年記念、校歌刻字の記念

碑建立記念誌発行

昭55. 4. 1 大坂上中の新設に伴い学区縮

昭58. 8. 31 窓枠改修

昭59. 3. 31 給食棟増築(食堂 I、特別2)

昭59.6. 4 学校給食開始(一年生は食堂

方式)

2. 歴代校長

氏 名|年月~年月 j
町田勘之助昭 22. 4，.._ 25. 9 

飯塚節ニ 昭25.10 ，.._ 37. 3 I 

大沢 ヨ早包JノF 昭37. 4，.._ 40. 3 

大沢量作 昭40. 4，.._ 45. 3 I 

安部達郎 昭45. 4，.._ 49. 3 

東 恭朝 昭49. 4，.._ 53. 3 

松延耕作 昭53. 4，.._ 57. 3 

小林節夫 昭57. 4，.._ 59. 3 

奥村節生 昭59. 4，.._ 63. 3 

品橋豊彦 昭63. 4，.._現在

日野市立日野第一中学校

日野市日野本町7-7-7

0425-81-0009 (代)

J R 日野駅下車徒歩10分

男435名 女371名計806名

教頭氏名 古屋登吾

3. 地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第

四紀沖積層の低地に当り、水の便よく水田が

発達し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えて

きた。

近年、郊外の住宅、アパート、工場、特iζ

中小企業、家内工業、商業が多く、近郊農業

も見られる。

4. 教育目標

1 よく考え やりぬく人

2 協力し 全体につくす人

3 心豊かで 思いやりのある人

4 進んで心身をきたえる人

5. 本年度の指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

学習意欲を高め、基礎学力の充実を図る。

o発表の場や表現の機会を多くする。

o学習の計画を立てさせ、予習・復習の習

慣をつける。

。よく考える態度を養い、学力の伸長を図

る。指導内容の精選、指導方法の改善lζ

努める。

イ.道徳

実践活動を通して道徳的心情を高める。

。一人一人を尊重する態度を養う。

oきまりを守り、行動する態度を養う。

o感謝の気持ちを育てる。

o身のまわりをきれいにし、物を大切に

する心と実行力を育てる。
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ウ.特別活動

教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを大切にし指導する。

o生徒自身に深く考えさせ、自主的実践的な活動を伸ばす。

0集団活動を通して、集団の一員としての自覚を深め協力する態度を育てるo

o図書館教育、給食指導の充実と発展を図る。

(2) その他の活動

ゆとりあるしかも充実した学校生活の実現をめざす。

o学校行事への取りくみを通して、生徒の自主活動を推進させる。

。個別指導を実施し基礎学力の充実に努める。

地域社会との連携を密iζ し、生徒の健全育成と郷土愛の育成に努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

教師の共通理解を深め、全員一致して指導にあたる。

。基本的生活習慣を身につけさせる。

o勤労意欲を向上させ、学習環境の美化lζ努めさせるo

イ.進路指導

個々の生徒の能力・適性の把握に努め、自ら進んで進路を選択する態度.と1iEノJをηて旬。

6. 本年度の研究主題

(1 ) 学年・学級経営の充実

(2) どの子にもわかる授業

7. 本校の特色

教育目標の具体化のーっとして、次の3点l乙特iと意を用いている。

(1 ) 基礎学力の向上をめざす指導法の工夫を通して、生徒の学習意欲を高め、またよく考え、や

りぬく態度を養うため、他校の参観や、ゆとりの時間の活用等、校内での授業研究を基に、資

料の収集や整理につとめている。

(2) 情操の育成を図るために、教室、廊下などの掲示指導に意を用い、また校舎内外の美化のた

めに、清掃に意を用い実施している。登下校時刻の厳守には教師、生徒会が一体となってつと

めている。

(3) パーソナルコンピューターを活用し、教科の学習プログラム成績の処理、学級編成、生徒名

簿・地区名簿の作成、各文書の作成等に活用する。

8. その他(教職員の研究歴)

¥ 研 qプbし 員 研究生 開発委 員 現代化

高橋豊彦 (47保体) 佐藤至正 (60技)

2 古屋登吾 (44保体)

3 石堂正行 (61特活)

4 田中伸佳 (62特活)

5 
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学校名

所在地

，電吾転~ 話

JI民 路

生徒数

校長氏名 大野隆久

1 沿革の概要

昭29年度 設立認可、開校式、入学式

(生徒 200名)

第二期工事八教室増築落成

昭31年度 第三期工事竣工落成

昭 32年度 第 1回卒業式(卒業生204名)

昭 33年度 校旗 ・校歌制定

昭 34年度 産業教育研究校に指定される

昭35年度 特別教室(工作、調理、理科)

竣工落成

昭36年度 第二期特別教室竣工

産業教育研究発表会、修学旅行

研究発表会

昭 37年度 プール竣工落成

昭38年度 保健体育研究発表会

昭39年度 普通教室3教室竣工、創立10周

年記念式典挙行

昭40年度 体育館竣工

昭41年度 防音校舎第一期工事完成 (6教

室)

昭42年度 防音校舎第二期工事完成(18教

室)、プール用更衣室工事完成

昭43年度 南校舎前、境裁花壇完成

体育倉庫と校庭用便所完成

昭44年度~プレハブ教室使用

昭 47年度

昭48年度 四中新設のため34学級より25学

級に縮小

創立20周年記念式典挙行

昭49年度 南校舎3階塗装。 技術科教室及

同準備室改造整備。中庭・他整

備

日野市立日野第二中学校

日野市多摩平4丁目5の2

0425-81-0056・0262

中央線豊田駅下車徒歩 10分

男 443;名女 421名計 864名

教頭氏名 北原景昭

昭50年度 南校舎6教室増設、南校舎2階

塗装

昭 51年度 理科室、家庭科調理室、机、床

整備

昭52年度 体育館照明工事、暗幕完成

校舎電気配線整備

昭55年度 大坂上中新設のため26学級より

20学級に縮小

第二技術室の新設

昭56年度 北校舎内部塗装工事、校長室 ・

事務室の床張替え工事

昭57年度 南校舎窓枠改修工事。プーノレサ

イド改修工事。体育館床塗装工事

昭59年度 創立30周年記念式典挙行

昭60年度 給食棟建設工事着工

昭62年度 給食始まる

南校舎内部塗装工事

2. 歴代校長
一一ー一一

氏 名 年 月~年月

橋本 貴一 昭 29. 3. 31 --30. 9. 31 

増山 '恒 昭30.10. 1 --41. 3.31 

飯 田 栄一 昭41. 4. 1 --46. 3. 31 

河村俊一郎 昭46. 4. 1 --48. 3. 31 

1飯田卯吉 昭 48. 4. 1 --51. 3. 31 I 

小 林政之助 昭 51. 4. 1 --55. 3.31 

渡辺吉彦 昭 55. 4. 1 --59. 3. 31 

小林節夫 昭 59. 4. 1 --63. 3. 31 

|大野隆久 昭 63. 4. 1--現在
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3. 地域の環境

学区は 3，000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラリーマンの

住宅地として発展したベッドタウンの中央に位置している。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者としてたくましく実践力のある人聞をめざ

し、

(1 ) 健康なからだと自主的精神を養う。

(2) お互いに尊重し合い、奉仕の態度を育てる。

(3) 高い知性と豊かな情操を養う。

5. 本年度指導の重点

;.各教科

o生徒ひとりひとりの能力適性の伸長を図り、自ら学びとる態度・意欲を育成し、基礎学力の

充実をはかる。

イ. 生活指導

o徹底した生徒理解に立ち、組織的指導をもとに、基本的生活習慣の確立を図る。

ウ 進路指導

o系統的指導計画の実践を通じて自己を理解させ、正しい職業観を養い将来の進路を選択する

能力を育成する。

6. 本年度の研究主題

oお互いを高めあう学級会活動の工夫

副題 わがまま、甘えの克服

7. 本校の特色

北に日野市最大の中央公園に接し、多摩平団地のほぼ中央iζ位置し、けやき、 白か し、くぬぎ、

こなら、赤松、ゆりの木等々の木々に固まれ、自然環境は良好である。広い校庭は桜に固まれ、

体育系のクラブ活動は活発で優秀な成績を上げている。都の愛鳥モデ、ル校にも指定されており、

生徒も自ら小鳥 ・小動物の飼育を行い、情操面の高揚も見られる。青桐祭(運動会 ・文化祭)も

12年目を迎え定着してきた。年2回実施される生徒会主催の球技大会、合唱祭は、学級のまとま

りを強めるとともに、生徒の自主性を育てている。

8. その他(教職員の研究歴)

よ下思空 研 qプ~ 貝 現代化委 員 研 プワbし 生

富士 尭 (41特活) 池田友彦 (43英語)

2 永谷 豊 (45教育方法)

3 永谷 豊 (52特活)
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学 校 名 日野市立七生中学校

所在地 日野市南平 6-7 -1 

電 d舌 o 4 2 5 -9 1 -0 1 7 4・o1 7 5 
}I頂 路 南平駅(京王線) 下車徒歩7分

豊田駅(J R) 下車徒歩17分
生 徒数 男353(4・1)女:no(2・0)計723(5・2)

)内は心陣・訪問学級の生徒外数、 合計730

校長氏名 川崎昭 三 教頭氏名 野 津 昭兆

1. 沿革の概要

昭22. 4. 1 学制改革lとより七生村立中学

校を役場庁舎内に設置

5. 15 七生村役場を仮校舎として開

校式挙行2部授業で発足

昭23. 2. 15 七生村南平 1944番地に七生

中学校敷地決定地鎮祭を挙行

9. 4 新校舎完成、 当日より授業開

始

昭32.12. 1 P T A結成第 1回総会を挙行

創立十周年の記念授業典及び

校歌制定の発表を挙行

昭 33. 2. 1 日野町立七生中学校と校名変

更

昭 37. 7. 31 プール聞きを挙行

昭 37.--39 鉄筋3階3教室 ・6教室完成

昭 41. 7. 1 体育館落成

昭42.11. 33 創立二十周年記念式典挙行

昭45. 3. 31 鉄筋防音校舎九教室完成

4--9 七生中学校に三中分校設置

昭46. 3. 31 第二期防音鉄筋校舎完成

8. 24 プール浄化装置 ・更衣室完成

昭47. 3. 20 観察用水槽完成

5.22 訪問学級開級式

昭59.5. 校庭南フェンス改修 (歩道完

成)

昭59.8. 全教室窓枠アルミサッ シに交

換・外装吹付け工事実施

昭60.3. 廊下塗装工事実施

5. 給食棟 (厨房 ・食堂)完成

昭 61. 3. 校庭南フェンス(高)延長

昭62. 9. 12創立四十周年記念式典・祝賀

会を挙行

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

飯 塚 節 ニ 昭 22. 4.-昭 25.9 

士首 山 '悟 昭25.10 --昭 30.10 

飯島一吉 昭 30.10--昭 37. 3 

木村 功 昭 37. 4--昭 40. 3 

芳 西 幸二 昭 40.4--昭 44. 3 

~~ 崎一 男 昭44.4--昭 47. 3 

品橋太一 昭 47. 4--昭 51. 3 

吉岡 孝一郎 昭51 4--昭 55.3 

山本 保 昭 55. 4--昭 61. 3 

) 11 崎 昭 二 昭 61. 4--現在

昭50. 5.22 南校舎西側 (4階)増築工事 3. 地域の環境

完成訪問学級教室完成

7. 1地番変更日野市南平6-7-1

昭 52.11. 3 創立二十周年を祝う会挙行

昭54. 9. 30 校庭、運動場改修工事完了

昭57. 3.31 社教による夜間照明工事完了

昭58. 4. 1 心障学級開設 (2教室改造)

5. 心障特別教室完成
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学校は京王線より徒歩 7分、中央線豊田駅

より南へ17分、浅)11にそう静かな位置にある。

学区域は京王線に沿って東西に長く、 平坦部

と多摩丘陵からなり、 急速に住宅が増えてき

た。生活環境がよく、生活指導には恵まれて

いる。

学区近くには、 高幡不動、また多摩動物公



圏、平山城祉等の文化施設がある。

4. 教育目標

(1 ) 学校の教育目標

基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成するために、つぎの乙とを目標とする。

自主・敬愛・勤勉・責任・健康

・自ら学び、考え、行動しよう 0

.責任と思いやりの心をもとう 0

・健全な心とからだをつくろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

o人権を尊重し、実践活動を通して生徒の個性の伸長をはかり、人間性豊かな生徒を育成する。

o基礎的・基本的内容を身につけさせるため、日常の継続的研究をすすめる。

oより効果的に教育活動を進めるため、教師と生徒の心のふれ合いを深めるとともに、教育環

境の整備向上に努める。

o障害児lζ対する理解を深めるため、心障 ・訪問学級との交流をはかる。

o全職員の共通理解を深め、あわせて父母との連携を密にする。

女心障学級 ・訪問学級の方針女

・情緒豊かで、健康な身体を育てる。

・一人ひとりの発達段階に応じて、言語(表現活動)認識を豊かに育てる 0

・生活に必要な技能や、自分から進んで行動できる力を育てる。

・お互いの個性をだいじにし、助け合って働ける人を育てる。

・親密な人間関係を通じて、生徒一人ひとりの健全な成長と民主的人格の発達をはかる0

・力を合わせ、きょう一日きてよかったと思える学級にする。

5. 本年度指導の重点

(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o基礎的基本的事項の指導の徹底と、応用力の向上をはかる。

イ.道徳

o健康で明るく、互いに協力する態度を養う。

o物事を正しく理解し、判断して、建設的に実践してし、く態度を養う。

ウ.特別活動

。生徒の自主活動を高め、規律正しい学校生活を通して、心身ともに調和のとれた生徒を育

成する。

(2) その他の活動

o集団生活をとおして、互いに協力する態度を育成する。

o生徒理解を深め、個性の伸長をはかるとともに、生活意欲の向上に努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

。諸活動を通じ、生徒の自主性と自治能力の向上に努める。

o基本的生活習慣の指導を通し、中学生としての生活態度を養う。

イ.進路指導

o自己理解を深め、自分の特性にあった進路を選択するとともに、自ら向上しようとする態

度を養う。
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1 

6. 本年度の研究主題

基礎学力の定着をめざす指導

7. 本校の特色

。生徒は明るく 、素直であり、父母も教育熱心で、ある。 PTA活動も伝統と新しさをうまく調
和して建設的で意欲的である。

o 研修会や授業研究等を通して、基礎学力の定着、授業の充実を図っている。

o 生徒の自主活動が盛んで、合唱コンクーノレ、三年生を送る会等の行事が、例年、活発に行わ

れている。

8. その他(教職員の研究歴)

伝司空j研 プワbし 貝 現代化委員 開発委員 研 ワプbL 生 道徳助言研 l

川崎 昭コ 野津 昭兆 柳沢 美澄 野津 昭兆 野津 昭兆

(40・理科) (51・国語) (56・英語) (49・国語) (61) 

2 
野津 昭兆 瀬川| 昭英 大谷良光

(53・国語〉 (63・国語) (61・技術)

3 
柳沢 美澄

(55・英語)

4 
大谷 良光

(59・技術)

5 
管野 岡リ

(63・教育課題)
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学校名 目野市立日野第三中学校

所在地日野市程久保650番地

電話 0425-91-2228 (代)

)1頃 路京王線高幡不動下車百草団地行パスで

高幡台団地下車徒歩7分

生 徒数男491名女443名計 934名

校長氏名 清水春海 教頭氏名 村田志信

1 沿革の概要 I 2 歴代校長
昭45. 4. 1 日野市立七生中学校日野第三

中分校として、七生中学校内

で授業開始。生徒数26名、教

職員数12名

昭45.10. 1 日野市立日野第三中学校開校

七生中学校内で授業。生徒数

44名、教職員14名。百草、高

幡の両団地を学区域にする。

昭46. 3. 27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地区の全

部、 三沢地区上、中を加える。

7. 1 学区域変更、西部百草団地を

加える。

10. 2 開校式を挙行 10月2日を開

校記念日とする。校章 ・校歌

を発表

昭48. 1. 31 体育館工事竣工

昭50. 4. 1 第二期校舎増築竣工
昭54.. 4. 2 第三期校舎増築竣工

昭55.10. 5 創立十周年記念式典

昭59. 4. 1 学区域変更、西部百草園住宅

および日本信敗西部百草園住

宅地域を除外、三沢中学校区

lと移す。

昭59. 9. 1 第四期特別教室増築竣工 プ

ール管理棟竣工

昭62. 3. 31 プーノレ改修工事竣工

氏 名 年月~年月

橋本敏一 昭45. 9，....__ 48. 3 

松延耕作 昭48. 4，....__ 53. 3 

田 中 ヲ| 明 昭53.4，....__ 56. 3 

長岡宗次 昭56. 4，....__ 59. 3 

千 葉贋志 昭 59. 4，....__ 63. 3 

清水春海 昭 63. 4，....__現在

3. 地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯にある。

学区域は住宅公団の高幡・百草の両団地、民

間分譲の三井、電建の諸国地及び在来の程久

保、三沢の両地区を含んだ地域である。

屋上からは眼下に浅川が流れ、その北に起

状lと富み緑豊かな武蔵野台地を一望する乙と

ができ、西方遥か富士の秀峰も眺められる。

学区内には都立多摩動物公園、明星大学があ

り、付近には百草園、東電学園、帝京大学、

中央大学などがあって、文教地区を形成して

いる。

4. 教育目標

自ら判断し、責任をもって実行する人とな

る。

① 基礎学力を充実し、文化を創造する人と

なろう。

② 豊かな心を養い、力を合わせて進もう。

③ 若い人らしい気力、体力を養おう。
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5. 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標を学年・学級に具体化して経営の充実をはかり、思いやりがあり協調性のある、人

格の形成を目ざす。

② 指導方法の改善、工夫、基礎、基本の重視をとおして生徒の自主性を啓発し、充実した学校

生活をおくらせる。

③ 生徒の自主的、自律的活動を促すため、生徒活動・クラブ活動の経営充実をはかる。

6. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

教材を精選するとともに、ゆとりのある学習をとおし、自主学習を促進し、学習の効率化を

はかる。

イ道徳

他領域との関連をはかりながら、豊かな心を養い、自主的判断のもとに、責任ある行動がで

きるように、指導内容をくふうする。

ウ特別活動

① 小集団を基礎に、個人の自発性をうながし、学級集団の質を高める。

② 学級・学年の活動を母体として、生徒会活動の充実をはかる。

(2) その他の活動

① 教育目標の具体化をめざして、生徒ひとりひとりの指導にあたるとともに、国際社会の

一員として、思いやりの精神を養う。

② 諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主・自律的な活動ができ

るように指導する。

(3) 生活指導・進路指導

ア生活指導

① 学級の基礎の上に立った生徒会活動を伸長させ、組織をとおしての自律ある生活態度を

身につけさせる。

② 問題行動に対しては、全職員の共通理解にもとづき、一致した指導の徹底をめざす。

イ 進路指導

教師・生徒・保護者の緊密な交流をはかり、各学年に応じた系統的、個別的指導の徹底をめ

ざす。

7. 本年度の研究課題

ア.主題「個性・創造性・自主性を高める指導法の工夫」

イ.研究内容

①「学級活動に支えられた生徒会活動のあり方」についての実践事例研究。

②授業研究

8. 本校の特色

。本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえず
りを楽しむことができ、自然環境に恵まれている。

o 開校18年目で、市内で最大の学級数(22)、学区域の小学校は、潤徳小、高幡台小、程久

保小の 4校ある。

o 開校以来、 「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目標の具体化をめざし、
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全教育活動を通じて、生徒の自主性の育成に努めている。

o 団地、分譲地を主体とした地域で、保護者の約3分の lが技術的、管理的な職業に従事し、

子弟の教育に寄せる関心は大変高い。

8. その他(その他教職員の研究歴)

~ 中央研・海外派遣 研究員 開発委員 研究 生

樋口恢武 (55海) 福田慶園 (42英) 橘 陽臣 (57体) 樋口恢武 (54社)

2 大宅 寛 (42音) 鈴木 渉 (59音)

3 村固定、信 (44音〉 高見登志子 (61家)

4 飯島 利= (47技)

5 高野徐ー (51美)

6 ! 樋口恢武 (53社)

7 乙黒 義夫 (57国)

8 松沢茂久 (59特)

9 飯島利= (60課) 十10 乙黒義夫 (62書)
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学 校名

所在地

電 ロ舌

)1頃 路

生 徒数

校長氏名 桑原和正

1. 沿革の概要

昭47.8.21 四中校舎起工式(工事費19億

円 施工小田急建設)

昭48. 1. 18 屋内体育館着工

4. 1 初代校長河村俊一郎以下教

員24名発令開校

7. 2 屋内体育館完成使用開始

(工費約4干6百万円 施工

小田急建設)

7. 18 本校シンボル「泰山木」決定

8. 7 プール完成(工費2，700万円)

10. 13 校歌作詞完成

10. 16 校章決定

教育目標設定

11. 10 校歌作曲完成(寺原伸夫)

11.16 校旗完成

11. 17 落成式挙行

11. 22 第一回開校記念日

昭49. 2. 2 標準服制定

5. 30 保健室冷房装置取付

7. 1増築工事開始

7. 3 保健室 空気清浄装置取付

9. 6 駐車場舗装

10. 19 玄関コンクリ ート舗装

昭50.1. 8 体育倉庫、砂場完成

3. 8 増築完成(校舎3スパン体育

倉庫、校庭砂場、物置き機械

室)工費約1.6億円施工小

田急建設

4. 26 テニスコート完成

校庭の校舎側U字溝設置

昭51. 1. 16 図書館開館

九日野市立日野第四中学校

日野市旭が丘 2-42 

o 4 2 5 -8 3 -3 9 0 5・39 0 6 

中央線豊田駅下車 徒歩17分

パス(長房団地行、都立工科短大下車 5分)

男484名 女403名計887名 21学級

教頭氏名 曾田武夫

昭51.12. 22 玄関前アスファル卜舗装

昭52. 4. 1 二代校長 山口幸雄発令

9. 13 第二期工事開始 (東端3スパ

ン美術室を理科室lζ改造)工

事費9500万円 施工小田急

建設 年度末完成

昭53.3. 28 校庭防球フェンス設置

昭54.5. 15 校庭東側防球フ土ンス設置

昭55.1 8 仮称第八中学校準備委員会発

足

6. 26 校庭南側防球フェンス設置

昭56. 4. 1 三代校長花牟礼哲発令

昭58.4. 10 学校警備機械化に変更

11.21 創立十周年記念式典校歌碑建

立

昭59. 1. 10 配膳室アスファル 卜舗装

8. 1 体育館床の研磨

昭 60.4. 1 四代校長立川泰司発令

昭62.1.17 給食棟建設工事着工

9. 30 給食棟及び関連改修工事完了

昭63. 4. 1 五代校長 桑原和正着任

5.16 給食開始

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

河村俊一郎 昭48.4.1 --52.3. 31 

山 口幸雄 昭 52.4.1--56.3. 31 

花牟礼 手に斤コ 昭 56.4.1 --60. 3. 31 

立川泰司 [昭 60.4.1 --63.3. 31 

桑原和正昭 63.4.1 ，...._現在

-138-



3. 地域の環境

本校の学区は、地形的・地質的には北半の洪積台地(日野台)と南半の浅川ぞいの沖積低地に

2分されている。台地部は 2--3段の段丘状になっており、その境界は高低差10--20mの急崖に

なっている。

乙の地域は昭和初期まで、人家はほとんどなく昭和12年、小西六写真工業(株)(六桜社)、昭

和18年富士電機製造(株)の進出まで、ほとんど見るべきものはなかった。

しかし、戦後にこ乙にも都市化の波が押しょせ、昭和33年多摩平団地入居をきっかけに、人口

は急増しはじめた。平山工業団地・ ]R豊田電車区、多数の住宅、アパートなど、畑や雑木林を

つぶして設置され、学区内の様相は最近15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急増した。

4. 教育目標

平和で民主的な国家、社会の形成者として、世界にひらかれた日本人の育成をめざし、つぎの

目標を定めます。

1 進んで学習し、向上する人

2 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

3 進んで、心身を鍛え、やりぬく人

o学校の教育目標を達成するための基本方針

1 年間の授業時数を確保し、生徒の思考過程を重視した授業をすすめる。

2 生徒の自主的実践的活動を重視した行事の実施、及び学年・学級経営を図る。

3 家庭の理解と協力をえて、ともに人間性豊かな生徒の育成につとめる。

5. 本年度の指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動

ア.各教科

1 生徒の活動を生かす指導につとめ、自ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2. 教材の精選につとめ、 基礎学力の充実を図る。

イ.道徳

1 お互いの人権を尊重し、思いやりの心を養う。

2. 物を大切にする心を育てる。

3. よく考えて行動し、結果に責任をもっ態度を養う。

ウ.特別活動

1. 教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを深める。

2. 集団の一員としての自覚を深め、協力してよりよい集団生活を営むようにする。

(2) その他の活動

充実した中学校生活を送るために

1. 学校行事への取り組みを通して、自主的・実践的活動を重視する。

2. 教師と生徒のふれあいを重視し、生徒一人ひとりの学習や生活の悩みの解決を図る。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

1. 自主的に規律正しい生活習慣を身につけると共に、個人の責任を自覚させる。

2. 勤労意欲を向上させ、教育環境の整備・美化に努めさせる。

3. 心身の健康安全に対する意識を高め、 事故防止に努めさせる。

4. 集団生活の意義や個人の果たす役割を理解し、集団の質を高める態度を養う。

イ.進路指導
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系統的な指導lζ努め、自己理解・情報の分析を通し、将来の進路を選択する能力と態度を

育成する。

6. 本年度の研究主題

生徒の学習(教科・行事など)意欲を高めるために、どう指導の手立てを考えるか。

7. 本校の特色

(1 ) 教育活動

各領域の調和lζ心掛けつつ、校風を発展させる意気に燃えている。

ア.授 業 校内研究を深め、 1時間 1時間を大切にする。授業打切りをさけ、まじめな

学習態度を育でる。

イ.特別活動 学級活動・ 生徒会活動・クラブ活動と学校行事の調和をめざし、時間を厳守

して活動し、自発・ 自律心を育てると共に感動する体験を多くするように努

める。

(2) 授業研究の推進

市の学校教育の指導目標にのっとり、授業研究の推進に努める。

(3) 父母との連携

学校通信(学校のようす、生徒の創作)を家庭iζ配布し、 学年・ 学級通信と合わせて共通理

解・共通指導に努める。

(4) 美化緑化の推進

校樹(泰山木)を育て、緑多く美しい学園の環境整備に努める。

(5) 勤労体験学習の推進

学校行事を通して、特に、全校清掃の日々の実践から、自ら気付き・考え・実行する力を育

てる。

8. その他(教職員の研究歴)

No. 研 守プ~ 民 開発委員・現代化委員 研 究生

桑原和正 46年教育方法 桑原和正 52年道徳

2 桑原和正 48年社会 曾田武夫 50年保体

3 曾田武夫 48年保体 品橋清子 57年家庭

4 高橋清子 61年家庭

5 原田憲一 62年技術
.一 一一

6 吉田俊明昨教育課題 i
7 40年生指 上
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日野市立三沢中学校名校手f

日野市三沢25番地I也在ー所

o 4 2 5 -9 2 -5 0 1 7・5018 長舌'牙宇
屯

京王線百草国より西へ徒歩10分路)1頃

高幡不動駅より東へ徒歩12分

計929名女443名男486名支え徒生

校長氏名

仮称5中学校校舎起工式

初代校長古川豊発令

日野市立三沢中学校開校

頭以下教職員22名発令

始業式(2年 156名、 3年147

名)

第 1回入学式 (1年 188名、

全校生徒491名)

第 1回開校記念日

第 1回卒業式(男80名女66名)

第 2回入学式(男109名女85名)

第 2回卒業式(男75名女88名〉

第 3回入学式(男 111名女91名)

第 3回卒業式(男93名女91名)

第 4回入学式

(男 107名女 105名)

第4回卒業式(男105名女86名)

第 5回入学式甥 131名女94名)

第 5回卒業式(男108名女95名)

二代校長 降旗経雄発令

第 6回入学式

-(男 137名女 108名)

第 6回卒業式

(男 110名女 108名)

第 7回入学式

(男 107名女 122名)

学級教職員 35名

第 7回卒業式(男130名女95名)

校舎増築、給食室完成

第8回入学式

(男 174名女 161名)

良日

昭57.

健

第8回卒業式

(男 136名女 102名)

西側第二グランド完成

第 9回入学式

(男 171名女 153名)

第 9回卒業式

(男 110名女 119名)

前庭、中庭緑化完成

第 10回入学式

(男 169名女 170名)

24学級教職員 55名

第 10回卒業式

(男 174名女 169名)

三代校長綿引正己発令

第 11回入学式

(男 173名女 142名)

23学級教職員 55名

創立 10周年記念式典

第 11回卒業式

(男 175名女 164名)

第 12白入学式

(男 142名女 129名)

23学級教職員 56名

昭 61.

昭62.

11. 7 

昭63. 3. 18 

4. 

3. 19 

3. 31 

4. 8 

3. 31 

4. 8 

3. 20 

7 

7 

3.20 

塙

4. 

4. 

教頭氏名

昭 60.

教

己正ヲ|京高

1 沿革の概要

昭 51. 9. 18 

昭 52. 2. 1 

4. 1 

9. 16 

3. 22 

4. 7 

3. 19 

4. 7 

3. 18 

4. 8 

7 

3. 20 

4. 6 

3. 19 

4. 1 

4. 7 

6 4. 

4. 

昭 55.

昭 56.

昭54.

昭53.

歴代校長
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一豊
一雄
一己

経

正

氏

古 川

降旗

綿号|

2. 

18 

3. 19 

7 

3. 19 

4. 1 

4. 7 

4. 

昭 58.

昭 59.



3. 地域の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。学区域は京王線に沿って北

は浅川までの平坦部、南は多摩丘陵からなり、環境に恵まれ、高幡不動尊、百草園などの名勝が

ある。

4. 教育目標

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

② 心豊かで、みんなと協力できる人間に育てる。

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる。

。教育目標を達成するための基本方針

① 授業を大切にし、教材研究ならびに授業研究にとりくみ、基礎的事項の定着を図る。

② 学級・学年活動、学校行事等を通じて、生徒の存在感や成就感をうながす活動を展開する。

③ 体位・体力の向上を図ると共に、生徒理解に立った心の指導をすすめる。

④ 規律ある校風を築き、教育環境を整え、教職員は和をもって乙れにあたる。

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科

。 基礎学力の充実のために教材を精選、系統化して学習の効率化をはかる。

。 主体的かっ素直に学ぶ態度、習慣を身につけさせる。

o 一人ひとりの学習者の立場に立った指導を工夫する。

(2) 道徳

o 一人ひとりの人権を尊重する人聞に育てる。

o きまりを守り、集団や社会の一員として自覚し、行動する態度を伸ばす。

(3) 持別活動

o 自主性を育て、堅実な思考力と豊かな文化的創造性を育成するために、教師と生徒が一体

となって、発表の場や機会を作る。

o 生徒の自主性と仲間との協力や規律ある集団生活の習慣を養うため、クラブ活動を盛んに

f丁つ。
o 生徒会活動の活発化lとより、生徒の自主的・自律的態度を育てる。

(4) 生活指導

立派な校風と伝統を築き上げるために

。 規律ある集団づくりを進める。

o 積極的に環境づくりに取り組む。

o 善悪理非のけじめを自覚させ、実行させる。

(5) 進路指導

o 自己理解を深め、進路選択の能力を養うよう、学年に応じた系統的指導を実践する。

。 学級指導における進路学習を位置づける。

(6) その他の活動

。 教育相談、学力補充を精力的にすすめる。

o 中国引き揚げ子女に対して配慮をし、特に日本語の習熟をはかるように努める。

。 国際理解教育の推進をはかる。

6. 本年度の研究主題

遅進生徒に対する有効な指導法のあり方を、実践を通して研究する。
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7. 本校の特色

本校は開校以来11年が経過し、教職員の努力と地域、父母の協力により、学校の基礎が確立c

れたところである。施設の面では、この 2、 3年の聞に校舎増築、給食施設の完成、 第二グラ ン

ドや前庭の完成など一段と充実をみた。

教職員は常に和の精神を堅持して、 当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってき

た。特に、生徒一人一人の個性を伸ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明るく伸びやか

な雰囲気を大切にしている。その中で白から考えさせ、 自主的な行動のとれる生徒の育成をめざ

している。このことを可能にするため、 授業研究、行事の充実、生活指導のための校内研修を重

視している。生徒は素直であるが、目的意識が不十分であり、 集中力に欠ける面がある。父母は

教育熱心で、協力的で、あり、父母と教師の会の活動も活発である。

本年度、国際理解教育の推進ならびに英語力の増進を目的に、外国人教師の導入を図った。

8. その他(教職員の研究歴)

中 央 研 教育研究 員 開発委員等 道徳助 言 研

γ什ロi'>) 健 良日 京市 ヲ| 正 己 京市 ヲ| 正 己 京市 ヲ| 正 己
(56) (44. 教育方法) (51 英語現代化) (57) 

トー

西 村 美紗子 白色 谷 静 一 中 ネ艮 勉
(44. 音) (理現代化) (62) 

角 田 zEf=3 ， 子 中 ネ艮 勉
(50. 給食) (61 社会開発)

広 瀬 昭
(52.英)

中 ネ艮 勉
(56.教育課題)

τEと1 池 美紀子
(62.音)
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学 校名

所在地

電 員古

)1頃 路

生徒 数

校長氏名 名塚 三 雄

1 沿革の概要

昭55. 2. 1 初代長谷川辰美校長着任

4. 1 日野市立大坂上中学校開校

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式(2年214名 3年235

名心障 15名)

4. 8 第 1回入学式男144名

女 128名心障 2名

5. 15 校舎・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6. 28 プール工事完成

7. 12 落成式挙行

8. 11 生徒標準服・校章・校旗制定

11. 1 体育館帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定校章、校旗、校歌

発表会挙行

昭56. 3. 9 第 1回卒業式男 130名

女 114名

4. 7 第 2回入学式男 128名

女 134名心障 12名

昭57.3.19 第 2回卒業式男 112名

女 110名

4. 7 第 3回入学式男 123名

女 102名心障7名

昭58. 3. 9 第 3回卒業式男 148名

女 144名

3.31 理科室、食堂、図書室、美術

室、普通教室4完成

4. 7 第 4回入学式男 151名

女 118名心障 5名

昭 59. 3. 19 第 4回卒業式男 142名

女 143名

日野市立大坂上中学校

日野市大坂上4-17-1 

o 4 2 5 -8 3 -9 7 5 5 ~ 6 

中央線日野駅下車徒歩12分

男480(8) 女434(5) 言十914(13) 

)内 心障学級生徒数

教頭氏名 小高辰雄

昭59. 4. 7 第5回入学式男 166名

女 151名心障6名

昭60. 3. 19 第 5回卒業式男 127名

女 130名心障4名

4. 8 第 6回入学式男 132名

女 152名心障4名

昭61. 3. 20 第 6回卒業式男 150名

女120名心障5名

4. 8 第 7回入学式男 173名

女 163名心障5名

昭62. 3. 20 第 7回卒業式男 166名

女 154名心障6名

4. 7 第 8回入学式男 161名

女 146名心障3名

昭63. 3. 18 第 8回卒業式男 131名

女 154名心障4名

4. 1 第 2代名塚三雄校長着任

4. 7 第 9回入学式男 148名

女 130名心障4名

2. 歴代校長

氏 名| 年月~年月
長谷川辰美|昭55.2. 1，._ 63. 3. 3 

3. 地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られてい

る。また、関東ローム層の日野台地にあり、

昭和11年日野工場地帯の中に設立された神鋼

電気側のあと地に新設された中学校である。

学区内に日野自動車紛をはじめ中小工場も
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多く、また実践女子大学、日野台高校と隣接しており、教育環境は良好である。

近年、学区域は、住宅化が進んでいる。又、学区内に市役所もあり、朝の多摩川、夕の富十の

眺めは、教育環境を特に引立てている。

4. 教育目標

進んで自己を開拓し向上しつづける人になろう。

① よく考え進んで学ぼう。(知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう。 (敬愛)

③ 心身を鍛え、 全力でやりぬ乙う。 (健全)

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科・道徳、・特別活動

7. 各教科

授業態勢の確立とわかる授業の工夫をすすめ

.基礎学力の充実をはかる

-生徒自ら学び考える態度を育てる

イ.道徳

正しい判断力と思いやりの心を培い、社会の一員としての自己のあるべき姿を求め、道徳

的実践力の育成にっとめる。

ウ.特別活動

自主性を育て、 主体的な実践活動を通して充実した学校生活を送らせる。

(2) その他の活動

・生徒会の諸活動の充実にっとめる。

・教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を育てるよう学年・学級の諸活動の充実につとめ

る。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

・学級の小集団を基盤として学級・学年・全校集団の質を高める活動を推進する。

(生徒の組織的活動)

・生徒に責任の所在をわからせ、自分で解決していく力をつけさせる。

(生徒指導の内容)

・研修を深め、教師間の理解と連携を密iζ し、同一姿勢で指導にあたる。

イ.進路指導

・生徒が自己の能力・適性を伸ばし、目的意織をもって将来の進路を選択できるよう、計画

的に指導をすすめる。

6. 本年度の研究主題

(1) 基礎学力の定着をはかるための指導

(2) 生活指導の充実

7. 本校の特色

本校はー中と二中を母校とし、各方面の理解と協力iとより作られた近代的な設備の整った開校

9年目の学校である。校舎内は非常に明るく、校庭には樹齢30年を超える桜、ヒマラヤスギが生

え、校門には樹齢 100年ともいわれる棒がそびえ、教育環境は非常に良し'0日野台高校と隣接し、
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生徒は高校生活を窓どしに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校教職員が

力を結集して努力してきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力lとよ

り、おちついた雰囲気のある学校となり、生徒が意欲的に活動する学校となった。 58年度より学

校給食が始まり 396名入る食堂が完備し、各地よりの参観者がある。

また、本校は心障学級設置校でミあり、交流学習等教育内容の充実lζ努めている。幸にして在学

する生徒の一人一人が明るく生き生きとした姿で学んでいる。

63年度は ①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、授業の充実をはかり ②生徒会活動

を重視し、 計画的な指導により生徒の自浄能力と意識をさらに高め ③生活環境を全校あげて整

備し、安全 ・清潔 ・静粛な学校の維持 ・向上につとめてし、く方針である。

以上の乙とを通じて教育目標に示された思いやりの心もち、他につくす心情を大切にする生徒

の育成を図っている。

8. その他(教職員の研究歴)

二A・〉U. 内‘訳、、、、 研究員 現代化委員 研究生 そ の他

名塚 二 雄 小高辰 雄 小高辰雄
(43 特活) ( 43理科) ( 56道徳助言)

2 
小高辰雄 村上敏 雄
(36 理科) ( 51音楽)

3 
宮田和子
(37 学活)

4 
内 田耕一郎 丸山尚夫 村 上 敏 雄
(41 特活) (52 数学) (62開発委音楽)

5 
六本木 茂

(45 社会)

ート6 
村上敏雄
(47 音楽)

7 
田熊 祐

(49 数学)

8 
加藤常光 木嶋 健
(49 進路) (62開発委社会)

9 
丸山尚夫
(49 進路)

10 
鈴木良身
(54教育課題)
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学校名 日野市立平山中学校

所在地 日野市平山 4丁目 21番地の 3

電 5古 o 4 2 5 -9 3 -3 0 1 5・3016 

)1頃 路 ]R豊田駅下車徒歩18分

生徒数男子406名・女子394名・計800名

校長氏名 高木宏文

1. 沿革の概要

昭55. 6. 14 校舎建設工事着工

8.25 給食室建設工事着工
12. 15 プー jレ建設工事着工

1~. 16 体育館建設工事着工

昭56. 2. 1 初代校長 河野寿忠着任

3.26 校舎使用開始
4. 1 開校 乙戸教頭以下教諭29、

主査 1、市職員11名着任
5.11 アラームシステムによる自動

警備開始

5. 19 校庭造成工事終わる
5. 27 プーノレ完成

7. 15 東テニスコート完成

8.21 体育館完成
9. 21 西テニスコート完成

12.25 校旗完成

昭57. 1. 7 校歌完成

2. 6 校歌、校章発表会

3. 1 中国日本語教師団の来校

4. 11 学校スポーツ開始

4. 23 家庭教育学級開講

昭58. 1. 24 平山中PTA規約成立
2. 8 体育館自動警備設備工事完了

4. 1 第二代校長 川崎昭三着任

昭60.11. 30 校庭南側防音工事完了
昭61. 4. 1 第三代校長 高木宏文着任

教頭氏名 佐藤英洋

2. 歴代校長

氏名

河野寿忠

川崎昭三

高木宏文

3. 地域の環境

年月~年月

昭56. 2 --- 58. 3 
昭58. 4--- 61. 3 

昭61. 4 ---現在

多摩丘陵北麓にひらけた低地lζ学校がある。

校舎南側にある校庭の目先きを京王線が走り、

校舎北側は、堤防道路をへだてて、浅川の河

川敷につながっている。緑豊かで自然環境に

は恵まれている。

学区域は、東西の最長部分が約2.3km、南

北が約1.5仰にわたり、学校は学区域の最も
北東部に寄った位置にある。

近年、都市化の進行l乙伴ない、ベッドタウ

ンのたたずまいを濃くし、人口の急増が見ら

れたが、生徒数は62年度を峠に漸減に向って

いる。父母の教育への関心度は極めて高い。

4. 教育目標

。考え、工夫する人

(主体性のある人間の育成)

o協力し、進んで働く人

(社会性のある人間の育成)

。自然や人々を大切にする人

(人間性豊かな人間の育成)

o心身を鍛え、やりぬく人

(健康な人間の育成)
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5. 指導の重点

(1) 各教科

わかる授業、楽しい学習を展開するための工夫や努力をし、基礎学力の充実を図る乙とによ

り、生徒がゆとりをもった自主的学習態度を身につけられるようにする。

(2) 道徳

温かい人間を基盤として、他人を理解し、尊重する心情の育成を図る。

物事を自ら正しく考え、客観的・合理的な判断に基づいて、意欲をもって実践する能力・態

度を養う。

社会の一員としての基本的な生活習慣、生活態度の育成を図る。

(3) 特別活動

生徒会活動、クラブ活動への参加の意欲を高め、乙れらの活動を通して、連帯の精神と責任

感及び実践力を育成する。

学校行事への参加を拡充させる乙とにより、奉仕や他人に対する思いやりの心情の育-成を図

り、物事を計画的・組織的に進める能力・態度を高める。

(4) 生活指導

望ましい習慣や生活態度を育てる日常の指導を徹底するO

指導体制を整え、全職員が一致して指導にあたる。

一人一人の生徒との心の交流を深めるとともに、集団活動による相互規制により、問題行動

の予防に努める。問題傾向は早期発見に努め、家庭や学校はじめ関係諸機関との連絡を密にし、

早期指導を実施して健全育成につとめる。

(5) 進路指導

3年間を見通した進路指導の計画をたて、各学年各生徒に応じて系統的な指導を実施する。

自己の特性を知り、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

(6) その他の活動

学校行事及び学年の諸計画を自主的に取り組むよう指導を推進する。また生徒会活動をもり

上げ、学校生活の向上を図る。

個人的な悩みや不安を解消し、意欲を高めるため、個人面談・進路相談をすすめる。さらに

教科学習の質問教室、学力補充指導の実施に努める。

6. 本年度の研究主題

生徒をとりまく環境を整え、わかる授業を展開し、 「意欲的・自主的学習態度」を育成する。

7. 本校の特色

開校8年目の学校である。生徒も教職員も「学校へ来るのが楽い、」といえる学校を目指して、

下記事項に重点をおき、事に当っている。

o生徒をとりまく環境を整え、活気lζ満ちた学校にする。

。「勉強しようとする意欲に満ちた生徒がいてJi生徒のために力一杯やろうとする先生がい
る」学校にする。
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8. 教職員の研究歴

た咽;訳 研究員 現代化 研究生 開発委員等

1 
川端祐輝 コ富恒男 和田 孝 和田 孝
(38 保体) (49 理) (都研60特活) (62特活動)

2 
阿部晃一 高木宏文
(43 美) (51 特活)

3 
高橋雅子 上原純子
(43 国) (52 国)

4 
高木宏文
(46 技)

5 
コ浦義次

(46 技)

6 
三富恒男
(48 理)

7 
和田 孝
(58 特活)

8 
コ浦賢治

(59 数)

9 
遠藤 弘
(63 特活)
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